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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　高苗京鈴
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「あたしは月つき村むら真ま由ゆです。ひとりめの」





　そのか細い声は、峻しゆん護ごの鼓こ膜まくをかろうじて震ふるわせたのみにとどまり、乳白色の霧きりの向こうへあえなく搔かき消えていく。


　二にノの宮みや家の、みずみずしい芝しば生ふがていねいに敷しき詰つめられた前まえ庭にわ。


　死し闘とうの傷きず跡あとも生なま々なましいその場にあって、峻護はただ、その不ふ可か解かいな言葉の意味するところを反はん芻すうするしかない。


『ひとりめ』。


　ひとりめとは、一体どういうことなのか？


　ひとりめもふたりめもないはずだ。目の前にいるのは峻護のよく見知った少女、月村真由に間ま違ちがいない。


　男性恐きよう怖ふ症しようのサキュバスで。


　しばらく前に二ノ宮家にやってきた女の子で。


　ひとつ屋根の下に暮くらす同居人で、神じん宮ぐう寺じ学がく園えんの同級生で、峻護の被ひ保ほ護ご者しやで、引っ込こみ思じ案あんでおっちょこちょいなところもあるけど、とても魅み力りよく的てきな少女で、峻護が幾いく度ども身体からだを張って守ってきた、かけがえのない相手に間違いない。


　世界にただひとりの『月村真由』だ。





　なのにどうして、彼女は自分を『ひとりめ』などと言うのか？





　……もちろんその理由は分かりきっている。


　緊きん迫ぱくしてこわばりきっていた場の雰ふん囲い気きを少しでも和なごませようとする、ジョークなのだ。


　仕方のない子だな、と峻護は苦く笑しようする。


　たしかに場の雰囲気は最悪だった。


　峻護と真由は、ヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタインという強大きわまる少女を相手にたった今、大立ち回りを演じたばかり。その死戦はひとまずの決着をみたとはいえ、文字どおりに命がけの戦いだったのだ。


　いまだ殺気のこびりつくこの場に、真の意味での平へい穏おんと平へい常じようをもたらす──そのためにはへたくそなジョークを一発かますでもして、強ごう引いんにでも笑いを取っていくぐらいしか方法があるまい。


　だから峻護は笑顔でこう言ったのだ。


「……はは、なにそれ月村さん。君らしくないなあそういう冗じよう談だん。正直言って面おも白しろくもなんともないけど……でもありがとう、気を遣ってくれて。おかげでちょっとは気が楽になった感じだよ。やっぱりさっきまであんなことがあったわけだしさ、まだ身体のあちこちの緊きん張ちようがほぐれてなかったから──」


「…………」


　なのに。


　真由は何も答えてはくれない。


　いや、こちらを見ようとすらしてくれない。


　くちびるを嚙かみ、眉み間けんに苦く渋じゆうをにじませ、かたくなに目を逸そらし続けている。


　今にも倒たおれそうな、紙みたいに真っ白な顔で──かたかたと小こ刻きざみに震えながら、一秒でもこの場には居いられないとでもいうように。


　もう、峻護はそれ以上なにも言えなかった。


　なぜなら彼もまた直感していたから。


　さっきから彼の背中を滝たきのように伝って流れる、嫌いやな汗あせ。


　そいつは、月村真由の口にした言葉がまったくの事実であると──文字どおりそのままの意味であると、叫さけんでやまないのだ。


　でも、だとしても、一体どういうことなのだ？


『ひとりめ』とはどういう意味なのか？


　それではまるで『ふたりめ』の月村真由がいるとでもいうような、そんな解かい釈しやくが成り立ってしまうではないか。


　しかも目の前にいる『ひとりめ』というのは、峻護の知る月村真由とはまるで別人のようにしか見えなくて、でも『ひとりめ』というからには彼女こそが元々の月村真由ということで、だったら峻護が慣なれ親したしんだ月村真由は一体──


　とその時。


　貝のように黙だまりこくっていた真由が、わずかに口を開いた。


「────」


「えっ？」


　何か言ったような気がした。


　でもその声はあまりにも、あまりにも小さく、か細くて。


「ごめん何？　よく聞こえなかった。もういちど──」


「ごめんな、さい」


「…………っ」


　息を呑のんだ。


　たった六文字の言葉。


　でもそれは、悲ひ哀あいと絶ぜつ望ぼうとをありったけ詰つめ込んだ、謝しや罪ざいと──そして、拒きよ絶ぜつの言葉だった。


「ごめんなさいって、何が？　いったいどういう──」


　言葉の真意を確かめようとした時にはもう、月村真由はきびすを返していた。


　そのまま彼女は歩み去っていく。


　二ノ宮家の邸てい内ないなどではなく。


　ましてや峻護のもとでもない。


　いずことも知れぬ、ただひとつ『ここ』ではないことだけはわかる、どこかへと。


　月村真由は、去っていこうとしている。


「ちょっ、待って月村さん！　いったいどこへ!?」


　いらえはない。


　ひどく小さくみえる背中が、みるみる遠ざかっていく。


「月村さん待──」


「やめておけ」


　凛りんとした声が、朝もやに包まれた庭に響ひびいた。


　それまで一言も発さず、黙って成り行きを見守っていたヒルダ──ヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタインだった。


「おそらくいま引き止めてもいい結果は出まい。行かせてやれ」


「ですが──」


「追えば舌したを嚙みかねんぞ、あやつ。いまは放っておくことだ」


「…………」


　あくまでも冷静に、冷然と指し摘てきされ、峻護は口をつぐんだ。


　おそらくヒルダの指摘は正しい。


　そう思わせる何かが真由の背中にはあったのだ。


「くッ──」


　その背中が遠ざかる。


　秒びよう刻きざみに、峻護の手が届く範はん囲いから、離はなれていく。


　追えない。


　追ってはいけない。


　理り性せいではなく直感で理解したその事実。


　だが。


（行かせちゃ、いけない）


　強く強く峻護は思った。


　行かせてはならない。


　だって、彼女は峻護を救すくうためにヒルダと戦って、身体中がボロボロのはずなのだ。


　そうでなくとも彼女は慢まん性せい的てきな精せい気き不ぶ足そくが限界に来て、じっとしていてさえ生命の危険にさらされているというのに。


　なのにケガの治ち療りようをするでもなく、身体を休めることすらせず、どことも知れないどこかへ去ろうとしているなんて。


　そんなのは、引きずってでも、すがりついてでも、止めなくちゃいけない！


「月村さ────」


　駆かけ出そうとした、その瞬しゆん間かんだった。


「────っ!?」


　急に視し界かいがゆがんだ。


　ゆがんだだけではない。まるでノイズが入ったかのように景色が霞かすむ。ひざが笑って力が入らない。一歩を踏ふみ出そうとした瞬間に腰こしが砕くだけ、ぶざまに地べたに這はいつくばる。


「無理をするな」


　ふたたび響く冷れい徹てつな声。


「自分のおかれた状況がどういうものか、わからんわけではあるまい？」


　ヒルダの言うとおりだった。


　金きん髪ぱつの姫ひめ君ぎみと死し闘とうを演じ、数えるのも馬ば鹿からしいほど幾いく度どもぶっ飛ばされた峻護の体力はとっくに限界。ここまで騙だまし騙しどうにか持ちこたえてきたが、これ以上は箸はし一本もちあげるのさえ難むずかしいだろう────それほどまでに消しよう耗もうしきっていた。


「ぎりぎりまでこてんぱんにのしてやったからな、それ以上無理をすればいかに頑がん丈じような貴き様さまでも命に関かかわろう。予よは貴様の妻つまとなるべき身なれば、力ずくでも止めねばならんな」


　ヒルダが苦笑まじりに、しかし抗あらがいがたい威い圧あつでもって言いよこしてくる。このお姫さまのことだ、言葉どおりのことを実行するだろう。


　でもそれが何だというのか。


　身体中ボロボロなのは真由も一いつ緒しよ、いやそれ以上じゃないか。それなのにこんな、情なさけなくへばったまま、黙ってじっとしているなんてできるわけがない。ましてやヒルダに言われたからといってやめられるものか。


　それに峻護は、どうしようもなく嫌いやな予感に襲おそわれていたのだ。


　もう二度と、真由とは会えないのではないかという、おそろしく不ふ吉きつな、それでいてひどく現実味を帯びた予感に。


　行かせてはならない。彼女を、真由を、ぜったい行かせてはいけない。追わなければ、引き止めなければ──


「……とはいえ止めるまでもないだろうが、な」


　金髪の姫君が言うことはいつでも正しい。


　この時もやっぱりそうだった。


　峻護の身体から、その所有者の意思に反して、力という力が抜け落ちていく。エネルギーが失われていくのを止めることもできなければ、つなぎ止めることもできない。


（くそっ、くそっ、くそっ──）


　霞んでいく視界の中でかろうじて捉とらえることのできる、真由の後うしろ姿すがた。


　それを歯を食いしばって見つめつつ峻護は思う。





　君はいったい誰だれなんだ？


　おれの知ってる月村さんはどこにいった？


　どうして君はおれの前から去ろうとするんだ？


『ごめんなさい』って……どういう意味なんだ？





　……どの瞬間に意い識しきを手放したのかは覚おぼえていない。


　最後に見たものは、去り行く背中の頼たよりなさと、夢ゆめ幻まぼろしのような儚はかなさだけだった。
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　其の一　終しゆう幕まくの前ぜん奏そう







　気がつくと、そこは見知らぬ部屋だった。


（…………？）


　まだぼやけた意識のまま上半身を起こす。


　起きてみて初めて、自分がベッドに寝ねかされていたことを知る。


（…………どこだ…………ここ…………）


　いつもならすぐに冴さえてくれるはずの意識が、今回に限かぎってまどろみの腕かいなから抜ぬけ出せずにいる。峻しゆん護ごはじりじりと覚かく醒せいを待ちながら、ゆっくりとあたりを見回した。


　ひどく簡かん素そなワンルームである。


　ひとりで暮くらすには少しばかり広すぎるであろうその部屋には、必要最さい低てい限げん以下の生活道具しか置かれていない。ベッドとイス、それだけだ。閉とじられたブラインドの向こうから漏もれる明かりが、室内を舞まうホコリをあぶり出して場ば違ちがいなほど輝かがやいている。


　陽光の色からして、そろそろ夕ゆう刻こくに差しかかろうとしているのか。


「おや、お目め覚ざめになりましたなシュンゴさま」


「！」


　声に振ふり返ると、ドアのところに見知った人物が立っていた。ギュンター・ローゼンハイム。ハーテンシュタイン家の忠ちゆう実じつな執しつ事じにして、ヒルダの片かた腕うでたる老ろう紳しん士し。


「ギュンターさん……ここは一体？」


「まあ、いわゆる隠かくれ家がの類たぐいだと思っていただければ」


　穏おだやかな微笑ほほえみを浮うかべつつ、ギュンターはブラインドを開けて、


「目覚めのミルクティーなどお飲みになられませんかな？　これでも紅こう茶ちやの腕は一級品と自じ負ふしておりますが」


「あの、それよりここは……？　二ノ宮家ウチじゃないし、病院……でもなさそうですよね？」


　たったいま気づいた、包ほう帯たいの巻かれた腕を眺ながめながら問うが、ギュンターはすぐには答えず、


「お加か減げんはいかがですかな？　経けい過かは順じゆん調ちようのはずとは存ぞんじますが」


「加減？　ええ、特に悪くは──」


　言われてみてこれまた初めて気づく。あれだけ滅めつ多た打うちされたにしては、それほど身体にガタがきている感じも──


「あッ!?」


　完全に目が覚めた。


　朝もやの庭での出来事が、指で触ふれられんばかりの生々しさでもって脳のう裏りを駆かけ巡めぐる。


「月つき村むらさんは？　月村さんはどこに!?」


「落ち着かれなさいませ」


　やんわりと、しかし抗あらがいがたい力のある言葉でギュンターが制せいする。


「逸はやっても今は何もプラスになりません。それにシュンゴさまのお身体もまだ本調子ではない状じよう態たい。今はどうぞ、ごゆるりと」


「ですが──」


「そのように心をお乱みだしになっては、この後お話しする状じよう況きようにはとても耐たえ切れませんぞ？　どうぞ落ち着かれなさいませ」


「…………？」


　後で聞かされる話とはいったい何か。


　そんな思わせぶりなことを言われてはいよいよ気も逸るというものだが、ギュンターの進言はまったくもって正しい。峻護は深呼こ吸きゆうをふたつみっつして、空から回まわりしかける心をともかく落ち着けた。


　老紳士が淹いれる紅茶の芳ほう香こうに鼻をくすぐられながら、身体からだの具ぐ合あいを確かめる。


　ボロキレのようにされたにしては、痛いたみはほとんど引いていた。ベッドで寝ているぶんにはまったくの健康体といっていいくらいである。若わかい身体のみずみずしい回復力に感かん謝しやせねばなるまい。


　だが……いかに頑がん健けんとはいえ、あれだけの負ふ傷しようが短時間で回復するはずもない。一日か？　二日か？　いやおそらくはもっと──


「お気づきになられましたように、シュンゴさまがお目覚めになるまでにいくらか日が過ぎております」


　青くなる峻護の表情を見て取ったギュンターが、湯気を立てるカップを差し出しながら言った。「今日で丸一週間になりますな」


「一週────!?」


　あわてて起き上がろうとし、だがその愚ぐを悟さとって自じ重ちようする。


　老執事はその様よう子すを見て微笑みを深くしながら、


「私めの話に耳を傾かたむける備そなえは整ととのいましたかな？」


「…………ええ、たぶん。どうにか」


　ギュンターの表情から峻護もまた察さつした。どうやら自分の想そう定ていする以上のことが起こっているらしい、ということを。


「まず、最初に申し上げておかねばならないことは」


　峻護がカップに口をつけるのを見届けてから、ギュンターは切り出した。


「今現在、シュンゴさまが帰るべき家はございません。しばらくはこの隠れ家にとどまって英えい気きを養やしなうのが良りよう策さくであろう、というのが我わが主あるじたるヒルダお嬢じようさまのお言葉にございます」


「家が……ない？　というのはどういう？」


「むろん、丘おかの上に建つあの洋館は現存いたします。焼しよう失しつも消失もしてはおりません。ですがシュンゴさまの帰るべき場所、という意味においては現在、あの住まいはその意味を失っております」


「いや、意味がよく…………」


「きわめて散さん文ぶん的てきに申し上げれば」執事は表情を変えずに、「あの洋館を住まいとしておられた皆みな様さまがたは現在『一いつ家か離り散さん』の状態にある、ということになりましょうか」


「…………」


　もはや驚おどろき慣なれた、というべきか。


　それとも単たんに、現実に頭が追っつかないだけなのか。


　老紳士の重大きわまる発言を耳にしても、峻護は反応らしい反応を返すことができなかった。


「結論は先に述のべましたゆえ、次は成り行きを順を追ってお話しいたします。あの日、ヒルダお嬢さまとシュンゴさまが拳こぶしを交まじえられ、マユさまが二にノの宮みや家をお去りになった日の午後。リョウコさまを始めとするご一行がお戻もどりになられたのでございます──」





　　　　×　　×　　×





「遅おそかったな」


　軍用ヘリを飛ばして帰き還かんした一行に対し、ヒルダが最初に放った言葉がそれだった。


「白はく翼よく城じようでの休きゆう暇かは堪たん能のうしたか？」


「おかげさまで」


　先頭をきってずかずかとリビングに入った二ノ宮涼りよう子こが、不ふ機き嫌げんを隠かくそうともせずに即そく答とうする。欧おう州しゆうの盟めい主しゆにして強大きわまる神戎かむいである金きん髪ぱつの姫君にこういう態度を取れるのは、世界広しといえども涼子ぐらいのものであろう。同時に、涼子がそれ相そう応おうの言葉遣づかいで接する相手もまた、世界広しといえど金髪の姫君ぐらいのものなのだ。


　二ノ宮家の本来の家主たる涼子以下、月村美み樹き彦ひこ、北ほう条じよう麗れい華か、保ほ坂さか光みつ流る、霧きり島しましのぶと続いてリビングに入ってくる。


　美樹彦はいつものニコニコ顔を崩くずしていなかったが、保坂少年のそれはいくぶん硬かたかった。しのぶの顔に至いたっては、ほとんど臨りん戦せん態たい勢せいと呼んでいいほどに強こわばっている。いずれもうわさに名高い神戎を初めて目まの当たりにし、その威い圧あつと畏い怖ふに平常心を保たもてないのだろう。


　ただひとり、麗華のみが異い質しつだった。


　一目みて明らかに常じよう人じんとは異ことなると知れる金髪の少女と対たい峙じして、畏おそれるでも驚おどろくでもなく、ただただ表情を消している。あたかも心を殺し、魂たましいを手放したかのように。あるいは昆こん虫ちゆうか爬は虫ちゆう類に似た無む機き質しつさでもって。


「千せん客きやく万ばん来らいだな」


　ソファに腰こしを沈しずめてゆったり足を組み、ヒルダはくちびるの端はしをつりあげる。


「いずれも予よに十や二十は言いたいことのありそうな面つら構がまえだ」


「当然です」と涼子。「わたしを含ふくめ、ここにいるのは皆みなあなたに一杯食わされ、欧州での足止めを余よ儀ぎなくされた面々ですので。十や二十といわず、一ひと晩ばん中でも語って聞かせられるだけの『言いたいこと』はありますよ？」


「しかり。さりとて貴様が望むとおりのことを有ゆう言げん実じつ行こうするのは、誰だれにとっても不ふ毛もうであろうな。ことにリョウコよ、いまの貴様とミキヒコは、予にかかずらっている暇ひまなどあるまい？」


　ヒルダの冷笑に、涼子は仏ぶつ頂ちよう面づらで目を細めた。それはヒルダの言の正しさを認みとめた顔であり、認めざるをえない忌いま々いましさを表現した顔でもある。


「貴様たちの不在のうちに、この国の神戎かむいの諸氏族の間で何かと不ふ穏おんの動きがあるようだ。貴様らの立場からすればすぐにでも火消しに走らねばなるまい。さもなくば尻しりに火がつく程度では済すむまいからな」


「わかってます」


「そうつんけんするな。予にも考えあってのことだ」


「ですからわかってますと言っています。──それでは簡かん潔けつに」


　涼子は軽くため息をついてから、


「…………峻護への審しん判ぱんはどうでした？」


「あらかた済んだ。予の人生の一部を割さくに値あたいすると認める。契けい約やくは成立だ、予はツキムラマユを救すくうべく行動しよう。もっとも──」


　ヒルダは冷笑を深くして、


「奴やつにとっての『救い』が、貴様らの思い描くそれと一いつ致ちするとは限らんがな」


「それは承しよう知ちしてますよ」美樹彦がニコニコ顔のまま口を挟はさむ。「あなたのよろしいように、ヒルデガルト殿でん下か。僕ぼくと涼子くんは、真由に関する全ぜん権けんをあなたに委い任にんします」


「わかった。力ちから添ぞえを約束する。契けい約やくの範はん囲いにおいて、ではあるがな」


「ありがとうございます。それで──」


　とふたたび涼子。


「その峻護と真由ちゃんは、どこに？」


「シュンゴは予と少々派は手でに遊んだのでな。いまは寝室で寝こけている」


「真由ちゃんは？」


「去った」


　ひどくざっくばらんなその表現に、一同は沈ちん黙もくを強しいられた。


　ヒルダの言葉の意味をくみとれずに思し案あんする沈黙と、おおよそ想像できるがゆえに口をつぐまざるをえない沈黙とが、リビングに満ちる。


「マユの件けんに関しては、すでにして予の管かん轄かつ下かにある。任まかせるがよかろう」


「…………わかりました」


　ヒルダがそれ以上真由のことについて語る気がないのを、涼子も美樹彦も正確に察したらしい。


　未み練れんはあれどおとなしく引いたふたりの物分りのよさに、ヒルダは小さくうなずいて、


「では、リョウコとミキヒコは下がってよい。貴様らには一刻を争う事案がいくらでもあるはずだ。せいぜい励はげめ」


「では、お言葉に甘あまえて失礼を」


「諸しよ事じ、よろしくお頼みします」


　何事かを吹ふっ切った様子で、涼子と美樹彦は退たい出しゆつした。


「さて、次は貴様らだな」


　残った三人に、金髪の姫君は悠ゆう然ぜんと向き直る。


「言いたいことがあれば申せ。聞いてやる」


「…………あなたがわたくしたちの上位者であることは」


　促うながされ、麗華が無む機き的てきかつ温度のない表情で口を開いた。


　この表情をした彼女こそがもっとも神経を研とぎ澄すませた状態であり、つまりは本気の本気でこの場に臨のぞんでいることを理解できる者は多くない。それをよく知る少数派に属ぞくする保坂としのぶは、あくまでも沈黙のうちに主人を見守っている。


「話にも聞いていますし見てもわかります。ですが、初しよ対たい面めんの人間に対してはもう少しそれにふさわしい態度があるのではなくて？　あえてケンカを吹っかけるような言げん動どうを採とる必要はないでしょうに」


「そうして欲しいなら、貴様がそれに値する人物であることを証しよう明めいするがいい。でなければ弱者の遠とお吠ぼえにすぎん」


「たしかに。道理ですわね」


　麗華はあくまで動じず、ともすれば無む関かん心しんなのかと思えるほど冷れい淡たんにうなずいて、


「わたくしから言いたいこと、訊ききたいことはいくらでもありますが、それらは優先順位の高いものと認めません。むしろあなたの方からわたくしに対して問いただしたいことのほうが重要なのではなくて？　ヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタイン」


「賢けん明めいだ」


　ヒルダは一いつ笑しようし、ソファから立ち上がる。


「どこまで聞いた？」麗華のもとに歩み寄りながら、「リョウコとミキヒコからある程度は聞かされたのであろう？　これまで貴様に知らされなかったことを」


「ええ。つい先ほど、帰国する機上で」


　うなずき、


「わたくしが月村真由と同じ人種であること。もうひとりの自分がわたくしの内に存在すること。そのほかにも細々としたことはいくつか。それらも十分すぎるほどわたくしにとっては重じゆう大だいな話でしたが、まだまだ聞かされていないこと、わたくしに知らされないでいることは無数にありそうですわね？」


「リョウコとミキヒコは何と言っていた？」


「『わたしたちの口から伝える以上のやりかたがある』と」


「賢明だ」


　満足げにうなずき、


「さて、さしあたり予は────」


　すっ、と小さい手のひらを伸のばして、


「貴様をどうこうする前に、予の知るべきことを知るとしよう」


　いきなりだった。


　ヒルダの手が、麗華のスカートの中へ。


　だけでなく、その繊せん手しゆがあってはならない場所で、無ぶ遠えん慮りよにもぞもぞとうごめき始めたのだ。


「────!?」


　さすがの麗華もびくんと肩かたを震ふるわせ、硬こう直ちよくを余よ儀ぎなくされる。従じゆう僕ぼくたる保坂としのぶも、目を丸くするばかりでとっさには動けない。


「…………き、貴様ッ！」


　ようやく悲ひ鳴めいとも怒ど声せいともつかない声をあげたのはしのぶだった。


「貴様がどれほどご立りつ派ぱなのかは知らんが、無ぶ礼れい、非ひ常じよう識しきにもほどがある！　そのふざけた手を今すぐどけろ！　さもなくば────」


「さもなくばどうする？」


　愛あい刀とうの鯉こい口くちを切って腰こしだめに構かまえるしのぶに、ヒルダは挑ちよう発はつ的てきな笑えみをひらめかせて、


「貴様もそこそこの使い手なのであろう？　であれば予との力りき量りよう差さは十分測はかれように」


「…………ッ」


「それでもなお主人に忠ちゆう義ぎ立だてし、蛮ばん勇ゆうに走ろうというなら止めはせぬ。存分に玉ぎよく砕さいするがいい。骨ほねぐらいは拾ひろってやろう」


「ほざくなこの────」


「やめときなさいしのぶ」


　大きくはない、しかしじわりと鼓こ膜まくに響ひびく声が、抜ばつ刀とうしようとするしのぶの手を止めた。


「この怖こわいお嬢じようさんの言い分を聞いてみようじゃない。時に神しん格かく化かされる向きさえあるひとなんだもの、きっと無意味なことはしないでしょうから」


「────！」


　ハッと目を見開くしのぶ。


　彼女を止めたのは、彼女がよく知っているひとの声であり、それでいてまったく異い質しつのもの。
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「さしあたり好きなようにやらせてみましょう。まさか取って食おうとしてるわけじゃないでしょうしね」


　もうひとりの、北条麗華だった。


「お出ましだな」ヒルダがにやりと笑う。「なるほど。話には聞いていたが、貴様もずいぶんと奇き妙みような神戎サキユバスよな？　人格だけではなく精気の流れも一変したか。ふむ……」


「それで？」


　もうひとりの麗華はまったく動じた様子もなく、ほとんど悠ゆう然ぜんとさえいっていい態度で髪かみをかき上げながら、


「わたしを辱はずかしめただけの価か値ちはあったのかしら？」


「ああ、あった。もしやと思っていたことが図に当たった」


　ヒルダはようやく手を引き抜ぬいて、


「貴様の精気もよく似ているな？　シュンゴとマユのそれに」


「…………？　どういうこと？」


「さてな。これは予にとってもまだ仮か説せつの段だん階かいゆえ、現時点ではなにも語れぬ。それよりも……」


　ふたたびソファに掛かけながら、


「もうひとりのホウジョウレイカよ、貴様に命じる」


「何かしら？」


「あるべき姿すがたに戻れ」


　ひどく簡かん潔けつに、金髪の姫君はそう言った。


「…………それはどういう意味？」


「言葉どおり、文字どおりの意味だ。そして貴様が推すい測そくしているとおりのな。それとも予がわざわざ懇こん切せつ丁てい寧ねいに解説してやらねばならんか？」


「…………」


「ならば言ってやる。貴様がせき止めて封じている記憶を、もうひとりの貴様に明け渡せ。拒きよ否ひは認みとめん」


　もしこの場に涼子と美樹彦が残っていれば、寝ね耳みみに水の事態であったろう。


　なぜなら今ここにいる麗華は──二に重じゆう人じん格かくの片かた割われの少女は、つい先だって、とある南の島の夜の砂浜において初はじめて発はつ現げんした人格であると、あのふたりは解かい釈しやくしていたからである。


　だがもしヒルダの語るとおり、いまこの場にいるふたりめの人格がひとりめの人格の記憶を恣し意い的てきにせき止め、封じているとするならば。その解釈は根こん底ていから覆くつがえされ、まったく別の推測が成り立つことになるではないか。


　ふたりめの人格は、これまで信じられていたよりも、ずっとはるか以前から存在していたかもしれない、という推測が。


　そしてもしその推測が正しいとすれば、幼少時より麗華に付き従う保坂光流がそのことに気づかないのは奇妙であり、それを同盟者たる涼子と美樹彦に知らせないのはなおさら奇妙ではないか、ということにもなるのである。


　────リビングにふたたび沈ちん黙もくが降おりた。


　ヒルダは獰どう猛もうな笑えみで悠ゆう然ぜんと獲え物ものを縫ぬいとめ、獲物たる麗華は表情を消して状況の打だ開かい策さくを探っているようにもみえる。


　しのぶがチラリと目配せした。しかし相あい棒ぼうたる保坂はニコニコ顔のまま、あくまでもだんまりを決め込んでいる。


「…………もしも」


　やがて麗華が、こわばった空気を破って口を開いた。


「嫌いやだと言ったらどうするの？」


「どうするか、とな？」ヒルダは真しん紅くの口こう腔こうをさらして笑い、「いろいろできる」


「いろいろ、ね」


　軽く吐と息いきして、


「あなた、ちゃんと考えた上で言ってるのかしら？　そうすることが誰だれにとっての幸福になり、誰にとっての不幸になるかを」


「さてな。そんなものは知らぬ」


　軽く肩かたをすくめるヒルダ。


「予は、予の引き受けたしち面めん倒どうな案あん件けんの解決に向けて、最短と思える道を選ぼうとしているにすぎん。さして時間もなさそうだしな」


「…………わたしはそれほど器用なほうでもないの。わたしが溜ため込こんでいる記き憶おくと事実を、なんら害がいのないやさしいやり方で麗華に開放することはできそうにない。そうした際に麗華がどうなるか、正直言ってわたしにはなんの保ほ障しようもできないし、それどころかろくすっぽ予よ測そくもつかないわ。それでもやらせる気？」


「望むところだ。さして時間もないと言ったであろう？　ツキムラマユは、このまま放っておけば近日中に死ぬ。予はその前に何らかの手を打たねばならん。たとえ貴様がそれを望まないとしてもな」


「…………」


「それに貴様、もうひとりのレイカをいつまでぬるま湯につからせる気だ？　一年か？　二年か？　それとも一生か？　現実から目を逸そらさせ、いつわりの世界を貪むさぼらせた末、腐ふ臭しゆうを放つ甘あまい夢におぼれさせるつもりか？　年老いて朽くち果はてるまでずっと？」


「…………そう。わかったわ」


　今度は深々と吐息して、麗華は黄金の髪かみをした少女をまっすぐ見つめる。


「言うとおりにしましょう。あなたの言には一理あるし、それに『いろいろ』されるのも怖こわいし。でも責任は取ってちょうだいね？」


「そんなもの取らんわ馬ば鹿か者もの。端はなからそれはレイカ自身の責任であり、それ以外の何物でもない。誰も肩代わりはできぬ。そうであろう？」


「……そうね。そのとおり」


　麗華は微笑ほほえむ。


　これまで彼女がよく見せていたところの、皮ひ肉にくげで酷こく薄はくで薄ら寒い微び笑しようではない。どこか吹ふっ切れた、前向きな微笑だった。


「可能性のすべてをこの子に開放しましょう。正負を問わず、すべての可能性を。それでのたれ死ぬのも光をつかむのも、ぜんぶこの子の器き量りよう次し第だい」


　それじゃ、ね。


　そう言って軽く手を振り、麗華はまぶたを閉じた。


　一秒。


　二秒。


　三秒と時が刻きざまれて。


「…………。あら？」


　きょとん、と不ふ思し議ぎそうに、ふたたび麗華はまぶたを開く。


「どうしたのかしらわたくし。なにか意識が途と切ぎれていたような……いえ、気のせいですわね。失礼、話のつづきを──って、え？」


　目を見開いた。


　まるで世界の消しよう滅めつを予知した予言者のように。


「あ。え？　なに。なにこれ。な、なんの光景？　なんの──あ、あ、あ、あ」


　意味ある言葉をつむげたのはそこまでだった。


　がくりとその場にひざをつく。


　自じ慢まんの髪に両手を入れ、ぶちぶちと引きちぎる音が聞こえんばかりにかきむしる。


　瞳ひとみの焦しよう点てんがぼやけ、見開いた眼がん窩かからじわりと大おお粒つぶの涙なみだがにじみ、あごが外はずれるほどに口をあけて。





　心しん臓ぞうをわしづかみにするような絶ぜつ叫きようが、二ノ宮家の邸てい内ないに響き渡わたった──。
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「ま、待って。ちょっと待ってくださいギュンターさん」


　峻護があわてて老ろう執しつ事じの話を止めた。


「すいません、正直言ってぜんぜん話についていけません。情報量が多すぎて状じよう況きようの整理が追いつかなくて……」


「おっと、これは失礼いたしました。確かに話が性せい急きゆうにすぎましたかな」


　老執事の笑えみは、たとえそれが苦く笑しようの類たぐいであっても穏おだやかである。


「とはいえ状況は中々に差さし迫せまっておりますゆえ。すべてを理解するのは後回しにして、まずは事態の全体像だけを把は握あくしていただければと存じます」


「は、はあ…………」


　これまで聞いた話をまとめてみる。


　涼子、美樹彦、麗華、保坂、しのぶの五人が帰国した。


　涼子と美樹彦は、何かのまずい事態を処しよ理りするために出動した。


　ふたつめの人じん格かくの麗華がふたたび現れた。


　麗華の精気は、峻護と真由のそれによく似ているらしい。


　麗華のふたつめの人格は、あの南の島で初めて現れたのではなく、もっと昔から存在していたかもしれない。


　そしてふたつめの人格は、ひとつめの人格が知らない記き憶おくを持っているらしい──ヒルダの言葉を借かりるなら、記憶を『せき止めている』とのこと。


　さらには保坂が、それと知りつつ情報を開かい示じしなかったのかもしれない、ということ。


　…………ざくっと整理すると、こういうことか。


「上出来でございます」ギュンターが目を細める。「十分にご理解されておりますよ」


「それで北条先せん輩ぱいは？　先輩は無ぶ事じなんですか？」


「ご安心を。その翌日には無事、目をお覚さましになられました」


「そうですか。よかった…………」


「とはいえ、お目覚めになったレイカさまはひどく憔しよう悴すいし、しばらくは誰だれが話しかけても満足に応おう答とうできない様子でございましたが」


「ぜんぜんよくないじゃないですか！　ほんとに大だい丈じよう夫ぶなんですか!?」


「『封ふうじられていた記憶』が一気になだれ込んできたことによるショックなのでございましょうな。おそらくは質しつ、量ともにただならぬ記憶だったのでしょうから、一時的に精神的な失しつ調ちようをきたすのも無理はございますまい。とはいえしばしお休みになられた後に回復されましたゆえ、さしあたりは問題ないかと」


「そ、そうですか」


　それにしても、強きよう靭じんな精神を持ち合わせているはずの麗華が床とこに伏ふせざるを得ないほどの記憶…………彼女はいったい何を見、何を知ったというのか。


『封じられていた記憶』とはいったい何なのだ？


「なおレイカさまは回復なされた後、ご実家にお戻りになられております」


「えっ？」


　意表をつく話だった。麗華が北条家に帰ったと？


　だが考えてみればそれほど不思議な話でもない。彼女が二ノ宮家のメイドとして住み込むようになって以い降こう、すっかり二ノ宮家の一員として馴な染じんでしまった感は確かにあったが、むしろ彼女が二ノ宮家に滞たい在ざいしていることのほうが本来は不自然なのだ。


「────そうですよね、この場合は実家に戻ってゆっくり静せい養ようしたほうがいいですよね。そのほうが北条先輩のためにも…………」


「いえ、静養を目的に帰られたのではございません」


「…………？」


「レイカさまは二ノ宮家の自室を引ひき払はらい、文字どおりご実家に戻られたのでございます」


　しばし、言葉の意味が飲み込めなかった。


　心の片かた隅すみに暗あん雲うんが湧わき、そいつがみるみるうちに膨ふくらんでいくのがわかる。


　頭ず蓋がい骨こつがぎしぎしときしむような頭ず痛つうがして、峻護は思わず頭をおさえた。


　それはたぶん、当たり前に存在すると信じ込んでいた日常に、亀き裂れつが走る音。


「で、でもどうして？　何でいきなりそんな…………！」


「さて、私めにはわかりかねます。ただひとこと申もうし添そえるなら……目をお覚ましになった後のレイカさまは、何やらずいぶんとお悩なやみになっておられるようでした。それもひどく深しん刻こくに」


「姉さんは？　姉さんは止めたりしなかったんですか？」


「お止めになりませんでしたし、理由を深く追つい及きゆうされたりもなさいませんでした」


　それもまた意外きわまる話だった。あの手この手を使って麗華を二ノ宮家にとどめておいたのは、他ならぬ涼子だったはずではないか。


「リョウコさまはただこう仰おつしやったのみにございます。『いつでも戻ってらっしゃい。ここはもう、あなたの家でもあるのだから』と」


「…………それで、先輩はなんと？」


「『ありがとう。でもたぶん、二度と戻ってくることはないでしょう』と」


「…………」


　呆ぼう然ぜんとせざるをえない峻護だった。


　あるていど覚かく悟ごはしていたつもりだが……状況は彼を完かん膚ぷなきまでに置いてけぼりにして、全速力でどこかへ遠ざかっているらしい。


　ベッドの中で一週間も寝こけている間に、いったい何が起こってしまったというのか。


「なお、二ノ宮家ならびに月村家は、現在北条家と闘とう争そう中ちゆうにございますれば。その旨むねよくご承しよう知ちくださいませ」


「…………」


　もういい加か減げんにしてほしい、と思った。


「ど、どういうことです？　北条家と闘争中って……姉さんと美樹彦さんが、北条先輩とケンカしてるってことですか？」


「ケンカはケンカにございますが、事はもう少しスケールが大きゅうございますな。いま少し正確に申せば、これはこの国の覇は権けんをめぐっての闘争であり、主しゆ義ぎ主張や意地や誇ほこりをかけた闘争でもあります。そしてなによりも『神しん精せい』とされる神戎かむいならびに、それと深く関わりがあると目される神戎──すなわちシュンゴさま、マユさま、レイカさまの三人をめぐる暗あん闘とうにございますれば。暗闘の主役はリョウコさまにミキヒコさま。そして北条家の現当主・ヨシノブさま」


「北条家の現当主……ってことは、北条先輩のお父さんの？」


「左さ様よう。そしてこの国における、いわゆる『十じゆつ氏し族ぞく』のうちもっとも有力な三家が闘争状態に入ったことにより、他の十氏族も日和ひより見みを決め込むことはできますまい。この国の裏うら舞ぶ台たいではしばし、混こん乱らん状態が続くことは間違いないでしょう」


　混乱の度ど合あいで言えば峻護だって負けてない。


「…………とりあえず話を聞くだけ聞いて、覚えるだけ覚えておいて、あとで整理します」


「それがよろしゅうございましょう」


「つまりそれによって、二ノ宮家が一家離散の状態、ってわけですか」


「はい。闘争の開始に伴ともない、リョウコさまとミキヒコさまは二ノ宮家の邸てい宅たくを破は棄き。拠きよ点てんをさまざまな場所に移うつしつつ、本格的な激げき突とつへ向けて政せい略りやく的てきな駆け引きを行っているものと推測されます。人じん脈みやくと金脈は十分ながら、組織と呼べるほどの体制を持たないのがリョウコさまとミキヒコさまでございますから。おふたりにとっては当然かつやむなき戦術にございましょうな」


　話を聞きつつも峻護は全力で状況を整理している。


　とんでもないことになっていることだけは嫌いやというほどわかった。


　そんな状態の中で、二ノ宮峻護がすべきことはいったい何なのか、それを探さぐらなくては。


「時にシュンゴさま」不意にギュンターが語調を変えた。「あなたさまの体調の具ぐ合あいはいかほどで？」


「おれですか？　ええ、おかげさまでというか何というか……だいぶよくなってます。ざっと七割ぐらいは回復してる感じかな？　おおまかな印いん象しようですけど」


「それはようございました。それだけ回復しておられれば、ご自分の身はご自分で守れますな？」


「は…………？」


　老執事が何を言っているのかとっさに理解できなかった峻護だが、数秒遅おくれでハッと気づいた。


　感覚を研とぎ澄すまし、急いで周囲を探る。ごく微び細さいではあるが、部屋の周囲を取り囲んでいるらしき気配が複数。


「なにぶんにも暗闘にございますれば」


　ギュンターはタキシードの襟えりを正しながら立ち上がり、


「どさくさ紛まぎれの有う象ぞう無む象ぞうもおりましょうな。ヒルダお嬢じようさまの庇ひ護ご下かにあるシュンゴさまに手出しすることはすなわち、欧おう州しゆうの血けつ族ぞくすべてを敵てきに回すことになりかねないのですが」


「じゃあ、いったい誰だれが？」


「北条家の手の者……とは考えにくいかと。おそらくは十氏族のうち、いずれかの血族のならず者にございましょう」


　声を低めて推すい論ろんを述のべつつ、歴れき戦せんの執事はドアの脇わきにそっとひそんだ。峻護もそれに倣ならい、襲しゆう撃げき者しやの乱らん入にゆうに備そなえる。


「それとシュンゴさま。これは口止めされていることではあるのですが」


「なんですギュンターさん？」


「ひとつ申し上げておきます。実のところシュンゴさまを保護する目的であればこのような隠かくれ家がではなく、もっと有用な別の場所がいくらでもあるのでございます。たとえば手て練だれの護ご衛えいを山ほどつけた上で、最高級ホテルのロイヤルスイートにお留とどまりいただくとか。そのほうがシュンゴさまにとってはるかに安全で、はるかに快かい適てきでございましょうし」


「はあ、なるほど」


「それをならさぬのも、すべてヒルダお嬢さまの意い向こうなのでございます。お嬢さまはこう申されておりました。『予はシュンゴを夫とすることに決めてはいるが、来きたるべき婚こん礼れいの日を迎むかえる前に性しよう根ねを鍛きたえなおす必要がある。それゆえ楽はさせぬ』と」


「…………はあ、なるほど」


　そういえばそちらの問題も抱かかえているのだった。新たな問題が次から次へと噴ふん出しゆつしているというのに。


　部屋の外の気け配はいがいよいよ濃こくなった。こちらに気配を悟さとられたのに気づき、もはや存在を隠かくすのも無意味と開き直ったか。


「それともうひとつ」


　とさらにギュンター。


「私めとシュンゴさま、ふたりでしのげるとは思いますが。万一の可能性もございますゆえ、いまのうちにひとつだけ話の続きを」


「はい、なんでしょう？」


　くせ者どもの気配に神しん経けいを集中しつつ、峻護は半なかば上うわの空そらで訊きく。


「ご実家に戻られたレイカさまですが」


　老執事はごく普ふ段だんどおりの口調で、本日最大の爆ばく弾だんを投下した。


「つい先日、とある男性とのご婚こん約やくを発表された由よし」


「────え？」


　ギュンターの顔をまじまじと見つめながら、間ま抜ぬけな顔で反問した刹せつ那な。


　ドアとそしてブラインドの窓を蹴け破やぶって、襲撃者たちが躍おどり込んできた────。





　　　　＊





　二ノ宮家のある若わか宮みや町より、直線距きよ離りにして南西に二十キロほど。


　高級住宅地として名高いその一いつ画かくに、ひときわ広大な敷しき地ち面積を誇ほこる邸てい宅たくがある。


　広大、というよりは、広こう漠ばくとでも表現したほうがふさわしいかもしれない。豊かな庭、贅ぜいを凝こらした建築のズラリとならぶ一画にあっても、ほとんどひとつの町に等しいだけのスケールをもつその屋敷はひどく目立つ。


　いまやこの国の政せい財ざい界かいを掌しよう握あくしたと表現して差さし支つかえないとある血族の、ここが本ほん丸まるなのであった。


『北条義よし宣のぶ』と、その巨大な門の表ひよう札さつには記しるされている。





「────お入りなさい」


　遠えん慮りよがちなノックの音を立てると、ドアの向こうから早口に許きよ可かする声が聞こえた。


　エプロンドレスに身を包つつんだ北条家のメイド長・霧きり島しましのぶは、部屋の主あるじの集中をできるだけ妨さまたげぬよう、細心の注意を払はらって静かにドアを開ける。


　そこは彼女の主の執しつ務む室しつ。黒こく檀たんの豪ごう奢しやな机に陣じん取どり、北条麗華は目まぐるしい勢いきおいで書類に目を通していた。


「どうしたのしのぶ？」


「はい。よいお茶が手に入りましたので、差し出がましいとは承しよう知ちのうえでお持ちいたしました。焼きたてのクッキーもありますし、すこし休きゆう憩けいを取られてはいかがですか？」


「ありがとう。でも今はいいわ、重要な事じ案あんを処しよ理りしているところなの」


「ですがお嬢じようさま」


　しのぶは食い下がった。彼女と主のこんなやり取りは、ここ数日のうちで何度も再現されているのだ。今回ばかりは目的を達成せねばならない。


「昨日も今日も、休憩はおろかろくに睡すい眠みんも取っておられないでしょう。このままではお身体からだに障さわりますし、お務つとめにも身が入らなくなります」


「今は集中できてるところなの。もう少しでいい案が思いつきそうで──」


「ですがお嬢さま」


「あとでわたくしも頂いただくから。心配してくれてありがとう」


「お嬢さ──」


「じゃあしのぶ、先にぼくといっしょにお茶してようよ」


　麗華のとなりで執しつ務むの補ほ佐さをしていた付き人の少年、保坂光流が口をはさんだ。


「せっかくのお茶が冷めちゃうし、それにぼくは焼きたてのクッキーに目がないからね」


「そうね。そうなさい」と、書類に目を落としたまま麗華。「あなたもさっきから働きづめでしょう保坂。しばらくしのぶと一緒にくつろぐよう」


「はーいお嬢さま。じゃあしのぶ、そっちのテーブルへ」


「おい保坂。お嬢さまが働いておられるのに──」


「いいからいいから」


　抗こう議ぎの声をあげる相あい棒ぼうの背せ中なかをぐいぐい押し、保坂は率そつ先せんして紅茶をカップに入れはじめる。


「のんきにお茶などしている場合か。お前もわかってるはずだぞ光流、いまの麗華には何より休息が必要だと！」


「諦あきらめが悪いねえ」ニコニコ顔でささやく保坂。「しのぶこそわかってるはずだよ。いまのお嬢さまにはやりたいようにさせたほうがいい、って。無理に何かさせようとしてもかえって逆効果だよ」


「しかし保坂──」


「今はじっとがまん。何をするにしても、もうちょっといい機会がきっと来るはずだから」


　説とき伏ふせられ、しのぶはやむなく口をつぐんだ。


　保坂と並ならんで紅茶をすする。せっかくのアッサムは、気もそぞろでまるっきり味がしなかった。


　チラリ、執務机で黙もく々もくと仕事をこなす主人を見やる。


　麗華はあの日以来、めっきり口数が減った。


　あの日──ヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタインと対面してから先、ずっとである。


（それにしても大したものだ、麗華は）


　主人であり、幼おさな馴な染じみでもある少女に舌したを巻かざるをえないしのぶである。


　あの日、麗華の意識になだれ込んできたはずの『記憶』の奔ほん流りゆうは、そうそう容よう易いなものではなかったはずだ。保坂と共に幼少時から麗華に付つき従したがってきたゆえ、その『記憶』がどういう種類のものかしのぶは知っている。自分が麗華の立場であればボロキレのように打ちひしがれた上、二度と立ち直れなかったかもしれない。


　それを思えば、わずかな時間を経へただけで麗華が目まぐるしく動き回れるようになったのは、賞しよう賛さんされてしかるべきことだ。たとえそれが逃とう避ひの類たぐいに属ぞくするものだとしても。


　しのぶにできることといえば、いたずらにその姿を見守ることしかない。


　なぜなら麗華が抱かかえているのは、他ならぬ彼女自身に由ゆ来らいする負ふ債さいだから。


　他ならぬ麗華自身が、自らの手で解決するしかない問題だから。


　誰だれも手助けはできない。誰も支ささえてはやれない。


　────ふう、とため息をつき、しのぶはカップにミルクと砂さ糖とうを山ほど入れた。そうでもしなければやってられない気分である。日ごろは慎つつしんでいるが、元がん来らいは超ちようのつく甘あま党とうな彼女であった。


（今はじっとがまん、か。そうせざるをえない状況の、なんと歯がゆいことか）


　とにかく状況の展開が速すぎた。


　急転に次ぐ急転。


　それにともなって発生する懸けん案あんの数々は、しのぶの能力では処しよ理りしきれず、それをする権けん限げんがそもそもない。


　同どう盟めい者しやたる二にノの宮みや涼りよう子こ、月つき村むら美み樹き彦ひこと、北条家との抗こう争そう状態。その混乱に乗じて蠢しゆん動どうする十氏族たち。ヒルダを長おさとする欧おう州しゆう血けつ族ぞくの動静──これらだけでもしのぶをうんざりさせるのに十分であり、頭ず脳のう労ろう働どうにはさして向いていない自分の無力さに歯は嚙がみするしかないのだ。


（さしあたり、わたしはわたしの職務に忠実たるしかない、か）


　そしてしかるのち、今後の身の振り方を決めていくことになるのだろう。状況は、渦か中ちゆうの中心ならざるしのぶにさえ、変化と決断を迫せまるに至いたっているのだ。


　チラリ、今度は保坂のほうを見やる。


「ん？　どうしたのしのぶ？」


　小こ柄がらな相あい棒ぼうはニコニコ顔でクッキーをほおばり、紅茶でいそがしく流し込んでいる。


　この少年のいつものポーカーフェイス。いついかなる時も、こいつは己おのれの心のうちを周囲にはさらさない。たとえ相手がしのぶであってさえ。


「…………別に何でもない。クッキー、わたしのぶんも取っておけよ」


「あっ、ごめんごめん気づかなかった。おいしかったものだからついパクパク食べちゃったよ。じゃ、しのぶのぶんは横にのけておくね」


　頭をかきかき、たった二枚ぽっちに減った小さなクッキーを、申もうし訳わけのようにしのぶの方へ差し出してよこす。


　その仕し草ぐさ、言動、まったくもって普ふ段だんどおりの保坂光流だ。麗華とは別の意味で舌したを巻まかざるをえない。この幼おさな馴な染じみはしのぶよりもはるかに『渦中の人』であるはずなのに。


　とその時、ふたたびドアをノックする音がした。


「どうぞ。お入りなさいな」


　机にかじりついたまま、冷淡ではないもののごく事務的な返事をする麗華。


　その顔が次の瞬しゆん間かん、一変した。


「失礼するよ。仕事は捗はかどっているかな？」


　ひとりの紳しん士しがドアを開けて入ってくる。眼がん光こう鋭するどい容よう貌ぼうをまるい笑みで中和させた四十半ばの壮そう年ねん──この広こう壮そうな邸宅の主であり、北条家の現当主として名をはせる、北条義宣その人である。


「お父さま!?」


　やや表情にとぼしかった執務中の顔が、陽ひに当たった金剛石ダイヤモンドのように輝いた。


　麗華は席を立ち、ぱたぱたと実じつ父ぷに駆け寄って、


「よろしいのですかお父さま？　立ち寄っていただけるのはうれしいけど、今はお忙いそがしい時期なのではなくて？」


「少しばかり時間ができたものでね」義宣は慈じ愛あいに満ちた微笑を愛まな娘むすめに投げかけて、「娘の仕事ぶりがどういうものか、様子を見に来たんだ。どれどれ──」


　執務机に並ならんだ書類の山を手に取る。


　ちょっとした書籍ほどもある紙の束たばに、まるでマンガでも読み飛ばすような勢いで目を通していく。


「……どうやら無む用ようの心配だったようだな」


　やがて大きくひとつうなずいて目を細め、娘の頭をやさしくなでた。「私が口を挟はさむ余よ地ちのない、完かん璧ぺきな仕事だ。さすがだよ」


　麗華はくすぐったそうにしつつも、食事を終えた猫ねこのように満ち足りた顔をして、


「いえそんな。お父さまにはまだまだ遠く及およびませんわ。これからもわたくしを指し南なんしてくださいましね？」


「ははは、この調子だと私のほうこそ教わることが多くなりそうだが。コンツェルンの業務をすべて任まかせたのはやはり正解だったな」


　そう。


　誰より何より個人的な問題は山積みのはずの麗華が、寝る間も惜おしんで仕事に忙ぼう殺さつされている理由。


　彼女は現在、北条コンツェルン総そう裁さいの地位と権限の一切を委い任にんされているのだ。


　世界に冠たる企業複合体、北条コンツェルン。その総裁の職といえば一国の首しゆ相しようにさえ相当する重じゆう責せき。たとえ一時的な処置とはいえ、本来わずか十七歳さいの少女に果たせる務つとめではない──北条麗華そのひと以外には。


「報告を聞く限りにおいても、総裁の職責にまったく停てい滞たいはないようだ。この調子でしばし、コンツェルンの屋や台たい骨ぼねを支ささえてくれ」


「はいお父さま。微び力りよくを尽つくします」


　父が笑顔で太たい鼓こ判ばんを押し、娘が笑顔で請うけあった。


　見守るしのぶもつい、釣つられて笑顔になる。


　それは理想的といっていい父娘の姿だった。ともすれば度が過ぎるとさえいわれるほどの子こ煩ぼん悩のうである義宣に、麗華もまたあけっぴろげな親愛で応こたえる。いったいこれ以上の親子がどこにいるだろうか、としのぶは思う。山積する問題のことも忘わすれて微笑ましくなってくるのも無理はない。


「それにしてもよく戻ってくれたな、麗華」


　ふたたび娘の頭をなでながら、義宣は感かん慨がい深げに語る。


「二ノ宮涼子と月村美樹彦の謀ぼう略りやくによっておまえを奪うばわれて以い降こう、一日たりともおまえの身を案あんじぬ日はなかった。娘を奪われたまま手をこまねいている己おのれに歯は嚙がみしない日もな。だがそれもすでに過去のこと……今はただ、娘が手元にあることを喜びたい」


「お父さま……」


「総裁代行の務めはどうだ？　果たせそうか？」


「はいお父さま、任せてくださいまし。……それよりお父さまのほうこそ大丈夫なんですの？　毎日何かとあわただしいご様子……わたくしもできることなら何かしらお力ちから添ぞえを……」


「なあに、心配は無用だ。この問題はいわばお家騒そう動どうの類。始末は北条家の当主たる私がつけねばならん。麗華は何も心配しなくていいんだよ。この手のどろどろしたことに、まだおまえを巻き込みたくはない」


　それはしのぶもまったく同感であった。


　できれば麗華には『こちら側』に関わってほしくない。


　義宣がいま忙殺されている十氏族がらみの問題は、当然『こちら側』に属ぞくする。


『こちら側』とはいわば、裏うら街かい道どうである。


　麗華には、できることなら陽の当たる表街道を、常つねにまっすぐ歩んでほしいのだ。


　たとえ彼女が十氏族の、それも主おもだったうちのひとりであり、神戎であることを自じ覚かくした現在であっても。


　かなわぬ望みと知りつつも、しのぶはそう願わずにはいられなかった。


（いずれにせよ、北条コンツェルンを一いつ身しんに背せ負おった今、麗華には他事にかかずらっている余よ裕ゆうはないだろう。願ったりかなったりと言えなくもないが……）


　ふと思う。


　麗華の今の状況は、義宣によって逃とう避ひの口実を与あたえられた、と解かい釈しやくすることもできるのではないか。


　山積みの問題を抱える麗華は、自分にしか果たせない重責を与えられる。それも敬けい愛あいする父から与えられたものだ。公的な立場からしても、私的な希望からしても、麗華はその職務を果たさざるを得ない。


　その忙いそがしさにかまけることにより、麗華は己おのれの殻からに閉じこもることができる。閉じこもっていれば余よ計けいなことを考えなくて済すむ。


　それは物言わぬ人形に等ひとしい。


　義宣は傀かい儡らいも同どう然ぜんの我が娘を、意のままにすることができる──


（いや、これは考えすぎか）


　しのぶはその不ふ敬けいな想像をあわてて否定した。義宣は十氏族がらみの問題に全力をもってあたるべき時であり、彼の代理を務められるのは麗華しかいないのだ。今の状況はあくまでも必然の流れであり、勘かんぐる余よ地ちなどない。


「さて、そろそろ時間だな」


　腕時計を一いち瞥べつした義宣は残念そうに、


「もう行かねばならん。あとのことはよろしく頼むぞ麗華」


「あっ──あの、お父さま！」


　きびすを返しかけた父を、娘があわてて呼び止める。


「ん？　どうした？」


「あ、あの、例のお話ですが──」


「ああすまない、忘れていた。もう一仕事終われば夕食の席ぐらいは共にできそうだよ。食事の約束を延のばし延ばしにしてすまないが、もう少し待っておくれ」


「あの、そうではなくて」


　一いつ瞬しゆんためらったあと、思いきったように。


「あの、お父さま。わたくし婚こん約やくのお話は────」


「ああ。その件けんなら何も心配はいらない」


　義宣はこの日一番の笑顔を見せた。


「万事、私が責任を持って準備を整えておく。娘の幸せのためだ、いかに忙しくとも最大限の配はい慮りよをしよう。金も人も湯水のようにつぎ込むつもりだ。近いうちに執とり行う婚約発表はもちろん、婚こん礼れいの披ひ露ろう宴えんにもね」


　そう言って上じよう機き嫌げんそうに大笑する。冷れい静せい沈ちん着ちやくをうたわれる彼にはめずらしい上機嫌さであった。まるでその婚約が娘にとって最大の幸福であると、信じて疑わぬような。


「さて、それではほんとうにもう行かなくては。また後でな、麗華」


「あ──あの、……はい、お父さま。行ってらっしゃいませ」


「うむ。──さて保坂よ」


「はい旦だん那なさま」


　ニコニコと成り行きを見守っていた付き人少年が、『何でしょう？』とばかりにこてんと首をかしげる。


「麗華のこと、よろしく頼む。言われるまでもなくそうしていると思うが」


「もちろんです旦那さま。お任せください」


「うむ」


　うなずき、今度こそ義宣はきびすを返した。


「あ────」


　麗華は口を開きかけてつぐみ、だがけっきょく何も言えぬまま父の背せ中なかを見送る。


　苦しそうに眉まゆをひそめ、くちびるを嚙かみ、しかしそれもわずかな間。


　コンツェルン総そう裁さい代だい行こうは無言で執しつ務む机づくえにもどり、また先ほどと同じように目まぐるしく働き始めた。


　保坂もまた何食わぬ顔で席につき、主のサポートを始める。


「…………っ」


　しのぶは、いても立ってもいられなくなった。


　一礼して退室し、義宣のあとを追った。


「旦那さま！」


「なんだ」


　メイド長の呼びかけに、義宣は振り返りも立ち止まりもせず、ごく短く返答する。


　子こ煩ぼん悩のうな父親とは別の顔をした、北条家の堂々たる当主がそこにいた。


「旦那さま。お嬢じようさまのご婚約の件ですが──」


「反対か？」


「…………そうは申しません。ですが、いささか事を運ぶのが性せい急きゆうにすぎるのではないかと。あまりに急なことで、お嬢さまも混乱しておられます。どうかいま少しご配はい慮りよのほどを」


「それはわかっている。だが必要と判断したことだ」


「ですが」


「諫かん言げんには進んで耳を傾かたむけよう。だが公こう私しの混こん同どうは感心せんな？」


「…………」


　それは揶や揄ゆするでもなく、いたぶるでもない。ただただ冷れい厳げんな指し摘てきだった。


　しのぶは沈黙を強しいられる。心のうちを見み抜ぬかれていることを恥はじ入る気持ちが、正論を述のべる使命感に勝まさって口を開かせない。


「麗華のことは保坂に一任してある。その能力も、資格も、あの男にはある。ちがうか？」


「…………ちがいません」


「おまえのことも頼りにしているぞ、しのぶ。麗華をよろしく支ささえるように」


「はい旦那さま」


　深々と一礼し、主人の靴くつ音おとが遠ざかるのを聞いた。





　そうして頭こうべを垂たれたまま、しのぶはやるせなさに歯嚙みする。


　能力も資格もある、か。


　まったくそのとおりだ。


　保坂光流は麗華に仕つかえる最さい古こ参さんの付き人であり──


　いまや彼女との将しよう来らいを約束された、婚約者でもあるのだから。





　　　　＊





　メイド長の諫言を退しりぞけた義宣は、すぐに思考のチャンネルを切きり替かえた。娘の婚約の件は彼の中ですでに決けつ済さいされ、その履り行こうは彼以外の他者に任せることも決定している。解決済みの問題にいつまでも関わっていられるほど暇ひまではない。


（二ノ宮涼子と月村美樹彦の動きは、依い然ぜんとして不ふ透とう明めいなままか……）


　義宣の敵てき手しゆたる若者ふたりの行方ゆくえは杳ようとして知れない。無数に用意していたらしい拠きよ点てんを次から次へと替え、極ごく秘ひ裏りのうちに十氏族の有力者たちと密みつ談だんしているようだ。その行動力たるや、まさに神しん出しゆつ鬼き没ぼつと呼ぶにふさわしい。小こ憎にくらしいながらもさすがは鬼きノの宮みやと継つぎ群むらというべきだった。


（極きよく限げんまで機動力を研とぎ澄すませたゲリラ戦、というわけだな。実働するのはわずかふたりながら、そのふたりは最有望の神戎たち。人を使うのも人に使われるのも得意ではない連中だ、おそらくこの状況においてベストの戦せん術じゆつだろう）


　事実、義宣の駆く使しする組織力に対し、涼子と美樹彦は政略戦を互ご角かくに展開している。一時は彼が掌しよう握あくしかけた十氏族の枠わく組ぐみは、今後どう転ころぶかわからぬ不安定さをはらみ、今もなおその不安定さを増しつつあった。


（欧州の後ろ盾だてを失ったのも痛いな。今さら言っても始まらんが、ヒルデガルトを安あん易いに頼ったのは失しつ策さくだったか）


　欧州の盟めい主しゆ、ヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタインの思おも惑わくもまた不透明である。小娘盟主は、どうやらこの国に留とどまって何やら暗あん躍やくしているらしいのだが……。


　あの強大で甚はなはだしく気分屋な神戎はいったい何を考え、何を望んでいるのか？


　──いずれにせよ、状況は加速度的に不確定要素を増しつつある。それにつれて十氏族のうちでも浮ふ動どう層そうと呼ぶべき連中は、あからさまに二の足を踏む態度を取るようになってきた。あんな石頭どもはしょせん眼がん中ちゆうにないが、今だけは彼らの支し持じが要いる。義宣は、彼らの風かざ見み鶏どりが北条家の方角を向くよう、全ぜん知ち全ぜん能のうを尽つくさねばならない。


　二ノ宮と月村の枢すう軸じくを雲うん散さん霧む消しようさせ、北条が勝利を得なければならないのだ。


　しかるのちに得るのはこの国の覇は権けん。


　そしていずれは欧州を、さらには世界をも呑のむ。


（そのためのカギになるのはふたつ）


　と義宣はみている。


（ひとつには動機の差）


　義宣のそれは単たん純じゆん明めい快かいだ。


　覇権と、それをさらに上回る覇権を得つづけ、頂ちよう点てんに立つ──ただそれのみである。


　一方で涼子と美樹彦のモチベーションは複ふく雑ざつ怪かい奇きだ。


　連中は、彼らにもっとも近しい者たちを守るため、ひいては彼らの手の届く範はん囲いにある者たちをも守るために動く。さらには可能な限り守る者を増やし、手の届く範囲までも広げようとする。


　ひどく素そ朴ぼくで、それでいて異様なまでに貪どん欲よくなその欲求。誰がどうみたって茨いばらの道だが、あのふたりは望んでそちらへ進もうとしている。ある意味では義宣などよりはるかに不ふ埒らちな野心家といえた。


（が、その野心は明らかに連中にとっての足かせだ。それがある限り、おそらく流れは私に向きつづけるだろう）


　しかもあのふたりは同族たる二ノ宮峻護と月村真由ばかりでなく、麗華まで『手の届く範囲』に入れているようだ。いや麗華だけでなく、保坂やしのぶまでもか。慈じ善ぜん家にもほどがあるというものだが、義宣にとってプラスに働くのであれば大歓かん迎げいだ。せいぜい欲よくをかき、背負いきれぬ責せき務むに押しつぶされてもらうとしよう。


（もうひとつのカギは『神精』か）


　神精。


　カビ臭くさい文ぶん献けんのみに存在してきた、畏い怖ふすべき力をもつとされる神戎。


　そんな伝説上の存在など義宣はまるで重じゆう視ししていないが、他の十氏族の連中、特に主おもだった長老たちの食いつきの良さは半はん端ぱではない。その思惑も容よう易いに読める。血けつ統とう至し上じよう主しゆ義ぎ、超ちようのつく保ほ守しゆ派はである彼らは、神精の力を利用することによって、かつて十氏族が手にしていた絶対的権力の復活を夢む想そうしているのだろう。


　実に馬ば鹿か馬ば鹿かしい。神精とやらがいかに強きよう大だい無む比ひであったとて、この現代においてたったひとりの神戎が何を為なしうるというのか。


　一種の妄もう信しんともいうべき愚おろかしさだが、しかし義宣の役には立ってくれそうだ。こちらはせいぜい甘い夢想にふけさせ、現実から逃とう避ひしていてもらうとしよう。そこにつけこみ、利用すればいい。


（ふむ……）


　義宣はあらためて確信する。


　依然、彼の大おお幅はばな優ゆう位いは変わらない。二ノ宮と月村がいかに精力的に動いたとて、そう簡単に状況はひっくり返らないだろう。


　ひっくり返すために二ノ宮と月村がどういう手段を採とるかも、おおむね読める。連中は『自分たちの流りゆう儀ぎ』に、得意とする土ど俵ひようにこちらを引きずり込むつもりだろうが、その手にさえ乗らなければよい。


（二転三転はしたが、最終的な勝利は私が得る。目にものを見るがいい）


　義宣はくちびるの端はしをつりあげ、エントランスに待たせておいたリムジンに乗り込んだ。涼子も美樹彦もおそらく不ふ眠みん不ふ休きゆうで動いていよう。こちらも状況の有利にあぐらをかくことなく、精力的に動かなければ。


　それにしても──と薄うすく笑う。


　なんとも滑こつ稽けいな話ではないか、と思ったのだ。


　涼子と美樹彦は敵てき手しゆたる男の娘の将しよう来らいをも案じているというのに。


　実の親たる自分は、娘の将来を政せい略りやくの駒こまとしてしか扱あつかっていないのだから。


　おまけに誰だれもが錯さつ覚かくしているのだ──北条義宣は愛まな娘むすめの幸福を最優先に考こう慮りよした末、今回の婚約をまとめたのだと。これを滑稽と呼ばずになんと呼ぶのか。





　北条義宣。


　北条家の現当主にして北条コンツェルンの総裁であり、極きよく度どの子こ煩ぼん悩のうとしても知られる政財界の巨人。


　彼がひと粒つぶ種だねである実の娘を愛してなどいないことを知る者は、いまだ少ない。




　其の二　追つい憶おくの間奏







　ならず者たちの襲しゆう撃げきをどうにかしのぎ、ほうほうの態ていで（ギュンターは涼すずしい顔だったが）別の拠きよ点てんに逃のがれた翌よく日じつ。


　峻しゆん護ごが目を覚さましたのは、正しよう午ごをかなり過すぎてからのことだった。


「おはようございますシュンゴさま。ご気分はいかがですかな？」


　タキシード姿の老ろう執しつ事じが穏おだやかな微笑ほほえみを向けてくる。


「ああ……はい、おはようございますギュンターさん」


「目め覚ざめの紅こう茶ちやはいかがでしょう？　今日はロシア風を用意してございますが」


「ありがとうございます。じゃあ遠えん慮りよなく」


　礼を言って、マイセンらしきティーカップを受け取る。ほどよく熱い琥こ珀はく色いろの液体が、冷房のうすらぬるい風になれた身体からだに心ここ地ちよい。まるで峻護が目を覚ますタイミングを見計らっているかのように、その紅茶は淹いれたてそのものの芳ほう香こうを漂ただよわせていた。


　周囲を見み渡わたす。


　先日のそれと似たような部屋である。簡かん素そなつくりに最低限の家か財ざい道どう具ぐ。デジャヴさえ覚えるくらいにイメージがかぶる。


（…………これから、どうする？）


　せっかく最高の紅茶を味わっているというのに、気分は人生最悪といってよかった。


　帰る家を失った自分。


　二にノの宮みや家と月つき村むら家VS北ほう条じよう家の闘とう争そう。


　麗れい華かが二ノ宮家を去ったこと。彼女が婚こん約やくを──それもあの保ほ坂さかとの婚約を発表したこと。そして彼女のひとりめの人じん格かくとふたりめの人格との関係。


　さらには『神しん精せい』にまつわるあれこれも。


　まったく、指折り数えればキリがない。峻護を圧あつ迫ぱくする要よう素そがあまりに多すぎる。


　おまけに自分が今どういう状況にいるのか、俯ふ瞰かんした立場から見渡すことができないのだ。行動の指し針しんを取りようもなく、行動できたとしてもその範はん囲いは狭せますぎる。


（くそ……ッ）


　じわり、汗あせがにじんできた。熱い紅茶を流し込んだためか、それとも他の理由か。


　窓の外のギラついた日ひ差ざしがふと目に入った。


　そういえば夏だったんだな、と思う。ひどく長く、出口の見えない夏。その暑さに気づくゆとりすら、今はないようだ。


「…………それでギュンターさん」


「なんでございましょう？」


「月村さんの行方ゆくえは？」


「その質問について、ヒルダお嬢じようさまより言こと伝づてをたまわっております」


　まずは状況の確認を──かろうじて保たもった冷静さをフルに発はつ揮きした問いに、老執事はごく穏おだやかに答える。


「『覚かく悟ごができるまでは教えぬ。よしんばどこかで知ったとしても関わるな。貴き様さまが己おのれの進むべき道を見出したならば、その時は引きずってでも連れて行ってやる』……との仰おおせにございます」


「…………で、ギュンターさんは知ってるんですか？　月村さんの居場所」


「お答えする権けん限げんを持ち合わせておりません」


　老執事の返答は物もの腰ごしやわらかく、明めい確かくで、それでいてゆるぎなかった。


　知っているようにも思えるし、本当に知らないのかもしれないとも思える。


　いずれにせよ、数十年の人生経験に裏うら打うちされたポーカーフェイスを見み破やぶるには、峻護はまだ未み熟じゆくすぎた。いまは追つい及きゆうをあきらめるしかない。


　それに思い出すのはあの日、真ま由ゆが二ノ宮家を去った日にヒルダが語った言葉だ。


『追えば舌したを嚙かみかねんぞ、あやつ。いまは放っておくことだ』


　────正しい、と峻護は思う。


　あの背中。


　儚はかなげで、ひどく小さくて、今にも消え入りそうな後うしろ姿すがた。


　もしあの時、峻護の身体がまともに動いて、彼女を引き止めることができたとして。


　おそらくはあの細い肩かたに手をかけた途と端たん、彼女は夢か幻まぼろしのように消えてしまったのではないかと、そんな気がしてならなかった。


　真由のことは、今はがまんするしかない……のか？


「……じゃあ、北条先輩が今どうしてるか、わかりますか？」


　次の問いにもしかし、老執事はゆっくりかぶりを振った。


「残念ながら正確なところは伝わってきておりません。北条コンツェルンの業務を精力的にこなしておられるとは聞いておりますが、二ノ宮家を出て以来、外出等は一いつ切さいしておられぬようで」


「ずっと北条家にこもったままだと？」


「左様にございます。どうやら学まなび舎やにすら顔を出しておられぬ由よし」


「神宮寺学園にも登校してないのか……」


　峻護の心にさらなる翳かげりが差す。


　かつて、コンツェルンの業務が多た忙ぼうで麗華が学園に来られないことは多々あった。めずらしくもなんともない、むしろ日にち常じようの光景といってすらいい、それはごく平へい凡ぼんな日常だったはずだ。


　でも、何かがちがう。今回のはそうじゃない──普段はさして鋭するどくもないはずの直感が、声を限りにそう叫さけぶ。


「……北条先輩と連絡は取れますか？　とにかく会って話をしたいんですが」


「残念ながら」


　ギュンターはまたしてもかぶりを振る。


「レイカさまと面会するのはもちろん、連絡さえも取次ぎができぬようになっております。それがレイカさまご自身の意思なのか、お父君のヨシノブさまのご意向なのかは定かでありませんが」


「そんな……いや、それでもとにかく連絡を取ってみますから電話を──」


「残念ながらシュンゴさま。たとえあなたさまのたっての望のぞみであったとしても、それは叶かなわぬでしょう。いや、シュンゴさまであるゆえになおさら叶わぬことと存じます」


「…………」


　口をつぐまざるを得なかった。やはりこの事態、ただごとではない。


　見てもいないはずの光景がありありと思い浮うかぶ。
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　麗華が二ノ宮家を去ったという、その日。


『あなたは家族なんだから』という、二ノ宮涼子にとって最大限の引き止めの言葉にも揺ゆらぐことなく、令れい嬢じようの姿は遠ざかっていったのだろう。おそらくは一度も振り返らず──未み練れんをいささかも感じさせることなく。


　その背中はきっと堂どう々どうとしていたのだろう。北条麗華がいつもそうであるように。


　でも果たして、その顔はどんな表情を浮かべていただろうか。


　むろん峻護には知る由よしもない。でもなぜか、わかる気がするのだ。


　今にも泣き出しそうに、くちびるをぎゅっと引き結むすんでいる顔が。ひどくありありと脳のう裏りに浮かんで、峻護を居ても立ってもいられなくさせるのだ。


　月村真由と北条麗華。


　峻護ともっとも近しい少女ふたりが、そんな形で去っていったのだ。


　いいはずがない。そんなの許ゆるされるはずがない。


「────っ」


　気づいた時には立ち上がっていた。


　大おお股またにドアへと向かい、外へ出ようとして、


「お待ちくださいませ」


　やんわりと止める声。


「どちらへ行かれますかシュンゴさま？」


「月村さんと北条先輩のところへ」


「叶わぬ望みであることはご承しよう知ちのはずでございましょう。レイカさまはいわば面めん会かい謝しや絶ぜつ、マユさまに至いたっては所しよ在ざいも知れない。その状況では──」


「それでもッ！」


　叫んだ。


　声を抑おさえるつもりだったのに、口から漏もれた言葉は自然と奔ほん流りゆうを形作る。


「それでもおれは行かないと！　このままじゃいられないんです！　このままじゃぜったい──」


　くちびるを嚙かむ。


　嫌いやな予感がますます強くなる。自分が考えているよりも、最大限に想そう定ていしているよりも、もっとはるかに、何かとんでもなくまずいことが起こりつつある。


　それも、自分のあずかり知らぬところ、手の届かぬところで。


　こんな状況でいったいどうすればじっとしていられる？　胸むなクソ悪い結末が訪おとずれるのを、黙だまって指をくわえて眺ながめていろと？


「くッ──」


　それでもまだ、峻護には冷静な判断を下すだけの理り性せいは残っていた。


「…………すいませんギュンターさん。取り乱みだしました。わかってるんです、自分のバカさ加か減げんは十分。それでも────」


「お気になさいますな」


　ギュンターの声はやわらかく、そしてひどく好もしげだった。


「その気き骨こつと気き概がいは、見る者を決して不ふ快かいにはいたしません。私のような年寄りにはいささか眩まぶしいほどにございます」


「いえ、そんな……おれはただ、ガキで見み境さかいがないってだけで……」


「ご自分を卑ひ下げなさいますな。むしろ私の本ほん音ねとしては、あなたさまをけしかけたいぐらいなのでございますが……しかし私にも役目というものがございます。ご自重いただかねばなりません」


「わかりました」


　うなずき、ベッドにふたたび腰こし掛かけた。不意に壁かべかイスを思いっきり蹴けり飛ばしたくなり、その衝しよう動どうをこらえるのが一苦労だった。


「……さて、そんなあなたさまの慰なぐさめになるかどうかはわかりませんが」


　峻護が落ち着くのを見計らってからギュンターが切り出した。


「リョウコさまとミキヒコさまより文ふみを預あずかっております」


「文？　おれ宛あての手紙ですか？」


「左さ様ようで」


　差し出されたのは、一通の簡かん素そな封ふう筒とう。


　封を開けると、中には数枚の便びん箋せんが入っていた。思いのほか几き帳ちよう面めんな字体は姉のものではない。美み樹き彦ひこの筆ふでによるもののようだ。


『やあ峻護くん、おはよう。どのようなあいさつから書き始めたものか迷まよったのだが、結局はおはようと言っておくのが無ぶ難なんだろうと判はん断だんした。君がこの手紙を受け取るのが果たして朝なのか昼なのか夜なのかはさすがに予知できないが、長い眠ねむりから覚さめた後であろうことは確かだからね』


　という美樹彦らしい、遠まわしで人を食った文頭からその手紙は始まっている。












　さて、いろいろ君に語らなければならないことがあるんだが、君はあえなくダウンした状態で、しかもいつ目覚めるかも定かでない。そこで本来は面めんと向かって事情を説明すべきところを、こうして文書にて伝えることと相あい成なった。


　僕ぼくも涼りよう子こくんも当分のあいだ君に連絡できないだろうし、君からの連絡も受けることができなくなるゆえの、やむなき処しよ置ちだ。まずはその非ひ礼れいを謝しやしたい。





　ちなみにこの手紙を涼子くんではなく僕がしたためているのは、他でもない涼子くんがそれを拒きよ絶ぜつしたからだ。


　おそらく君も気づいてることと信ずるが、彼女はひどくシャイなひとだし、それに力及およばず君を面めん倒どうごとに巻き込んでしまった負おい目めも感じている。本来は彼女が筆を執とるべきこの手紙ではあるが、察さつしてやってくれたまえ。












　以下は淡たん々たんとした説明がつづいた。


　二ノ宮家と月村家は、またの名をそれぞれ鬼きノの宮みや、継つぎ群むらと称しようし、いわゆる『十じゆつ氏し族ぞく』に連なる一族であること。


　十氏族は『神戎かむい』──サキュバス、あるいはインキュバスと呼ばれる、淫いん魔まの一族であること。


　美樹彦や真由はもちろん、涼子や峻護も『神戎』であること。


　峻護は神戎のうちでも『神精』と呼ばれる、希き少しようにして強大な神戎である可か能のう性せいが高いこと。


　現在、十氏族たちの間では混乱と闘争がつづいており、その要よう因いんのひとつに『神精』をめぐる争いも含ふくまれていること。


　また、それらの知識を今日に至いたるまで峻護に対して秘ひ匿とくしてきたこと──












　峻護くんにおいては既すでにこれらの情報を、状況から推すい測そくするか、誰かの口から聞くか、あるいは自ら自覚するかして、ある程度は獲かく得とくしていることだろう。


　これらはいってみれば卑ひ俗ぞくなお家いえ騒そう動どうであり、しかも旧きゆう態たい依い然ぜんとして腐ふ臭しゆうを放はなつそれだ。君を巻き込むのは野や暮ぼと考えていたし、あるいは何らかの形で関わりを持ってもらうにしてももう少し時機を見て、と思っていた。


　ひるがえって、君が神戎であることについてだが、こちらについては可能な限り伝えたくはなかった。神戎とは場合によっては一生発現しないこともあるし、発現しないのであれば知らずにいるに越こしたことはないと考えたからだ。また知ってしまえば必然的に、知らずともいいこと、関わらずとも済すむことに対して当事者たることを迫せまられることにもなりかねない。それらのリスクとメリットを天てん秤びんに掛けた上で、僕と涼子くんは『伝えないこと』を選せん択たくしたわけだが──


　今となってみれば、その選択は誤あやまりだったかもしれない。


　もちろんこれは結果論だし、カップからこぼれたミルクを嘆なげくのにも似た思考法だ。今さらどうこうできるものでもないが……しかし一いち抹まつの後こう悔かいと無念を抱いだかざるを得ないことについては、付記させてほしい。












　この手の語り口は、美樹彦にしてはめずらしいものかもしれなかった。


　できるだけ公正で客きやつ観かん的てきに事実を記き述じゆつしようと努つとめながらも、それでいて弁べん明めいの欲よつ求きゆうを抑おさえられない心情が見て取れる。論ろん調ちようこそ飄ひよう々ひようたるものだが、その中にも苦悩の痕こん跡せきが垣かい間ま見えるような気がした。


　もちろん涼子や美樹彦を責せめるつもりはないし、責めたところで始まるものでもない。彼らは彼らで最大限の努力をしていたことを察せるくらいには、峻護も大人だった。


　そうして手紙を読み進むうち、ひとつの決定的な一文を目にすることになる。












　おそらくはこのこともそろそろ察しがついているのではないかと思うが──


　君は記憶を失う前に、真由とも麗華くんとも出会っている。


　この件については、君と真由の過去の記憶が失われていたこと、さらには麗華くんにも記憶の欠けつ落らくないしは忘ぼう却きやくが認められることもあり、これまで伏ふせてきた。おそらく記憶をよみがえらせたところで益えきは少ないと判断していたし、ことに真由においてはかつて君に対して許されざる行為を働いたことを、万ばん死しに値あたいする罪つみと認識しているはずだったから。


　そう。君は十年前、神戎として覚かく醒せいした真由に精せい気きを吸われ、死の淵ふちをさまよったことがあるのだ。そしてその影響か、十年前から先の記憶を君は失っている。


　……真由がそれらの事情を知ればどういうことになるか、想像に難かたくない。僕と涼子くんは協議の上、十年前の顚てん末まつを全力でもって秘した。『全力』とはすなわち、真由に対してだけでなく君や麗華くんにまで秘していたことも含まれる。その旨むね、承しよう服ふくしてくれとは言わないが、そういう成り行きがあったことをまずは理解してもらえるだろうか。












「…………」


　ここでいったん、文を読みふける手を休めた。


　いつのまにか身体からだ全体がひどく強こわばっている。どうやらひどい緊張状態で手紙を読み進めていたらしい。冷房が効きいてるはずなのに、背中には滝たきのような汗あせをかいていた。


「シュンゴさま、一いつ旦たんご休きゆう憩けいを挟はさまれては？」


　大きく息をついたところへギュンターがさりげなく声をかけてくるが、峻護は首を横に振る。


「いや、このまま続けます。今はとにかく時間が惜おしい状況みたいですから。ただでさえ何日も寝こけてたんだし」


「承しよう知ちいたしました。ではせめて冷たいお茶など一いつ杯ぱい」


「すいません、じゃあありがたく」


　老執事が勧すすめてくれた紅茶を恐きよう縮しゆくしつつ受け取り、一息に飲み干ほした。


　それにしても、と思う。


　あるていど覚悟はしていたことだが、こうして事実を明かされればやはりショックは隠かくしきれない。


　真由と麗華とそして峻護の三人は、十年も前に出会っていたのか。


　しかも三人が三人とも当時の記憶が定かでない、と……？


　おまけに自分は真由に殺されかけたことがある……？


（じゃあ……あの映像は十年前の？）


　時おり峻護の脳のう裏りでフラッシュバックする映像。


　それは例えば、駄だ菓が子し屋やで買ったヤキソバをほおばっている女の子の姿であり、公園のジャングルジムで大勢の子こ供どもたちを従したがえている女の子であり──


　ひどくあいまいでノイズまみれで正確性にはまったく欠かけるけど、ジャンクとしてはとうてい片付けられない温ぬくもりのある、懐なつかしい映像。


　あれは真由と麗華、ふたりの少女と共きよう有ゆうした記憶の一部なのか。


　その映像にいつも出てくる女の子は、真由と麗華のいずれかということなのか。あるいは両方のものということもありうる……？





　──もういちど大きく息をつき、ふたたび手紙に目を落とす。












　僕たちは君たち三人に、過去ではなく未来を見てもらいたかった。それが何よりの願いだった。過ぎ去った過あやまちは教訓の良薬として生かすこともできるが、時にそれは毒薬としても作用する。僕たちは良薬としての可能性よりも毒薬としての恐怖を忌いんだ。


　だがそれも、どうやらここまでのようだ。


　君たちのこと、僕たちのこと、十氏族のこと──これらはもう、僕らの手でコントロールしきれる範はん囲いを離れてしまった。


　あとはもう、人事を尽くして天てん命めいを待つしかないだろう。


　責任放ほう棄きと取ってもらってもかまわない。非を鳴らすことがあれば謹つつしんで聞く。だがそれもすべてが終わった後のことだ。まずは、預あずけさせてもらっていた君の過去をお返しするとしよう。





　さて、ここから先は十年前の顚末を、僕の知りうる限り詳しよう細さいに書き連つらねていこうと思うのだが。


　その前にひとつ、ぜひ君にやってもらいたいことがある。












（やってもらいたいこと……？）


　この状況でいったい何を？


　疑ぎ問もんに思いつつも峻護は先を読み進める。












　手紙のこの先には、僕と涼子くんが知りうる限りの事実を記してある。


　だが実のところ、その『事実』とはかなり不完全なものだ。


　なぜなら僕も涼子くんも十年前の当時は多た忙ぼうを極きわめていたゆえ、幼おさない君たち三人の保護者役を十分に果たせておらず、君たち三人の間にどのような交流があったかをほとんど知りえなかったから。それと同時に、君たち三人以外には、君たち三人の関係を証言できる者がほとんど存在しなかったからでもある。さらには当事者たる君たち三人が、記憶を忘却ないしは改かい変へんしている状態のため、そのとき何が起こっていたかを知る手立てがほとんどないに等ひとしいからでもある。


　ゆえに僕の言う『事実』の実態とは、わずかに知りうる事実を元に状況証しよう拠こと推すい測そくを重ねた末に導みちびいた、ひとつの仮説に過ぎない。


　その仮説はそれほど的まと外はずれなものではないと確信しているが──だがそれでいて何かしら肝かん心じんな、事のもっとも根こん本ぽん的てきなところには到とう達たつしていないのではないかという予感もするのだ（その予感は、君たち三人に対して情報をせき止めていた一いち因いんでもある）。





　さて、やってもらいたいこととは他でもない。


　当事者たる君自身に、十年前の記憶を完全に取り戻せるよう試こころみてもらいたいのだ。


　真実は君たちしか知りえない。


　その真実はこの場合、もつれあうあまり収しゆう拾しゆう不ふ能のうになりつつあるこの状況を、混乱の果てに暴ぼう発はつしかねないこの状況を、一いつ変ぺんさせられる可能性を秘めている。


　僕の記す『事実』は、あくまでそのためのヒントとして利用してもらえれば重ちよう畳じようなのだが……どうだろう、やってもらえるだろうか？












「────リョウコさまとミキヒコさまより」


　絶ぜつ妙みようのタイミングと言っていいだろう。


　そこまで読み進めた時、老ろう執しつ事じがさりげなく口を挟はさんだ。


「ご依い頼らいを承うけたまわっております。シュンゴさまがそれを望まれた際には、必要かつ最大限のサポートをしてはもらえないだろうか、と」


「…………というのは？」


「まずは案内すべき場所がございます。すべてはそこからでございますな」


「案内すべき場所…………」


「シュンゴさま、マユさま、レイカさまの三人にゆかりの深い場所にございます。ミキヒコさまいわく、『今もなお真実が残っているかどうかまでは定かでないが、可能な限り当時のままを維い持じしてある』とのこと」


「…………」


「むろん、シュンゴさまは拒きよ否ひなさることもできます。お好きな道をお選えらびなさいませ」


「好きな道を、ですか」


　峻護は口をつぐんだ。


　彼には予感があった。今この瞬しゆん間かんこそが、自分の人生にとって最大の分ぶん岐き点てんになるのではないか、という予感が。


「ミキヒコさまのご依頼を拒否なさるのであれば」


　峻護の考えを裏うら付づけるかのようにギュンターが言い添そえる。


「おそらくシュンゴさまの身の安全は確かく保ほできましょう。そのことは私めがヒルダお嬢じようさまより命じられたこと。この私ギュンター・ローゼンハイムは、一命に代かえてもシュンゴさまをお守りいたしましょう。ですがもし──」


　声のトーンが変わった、と感じたのは錯さつ覚かくではあるまい。


「ミキヒコさまのご依頼をお受けになるのであれば、それは私に与えられた裁さい量りよう以上のこと。私としてはシュンゴさまに対し、何らの保ほ障しようもいたしかねます」


　ギュンターの諫かん言げんは極きわめてシンプルに示しめしている。


　二ノ宮峻護がどちらの道を選べば快かい適てきに生きられるかを。


　またそれは、この経験豊富な老人が暗あん黙もくのうちに薦すすめる道でもあるはずだった。


『あなたはまだお若い。今その茨いばら道みちを歩まずとも、いずれもっとよい機会が訪おとずれましょう。経験をつみ、備そなえを万ばん端たんに整え、その上で臨のぞまれるがよろしいと存じます。おそらくはそれがあなたという個人にとって、もっとも賢けん明めいな選せん択たく肢しのはず』


　…………そんな言葉にならぬ声が、ありありと聞こえてくるようだった。





「行きます」





　が、峻護は即そく答とうした。


「連れてってください。案内すべき場所、ってところに」


「────よろしいのですか？」


「もちろん」


　ギュンターがわずかに怪け訝げんそうな顔をする。


「シュンゴさま」


「なんです？」


「ずいぶんとうれしそうでございますな」


　そう。


　物事に動じることの少ない老執事が表情を変えたのもむべなるかな。


　安楽の道ではなく苦く難なんの道を選んだというのに、峻護は満まん面めんに笑えみを浮うかべていたのだ。


　それも目じりを下げるとか頰ほおがゆるむとかいうレベルではない。眉まゆもくちびるも目一杯に吊つり上げた、まるで獲え物ものを視し野やに捉とらえた獣けものみたいに獰どう猛もうな笑みなのだった。


「……ああ、ほんとだ」


　峻護は顔をさすり、そこで初はじめて気づいたみたいに、


「ずいぶん笑ってますね、おれ」


「──あらためて確認いたしますが。ほんとうによろしいのですかな？」


「ええもちろん。むしろようやくきたか、って感じですよ」


　笑みを消し、触ふれれば切れるような鋭するどいまなざしでうなずく峻護。


「しなきゃいけないことはたくさんあるのに、やるべきことがわからなくて。なにかやろうとしても、やればやるだけマイナスになりそうで。それでイライラさせられてたところですから。願ったり叶かなったり、渡わたりに船ってやつですよ。美樹彦さんにも姉さんにも大感謝です。たとえその行動になんの意味もなくたって、おれは喜んでやったと思いますね」


「……赴おもむけば、おそらくはもう引き返せぬ道へ踏ふみ込むこととなりましょうが。それでも構かまいませんか？」


「構いません。それにどうせ、おれがいずれ向き合わなきゃいけないことだから。だったら先延のばしにするんじゃなくて、今すぐにやらないと」


　──峻護の中で、何かが変わりつつある。


　慎しん重ちようで、用心深く、石橋を叩たたいてもなお渡らない──それが広く知られるところの『二ノ宮峻護』の人物像だった。本来の彼なら大いに尻しり込ごみし、躊ちゆう躇ちよする状況のはずだったのに。


　何もかもが急きゆう激げきに、連れん鎖さ反はん応のう的に動き出し、まるで雪崩なだれのような奔ほん流りゆうに有う無むを言わさず叩き込まれ、右も左もわからない状況を強しいられて──。


　日和ひより見みを決め込んでいた少年の中の何かが、確かに目を覚ましつつあった。


「…………承しよう知ちいたしました」


　峻護の揺ゆるがぬ決意を見て取ったのか、しばしの間をおいてギュンターが深々と一礼する。頭こうべを垂たれる瞬しゆん間かん、意を得たりと言わんばかりに相そう好ごうを崩くずしたのが見えた気がした。


「それでは早さつ速そくご案内いたしたいと思うのですが」


「ええお願いします。いつでも行けます」


「ですがその前に、ひとつお詫わび申し上げねばならぬことが」


「お詫び…………？」


　首をかしげた峻護に応こたえず、老執事は部屋のドアの前に歩み寄って、


「こちらの方々がまことに粘ねばり強いお人たちにございまして。可能な限り状況を説明してお引き取り願ったのですが、どうしても首を縦たてに振ふってはいただけず、私めも最後には折れざるを得ませんでした。お許ゆるしくださいませ」


「…………？」


　さらに首をかしげる峻護にやはり応こたえず、論ろんより証しよう拠ことばかりドアを開け放った。


「うおっ!?」


　そこにいた想定外の人物たちに、峻護は思わずのけぞる。


「よう二ノ宮」


「やっと出てきやがったなこのヤロー」


　廊ろう下かの壁かべにもたれ、待ちくたびれたように生なまあくびをしていたのは。


　峻護の悪友ツートップ、吉よし田だ平へい介すけと井いの上うえ太た一いちであった。





　　　　＊





　ギュンターいわく、悪友ふたりは事のかなり初期の時点から異い変へんに気づいていたという。


「リョウコさまとミキヒコさまが、本ほん拠きよ地ちたる二ノ宮家を放ほう棄きする直前のことでございますが。ヨシダさまとイノウエさまが一度、二ノ宮家をご来らい訪ほうなさいまして」


　その時にはもう、峻護がヒルダにのされて寝ね込こみ、真由もまた失しつ踪そうしてはいたが、十氏族同士の紛ふん争そうをはじめとする騒そう乱らんの気け配はいはまだ表立ってはいない。


　峻護は修しゆ行ぎようの最中の事故で静せい養よう中、真由は所用で外出中──という、十分にありがちでまずまずもっともなシナリオもあらかじめ用意されており、吉田と井上にもその説明をして引き取ってもらおうとしたのだが、


「それを聞いたお二人はさもありなんと納なつ得とくされた様子で、しばし峻護さまへの言こと伝づてなどを依頼されておりましたが、まもなく辞じ去きよされるという頃になって突然こう申されたのでございます。『何か揉もめ事ごとがあるなら俺おれたちを頼ってほしい。それ相そう応おうの仕事はこなせるはずだから』と」


「そりゃま、何かあるだろうなってのはミエミエだったしな」


　吉田があとを続けて得意げに、


「修学旅行の京都でも大騒そう動どうだったし、そのあとはあの金きん髪ぱつのお姫ひめさまもやってくるし。その矢先に二ノ宮も真由ちゃんも学校に来なくなったとなりゃあ……二ノ宮の周まわりの雲行きがマジで怪あやしくなってるってのは、一足す一が二になるくらい明らかだろうさ」


「おまけにそのあとすぐ、二ノ宮の家はもぬけの殻からになっちまっただろ？」


　と、今度は井上が割り込んでくる。


「でもって二ノ宮も月村さんもしばらく休学するらしいって話になって。おまけにそのあたりからは生徒会長の北条先せん輩ぱいまで学校に来なくなった。こりゃいよいよビンゴだってことになって、吉田と俺がちょっくら動いてみたってわけよ」


「…………と、お二人は簡単に申されますが」


　話し手はふたたびギュンターに戻り、


「シュンゴさまを収しゆう容ようするために用意しているのは、仮かりにも隠かくれ家がの類たぐいにございます。確かに昨日はならず者どもに発見はされましたが、それでも素人しろうとの方々がそうやすやすと見つけ出せるものでは──」


「なあに、それもすべて愛の為なせる業わざですよ、愛の。二ノ宮峻護という親友に対する愛情が、俺たちをここへ導みちびいたって寸すん法ぽうです。なあ井上？」


「おうよ。友情に厚あつく、義ぎ理りにもろい。ひとたび親友にピンチが訪れれば、はちきれんばかりの友情パワーでそいつをヘルプしにいく……それがご存知、井上太一と吉田平介のコンビってわけだ。というわけで、俺たちの友愛に少しでも恩おんを感じたなら女の子紹しよう介かいしてくれ。俺と吉田にひとりずつ、それが無理ならふたりでひとりでもいい」


「…………愛やら情やらを語るにしては、いかにも俗ぞくっぽい要求だな？」


「ともあれお二人はシュンゴさまのご学友でもあられますゆえ。可能な限りそのご意い向こうに添そえるよう、配はい慮りよいたしました次し第だいでございます」





　────いやはや、と思う。


　揉もめごとも面めん倒どうごともわんさか待ち構かまえていると分かりきっているのに、わざわざ火中の栗くりを拾ひろいにくるとは。


　十分に承知しているつもりではあったがこの悪友ふたり、峻護が考えていた以上のお祭まつり好き、喧けん嘩か好きであるらしい。


「なあに、リスクを冒す価か値ちはあるってもんさ」と吉田が言う。「何しろかわいい女の子を紹介してもらえるんだ。むしろ進んでリスクを冒していくのが男ってもんだろ？」




[image: ]


「というか紹介するのはもう確かく定てい事じ項こうなのか？」


「ケチくさいこと言うんじゃねーよ」と井上が言う。「親友ふたりが命いのち張はろうってんだ、そのくらいのご褒ほう美びはあっていーだろ？　かわいくてやさしくて美人でスタイルもよくて家いえ柄がらも抜ばつ群ぐんで逆ぎやく玉たまを狙ねらえる子をよろしく頼むぜ」


「おい。いつの間にかハードルが上がってるぞ」


　都心の喧けん騒そうから離れ、郊こう外がいへと向かう電車の中である。


　同行者兼案内者は吉田と井上のふたり。


　ギュンターは今回随ずい行こうしていない。峻護がヒルダおよびギュンターの庇ひ護ご下かにあることは知れ渡っているはずゆえ、いっしょに動くのは差さし障さわりがある──というのが老執事の弁べんである。この国において西洋人であるギュンターの姿は目立つ、という理由もある。


（ったく、相変わらず調子のいいやつらだ……）


　電車に揺ゆられつつ、悪友ふたりを交こう互ごに見やる。


　護ご衛えい役やくを買って出る気満々らしい吉田と井上は、さりげなく峻護の両側を挟はさむような形で陣じん取どっている。その挙きよ措そといい振ふる舞まいといい、なかなか手て馴なれた、素人しろうとらしからぬ自然さだった。この友人ふたりは時おり、峻護の意表を思わぬ形で突いてくることがあるが、今回もその一例に含ふくまれるようだ。


（とはいえ正直助かったかな。こいつらが来てくれて）


　木を隠かくすなら森の中、というほどではないが、同年代の少年ふたりがいてくれるおかげで、峻護はより自然に周囲に溶とけ込こむことができる。峻護ひとりであればおそらく三人でいるよりも目立ったろうし、ひとりでいることによって変な緊きん張ちようを強しいられ、それが違い和わ感かんとなって敵てきの張り巡めぐらした網あみに掛かかる可能性も否定はできない。また吉田と井上がほとんどノーマークであろうことも、当然有利に働くだろう。


　それより何より、吉田と井上という『日常』がそばにいてくれるおかげで随ずい分ぶんと気が楽になった。怒ど濤とうのごとき状況の変化に取り残されないようしがみついているのは、自覚している以上にストレスの掛かるものらしい──峻護は今、そのことを痛つう感かんしている。


「ところで、吉田も井上も学校はいいのか？」


「おう。サボったから問題ない」


「問題あるだろう。サボりはよくない」


「アホ言え、世の中には優ゆう先せん順位ってもんがあるだろ？　つまらん授じゆ業ぎようを居い眠ねむりしながら聞くことが、どれほど高い優先順位を持ってるってんだ？　そいつは苦く境きようにある親友を見捨ててまでやらなきゃいけないことか？」


「とか言って、サボるための口実なんじゃないだろうな」


「そういう鋭するどさは女関係においてもっと発はつ揮きするべきだな、二ノ宮」


　たわいのないやり取りをしつつ、しばし電車に揺られた先で降りたのは、とある下町の駅である。


　峻護が初めて降りる駅、初めて訪おとずれる町だった。


（…………初めて、だよな？）


　立ち止まる。


　あたりを見回す。


　煤すすと埃ほこりにくすんだ町。


　鉄てつ筋きんとコンクリートではなく、古い木のにおいの未いまだ染しみ付く町。


　テレビか何かで見たデジャヴだろうか？


　だが、確かに峻護はそれに触ふれた気がする。


　真冬の最中に春の芽め吹ぶきをわずかに感じるがごとく──なにか、ひどく懐なつかしいものに。


「ほれ、こっちだ二ノ宮」


「ボーっとしてんなよ」


　先を進んでいた友人たちに促うながされ、あわててあとを追う。


（…………やっぱ気のせいじゃない、よな）


　一歩先へ進むほどに既き視し感かんは強くなっていく。





　狭せまい路地。


　植うえ木き鉢ばちの並ならんだ軒のき先さき。


　ところどころが傾かたむいた瓦かわら屋や根ね。


　はしゃぎ声をあげて走り回る子供たち。


　井戸水で冷やされているトマトとスイカ。





　夏の日差しに焦こがされたそれらの情じよう景けいを網もう膜まくが捉とらえるたび、もはや気のせいとか思い過ごしとかで片付けるにはあまりにありありと、ささやきの声は大きくなっていくのだ。





　微び風ふうに揺れる洗せん濯たく物。


　排はいガスをまいて走る古い車。


　日ひ陰かげで丸まっているやせた三み毛け猫ねこ。


　ラジオを聴ききながら将しよう棋ぎを指す老人たち。


　台所から流れてくる、みりんとしょうゆを煮に込こむ匂におい。





「────ここだな」


　やがて三人はとある一画で足を止めた。


　時代に取り残されたかのようなその町に建つ、その町にふさわしい建築物──年代ものの木もく造ぞうアパートが、風雨に朽くちかけたみすぼらしい姿すがたをさらしている。


「あの執しつ事じのおっさんから受けた依頼は、二ノ宮をここへ連れてくることだったんだが……さて、なんか心当たりはあるか？」


「俺らには意味がさっぱりわかんねーけどな。おまえならなんかわかるんじゃねえの？」


「ああ……いや、ちょっと待ってくれ」


　眉み間けんをもみほぐし、かぶりを振ふりながら、


「何かわかりそうな気がするんだけど、ちょっと一気に大量の情報が入ってきてパンクしそうというか……」


「ふむ……じゃ、とりあえず休きゆう憩けいいれようぜ？　暑い中歩いてきたし、それにまだ本調子じゃないんだろうしな。ちょっと飲み物買ってくるからあと頼んだぞ井上」


「おう任せとけ。ほれ、ちょっとそこの日陰に座すわっとけ」


　井上に促うながされるまま、峻護は手近なブロック塀べいに背を預あずける。


「大だい丈じよう夫ぶか二ノ宮？」


「ああすまない。ちょっと休めば大丈夫だと思う」


　礼れいを言い、汗あせを拭ふきながら天を仰あおいだ。


　フラッシュでも焚たいたように明るい陽光にさらされて、染そめたみたいに青い空と白い入にゆう道どう雲ぐもが、鮮あざやかにコントラストを描いている。


　深呼吸をひとつ、ふたつ。


　まぶたを閉とじ、乱みだれかけた心を整えなおしていく。


　──おぼろげだったものが、ゆっくりと確信に近づいてきた。


　懐ふところから封ふう筒とうを取り出す。


　美樹彦から受け取ったあの手紙だ。












　二ノ宮家の当主夫ふ妻さい、つまりは君のご両親たちのことだが、おふたりは君も知ってのとおりひどく型かた破やぶりな人たちでね。特に放ほう任にん主義に対する敬けい虔けんさにおいては他に類を見ない人たちで──君はもちろん、涼子くんもその主義の下もとに育ったのは知ってのとおりだ。


　だが涼子くんは、ご両親の信しん奉ぽうする主義にはかなり懐かい疑ぎ的だったらしい。単に反抗期にさしかかっていたことも無関係ではなかったろうが、ともかく君の保護者役を引き受けざるを得なかった彼女は、ご両親とはまた別のやり方で弟に教育を施ほどこそうとしたようだ。


　そしてまた君も承知のとおり、涼子くんはああいう性格で──君を教育する方ほう針しんを、獅し子しが採用するところのそれと同じものにした。つまりは愛のムチ、だな。わが子を千せん尋じんの谷に突き落とすタイプの。


　その結果が時代に取り残された町──幼いころの君がひとりで暮らしていた町というわけだ。


　子供の頃の君が放り込まれたその下町は、人情味があると同時に人間の臭くさみがひどく濃こく、言い換かえれば猥わい雑ざつで荒あらっぽい風ふう俗ぞくの残る町でもある。年とし端はも行かない少年が保護者たる姉のサポートもほとんどなしでひとり暮らしをするのに向いた場所かどうかは、さして考えなくとも結論は出るだろう。


　スパルタの極きよく致ちともいうべきその教育方針をもし教育委員会のお歴々が知ればどんな顔をするか、また涼子くんの採とったその方針が形を変えた放任主義にあたるのではないかというもっともな疑問については、姉し弟ていの間で一度ゆっくり話し合ってみてほしい。その結論には僕も興味がある。


　ともあれ重ねて記すが、これだけは疑いようのない事実だ。


　幼い頃の君は、ひとりでその町に暮らしていた。












「ふうん。なるほどねえ」


「ここが二ノ宮の故こ郷きようってわけか」


　いつの間にかジュースの缶かんを抱えて戻ってきた吉田と、ダウンした峻護に手で風を送っていた井上が、手元を覗のぞき込んでしきりに感心している。


「おいおまえら。勝手に覗くな」


「いいじゃねえかケチくせえ。俺らもロハでここまで付き合ってんだ、そのくらいの役得はあっていいだろが」


「で、調子はどうだ二ノ宮？　少しはマシになったか？　ほれ、お茶でも飲んどけ」


「ああすまない。ありがとう」


　礼を言って受け取り、冷えたお茶を一気に飲み干ほす。


　そばを流れる側そつ溝こうからツンと臭におってくるのは、ネズミか何かが腐くさり落ちる際に放はなつものだろうか。


　塀へいの向こう側からはヒステリックな赤ん坊ぼうの泣き声と、それに負けず劣おとらずヒステリックな母親の金切り声。


　向かいのあばら家からは、年配の夫婦が真っ昼間から口げんかしているのが聞こえてくる。そのうち言葉のやりとりだけでは済すまなくなったらしく、皿さらやらガラスやらの割われる音がけたたましく響き始めた。


「…………しかしまあ、シケた町ではあるなあ」


　井上がコーラをちびちび舐なめながら無ぶ遠えん慮りよに漏もらす。


「いやでも、ある意味では暮らしやすいのか。トラブルは多いだろうけど、それと同じくらい人間同士が助け合っていかなきゃ、こういう場所では誰だれも生きていけねーだろうし。っつーかこういう場所じゃなきゃ、そもそもガキのひとり暮らしなんか受け入れてもらえねーか」


　無遠慮ではあるが、実際そのとおりだろう。下町というのはむしろ好意的な表現で、その実態は貧ス民ラ窟ムに近い。


　それにしても、と峻護は思う。


　幼おさない頃の自分は、ほんとうにこんな場所で暮らしていたのか。


　よくぞそんな芸げい当とうができたものだと思うが、彼を構こう成せいする細さい胞ぼうのひとつひとつからこんな声が漏もれ聞こえてくるのも確かだ──このにおいに、この肌はだ触ざわりに、覚えがあると。


「どうだ二ノ宮。そろそろ動けそうか？」と吉田。


「ああ動ける。大丈夫だ」


「じゃあ中、入ってみるか」


「中？」


「そこのおんぼろアパート。中に入れるらしいぜ？」


　古ぼけたキーホルダーを指で回しながら吉田が言う。





「うへえ、こりゃひでーな」


　軋きしみをあげる扉とびらを開けたとたん、井上が無遠慮な一声を放はなった。


「見ろよこのホコリの分ぶ厚あつさ、二センチぐらいはありそうじゃん。どうやったらこんなに積もるんだよ」


「いやまったくだな」と吉田も同意。「一いつ瞬しゆん雪でも積もってんのかと思っちまった。桜島の火か山ざん灰ばいでもこうはならないだろう」


「というか、そこらじゅうの板いた壁かべが虫食いだらけの穴あなだらけになってんぞ。あそこの柱なんかシロアリにやられてリンゴの食いカスみたいになってるし……こりゃ建ってるだけでも奇き跡せきだな」


「もはや薪まきにする以外の価か値ちはないな、このアパート。火をつけても五分ぐらいで燃もえるものがなくなりそうなくらい薄うすっぺらいが」


　散さん々ざんな言われようだが、無遠慮であることをのぞけば悪友ふたりの評ひよう価かはまったくもって正当だった。


　完かん膚ぷなきまでの廃はい墟きよ。


　それ以外にこの建築物を表現する言葉はないだろう。


　ドアにはカギが掛かかっていたわけだし、一いち応おうは管理されているのだろうが、むろん人の気け配はいはない。住居としての価値を失ってからずいぶんな年月が経たつと思われた。


「んーと、部屋の番号は……かろうじて読めるな。よしこっちだ」


　ホコリに顔をしかめつつ前を行く井上のあとをついていくと、廊ろう下かの一番つきあたりの部屋に行き当たった。


「ここらしいぜ？　二ノ宮が住んでた部屋ってのはよ」


　井上があごをしゃくる。入ってみろよ、ということだろう。


　ドアに手を掛ける。


　手のひらが汗ばんでいるのに気づく。落ち着いているつもりでも、やはりどこからか緊張感が湧わいてくるらしい。


　ドアを、開けた。


　その瞬間だった。


「────!?」


　ドアの向こうに小さな人ひと影かげ。


　そいつが胸むな元もとめがけてふわりと飛び込んでくる。


　想定外の事態。油ゆ断だんしきっていたゆえとっさのことに対応できない。


　なす術すべもないまま、その人影は無む防ぼう備びな峻護のふところへ──


「どうした二ノ宮？」


「…………え？」


　怪け訝げんそうな吉田の声にハッと我われに返る。


　見れば、峻護の間ま合あいに滑すべり込んできたはずの人影はどこにもいない。


　幻まぼろし────か？


「だいじょうぶか二ノ宮？」


「また気分でも悪くなったか？」


「ああいや……なんでも、ない。だいじょうぶだ」


　心配してくれる友人たちに頷うなずきつつ、先ほど見た『何か』の映像を反はん芻すうする。


　先ほどはいきなりのことゆえ動転したが、こうして落ち着いてみるとよくわかる。


　幽ゆう霊れいとかそういった類たぐいのモノかとも疑ったが、そうではない。かといって実体のある現実とも異ことなる。


　フラッシュバック──その、極きよく端たんに明めい確かくなやつか。


（見えたのは子供……だったよな？）


　子供。それも女の子だったように思う。


　十年前に自分が住んでいたという部屋にやってきた途と端たん、少女の姿すがたがフラッシュバックした。とすれば、考えられる候こう補ほはそう多くない。


（どっち、だ？）


　目の裏に焼きついた姿を再現しようと試こころみる。


　だが確かにそこにいて目にしたはずなのに、その小さな姿はおぼろげに霞かすんで像ぞうを結ばない。今はあきらめるしかなかった。


　そのかわりこれで確信を持てた。まだ心のどこかで半はん信しん半はん疑ぎだったこと──幼い頃の自分がここに住んでいたという話。こうなれば嫌でも信じざるを得ない。


「さて。どうするんだ二ノ宮？」


「部屋の中、入るか？」


「ああ。そうしてみる」


　吉田と井上の声に後押しされるようにして、峻護は部屋に踏ふみ入った。


　内部は廊下に負けず劣おとらずの荒こう廃はいぶりだった。どこかしらの隙すき間まを縫ぬって入り込んできたホコリが所ところ構かまわず堆たい積せきし、まるで初はつ冠かん雪せつした平原のような様よう相そうを呈ていしている。


　座ざ布ぶ団とん、ちゃぶ台、簞たん笥す、といった家具類が、無言のまま打ち棄すてられていた。


「まるで夜よ逃にげした後だな」と吉田が言った。「ある日突然誰もいなくなった、って感じがするぜ。でもって住人がいなくなったまま誰の手にも触ふれられず、そのまま十年経った、みたいな」


　同感だった。長い年月にさらされてもなお、この部屋からは当時の生活のにおいが嗅かぎとれる気がする。おそらくは何の前まえ触ぶれもなくこの部屋は主あるじを失ったのだろう。


　美樹彦の手紙を思い出す。『可能な限り現げん状じようを維い持じしてある』という意味のことが書かれていた。あの青年のことだ、文字どおりの処しよ置ちを施ほどこしたにちがいない。その気になれば人を入れて清せい掃そうなりなんなりできたものを、あえてそうしなかったのだろう。徹てつ頭とう徹てつ尾び、『現状』を『維持』したのだ。


　もっともこのアパートの様子を見る限り、美樹彦の予想を超こえる速度で腐ふ食しよくの度合いが進行していたようだが。


「食器とか、小さいサイズのが多いな」


　台所を覗のぞき見ていた井上がふむ、と頷いて、


「柄がらの趣しゆ味みとかデザインも妙みように子供っぽいぜ。逆に、良くも悪くも老ふけた感じのモンはあんまりないな」


「…………」


　峻護は無言のうちに、部屋の真ん中でかがみ込んだ。


　ホコリをかぶったちゃぶ台は、ホコリをかぶっていてもなお骨こつ董とうものの品だとわかる。


　座布団は日焼けで色落ち、ところどころ繕つくろった跡あとも見受けられた。


　茶ちや碗わんも皿も、欠けやヒビの入っていないものはひとつもない。


　当時の自分はこのあばら家で、質しつ素そと呼ぶのもためらわれる赤せき貧ひん生活を送っていたのだろう。これも涼子流のスパルタ教育の一いつ環かんだったのか──。


　と、その時。


「ん？　これは……」


　畳たたみの上に置かれている一冊の書しよ籍せきに気づいた。


　手に取り上げてホコリを払う。


　立りつ派ぱな装そう丁ていの施された、分厚い本だった。十年の時を放置されていた、という以上に古めかしい、外国語で書かれた本。


　タイトルは……ちょっと峻護には読めなかった。英語ではない。おそらくはドイツ語あたりか……？


「あ────」


　刹せつ那な。


　またあれがきた。フラッシュバック。それもさっきのよりずっと強きよう烈れつな。


「二ノ宮？　おいだいじょうぶか？」


「またか……ほんと多いな今日は。おいしっかりしろ二ノ宮──」


　目まいを覚え、強くまぶたを閉じた。


　眉み間けんに汗あせがにじみ出る。友人たちの声が水の中で聞くように遠い。


　だがそれでいて、峻護は確かに『何か』を摑つかんだ気がした。これまで何度も摑もうとして叶かなわなかった、記憶の奥おく底そこで浮ふ遊ゆうする何かを。


　彼の意識は目まぐるしい速度で過去を遡そ行こうし始める……。





　　　　×　　×　　×





　────初夏の、ある一日だった。


「やあ、初めまして峻しゆん護ごくん」


　姉が連れてきた男はそう言ってにこやかに笑い、大きな手を差し出してきた。


「僕は月つき村むら美み樹き彦ひこという。よろしく」


「初めまして」峻護もまたその好青年へにこやかな笑え顔がおを返し、右手を差し出した。「二ノ宮峻護です。こちらこそよろしくお願いします」


　そして姉が連れてきた男もまた、ひとりの人物を連れていた。


「ええと、そっちの子は……？」


　美樹彦の背せ中なかに隠かくれるようにしてこちらを見ていたのは、峻護と同じくらいの年ねん齢れいと思われる少女。初めて連れてこられた場所に戸と惑まどっているようで、おんぼろアパートと峻護を交こう互ごに、恐おそる恐る眺ながめている。


　白いシンプルなワンピースに身を包み、大きなトランクを引いている。ざっくりと短くしたショートカットがよく似に合あっていた。


「ほら真ま由ゆ」美樹彦がその子の肩に手をかけて、「恥はずかしがってないで、ちゃんとあいさつしないといけないよ？」


「は、はいっ……あの、初めまして！」


　その少女はあわてて前に出ると、緊張もあらわに上ずった声で、


「月村真由です、よろしくお願いします！」


　ぺこりとお辞じ儀ぎし、また急いで美樹彦の背中に隠れてしまう。


　峻護は、その少女にとても好感を持った。初うい々ういしい感じがひどくかわいくて、少年の庇ひ護ご欲よくを大いにそそる感じだった。


　真由と名乗った少女は、隠れた背中からチラリチラリとこちらを盗ぬすみ見してくる。初めて会う男の子がどんな子なのか気になって仕方なくて、だけど勇気がなくて近づけない、といった様子だった。峻護がぱあっと弾はじけるように笑いかけると、少女はあわてて姿を隠してしまうのだった。


「うん。僕の妹と君の弟くんとの第一次遭そう遇ぐうは、まずまず悪くない形で行われたようだ」


　美樹彦が満足げにうなずいた。


「そうは思わないかね涼子くん？」


「同感よ」と姉も機き嫌げんよくうなずいて、「この分なら心配なさそうね。まあ初めから心配してなかったけど」


「君の自じ慢まんの弟だからな」


「まあね。──さて峻護」


「うん、なに姉さん？」


「こちらの月村真由ちゃん」姉は真由の背はい後ごに回り、両肩にやさしく手を置いて、「今日からこの部屋で暮らすことになるわ」


「今日からこの部屋で？」


「そうよ」


「僕といっしょに？」


「そうよ。峻護、あんたがこの子の面めん倒どうを見てあげなさい。できるわね？」


　言われて少し考えた。でも、それはほんとうにわずかな間だった。


「うんわかった。僕がこの子のめんどうを見るね」


　峻護が笑顔で請うけ合うと、美樹彦がやや心配げに、


「いいのかい峻護くん？　お願いする立場の僕が言うのも変だが、ひと一人を預あずかるというのは大変なことだろう。いや、もちろんウチの真由はどこへ出しても恥ずかしくない子だし、君に迷めい惑わくをかけたり足を引っ張ったりすることはないと思う。それに涼子くんが太たい鼓こ判ばんを押す君のことも信頼しているが──」


「はいだいじょうぶです。任まかせてください。……とはいっても」


　峻護は自みずからの住まいを手で示しめして苦く笑しようし、


「こんなボロ家ですから、ちゃんとおもてなしすることはできませんけど」


「その点は心配いらないよ。実をいえば涼子くんの教育方ほう針しんというものに僕は興きよう味みがあってね」


「教育方針？」


「財ざい政せい的に苦しいわけでもないのに『こんなボロ家』に君が住んでいる理由だよ」


「ちょっと美樹彦」涼子が眉まゆをひそめて、「そういうことを当人の前で言わないでくれる？　そういう情報は甘あまえにつながるし、甘えは成長の敵てきになるんだから」


「おっとこれは失しつ敬けい。ともかく僕は、峻護くんがこんな環境でも立りつ派ぱにやっていると聞いて感心してね。妹にもそれをやらせてみようと思ったんだ。もっとも僕の妹は、そんな教育など施ほどこさずとも十分によくできた子だけどね」


「ほんと妹バカねえ、あんたって」


「真性弟バカの君に言われたくはないところだが、まあ聞き流そう。……さて、それでは僕と妹は荷物の運び入れをするとしようか。とはいえなにぶん四よ畳じよう半はんのアパートだ、持ってこれるようなものはほとんどないんだけどね。さ、行こうか真由？」


「はい、兄さん！」


　兄きよう妹だいが仲むつまじげに移い住じゆうの用意を整え始め、峻護がそれを手伝おうとしたところで、


「峻護」


　姉にちょいちょいと手て招まねきされた。


「なに姉さん？」


「今のうちに話しとくけど」


「あの子をここであずかることになった理由？」


「そう」


　姉の話すところによればあの月村兄妹、つい先日両親を事じ故こで亡なくしたばかりらしい。


　とはいえ、美樹彦は独ひとり立ちできる年齢だしその能力もあるから、さしあたり財政的な問題はない。ただし兄妹はふたりきりで頼れる親しん戚せきもなく、また大だい黒こく柱ばしらたる美樹彦は今後きわめて多た忙ぼうになることが予想されるのだという。


「まあ真由ちゃんもあんたといっしょで、十分ひとりでやってける能力はあるみたいだけど、事情が事情ってこともあるし。美樹彦の仕事も後こう顧この憂うれいを残したままじゃやりにくいだろう──ってことで、こういうことになったわけ」


「うん、わかった」


「パッと見は全然そういうのを感じさせないけど、真由ちゃんはご両親を亡くされた上に兄貴とも離れ離れになるんだから、たぶん内心は不安でいっぱいだと思うわ。そのあたりちゃんと踏ふまえてケアしてあげるのよ？」


「うん、わかってる」


　姉は峻護の返答にうなずくと、盛せい大だいなため息をついて、


「しかしまあ、これで美樹彦もわたしと同じ立場か。あいつは自動的に月村家の当主。ウチは父さんも母さんもまともに帰ってきやしないし、二ノ宮家の代表はわたしってことに自然となっちゃってるから。お互たがい何かとこれから面めん倒どうなことが多くなりそうね……」


「僕に手伝えることはある？」


「わたしを心配させないことくらいかしらね」


「わかった。僕のことは心配いらないからがんばってね、姉さん」


「…………ま、そうさせてもらうわ」


　姉はそう言って軽く笑った。


　そうして何秒か迷まようそぶりをした後、峻護の頭をぐしゃぐしゃとなでるのだった。





　新しい同居人の引ひつ越こし作業は、ほんとうにごく短時間で済すんだ。


　あわただしく帰っていくふたりの大人を見送ると、狭せまいはずの四畳半がひどく広くなった気がした。


（さてどうしようかな）


　ふむ、と峻護は考えた。


　月村真由と仲良くなるにはどうしたらいいか。


（かなり人見知りな感じだから、ソフトにていねいに近づかないとだめだよね）


　ふと笑みがこぼれる。つい先日までいっしょに暮らしていた女の子のことを思い出したのだ。


　お嬢じようさまで箱はこ入いり育ちでなんにも物を知らなくて。でも努力家で物覚えもよくてとても誇ほこり高かった、すばらしく魅み力りよく的な女の子。


（ま、『あの子』よりはぜんぜんすぐに仲良くしてくれるかな？）


　そう、まずは歓かん迎げいのためのごちそうでも作るのがいいだろう。おいしいものを食べながらのほうが早く打ち解とけられると思うし、家族と離れ離れになった彼女の傷しよう心しんを癒いやす手助けにもなるに違いない。そして安い食材から値段以上の美び味みを引き出す術すべを、峻護はこの歳としにしていくつも心得ている。


「ねえ君」


　振り返り、うきうきした表情と声で、


「さっそくだけど、今日のごはんは何にする？　君の食べたいものを用意するけど、好きな食べ物とかは──」


「どうぞおかまいなく」


　と、真由は言った。


　畳たたみの上にちょこんと正せい座ざして、いつのまにか荷物から取り出したらしき分厚い本を読みながら。


「まだお腹なかはすいていませんから。あたしは小食なほうですし、朝食さえ食べればそれで十分です」


「あー…………うん。そう？」


　面めん食くらった。そこにいた月村真由は、さっきまで峻護が見ていた彼女とはまったく別の人間に見えたので。


「それとこの機会にお伝えしておきますが」


　ページをめくりながら少女はつづける。


「あたしの食事を用意する必要は特にありません。あたしは必要なときに必要なだけの食事を自分で用意することができますので」


「あ……うん」


「その他入にゆう浴よく、清せい掃そう、買出し、といった家事の一いつ切さいを、あたしはあたしの裁さい量りようでまかなうことができます。またこの部屋の主あるじであるあなたにはできるだけ迷めい惑わくをかけないよう最さい善ぜんの努力をしますし、まして足を引っ張るような真ま似ねは決してしません。どうぞ安心してください」


「う、うん。じゃ、そうするね」


「それでは今日からしばらく、こちらでご厄やつ介かいになります。よろしくお願いします」


「よ、よろしく」


　ぺこりと人形みたいにお辞じ儀ぎしてくるのへ、峻護もぎこちなく頭を下げると、少女はまた本に目を落とした。よく見るとそれは日本語で書かれた本ではなく、峻護が少しばかりかじっている英語の本でもなかった。記憶をあれこれさぐった結果、どうやらそれはドイツ語ではないかという結論に至いたり、峻護をいよいよ驚おどろかせた。


「ええと…………」


「…………」


　それでもどうにか話を続けようとして話題を探したのだが、真由の様子からはコミュニケーションを謝しや絶ぜつする意い思しが読み取れた。『あたしのことは放ほうっておいて、あなたはあなたのするべきことをなさってはどうです？』とでもいうような。


　それはひどく冷れい静せいで落ち着いた佇たたずまいだった。声にも表情にも瞳ひとみにも、やたらと老成した感じの知性が宿やどっていて、しかしそれは他者との親和性がお世せ辞じにも高くない、孤こ高こうなものに思われるのだ。




[image: ]


　峻護は面食らったまま、しかし他にすることもなく、いそいそと食事の準備に取り掛かることにした。


　あんなこと言われたけど、ふたりぶん作っておけば食べてくれるだろうか。それともあの調子だと食材を無む駄だにするだけになってしまうかも、などと考えながら。





　これが初めての出会いだった。


　二ノ宮峻護と月村真由。


　まだともに六歳の時のことである。





　　　　×　　×　　×





「おい二ノ宮！」


「しっかりしろ二ノ宮！」


　気がつくと、肩を激はげしく揺ゆさぶられていた。


「あ……ああ。吉田に井上か」


　友人ふたりの名をぼんやり口にしてからすぐに後こう悔かいし、


「いやすまない。ちょっと急にいろいろと思い出したから……いや、でも大だい丈じよう夫ぶ。ちょっと目まいがした程てい度どだし」


「そうか？　まあお前がそう言うんなら平気なんだろうが……」


「でも無理はすんなよ？　キツくなったらいったん休め」


「ああ、そうするよ。ありがとうふたりとも」


　労いたわってくれる友人ふたりに礼を言いつつ、額ひたいから滴したたってくる汗をぬぐった。怒ど濤とうのように流れ込むフラッシュバックに脳のうみそがパンクしそうだ。


　渡されたペットボトルの中身を一気に飲み干して、ようやく一ひと息いきつく。大量の記憶があとからあとから浮うかび上がり、記憶がまた次の記憶の呼び水になり、ただ思い出すだけではとても整理がつかない。


（にしても、姉さんと美樹彦さんの判断は正しかったんだろうな、やっぱり）


　そう納なつ得とくせざるを得ない峻護である。彼が忘ぼう却きやくの彼方かなたに埋うずめていたものを、長いあいだそっとしておいたことについて、だ。


　あのふたりは怖おそれざるを得なかったのだろう──十年前の過去が明るみに出た時にいったい何が起こるかを。


　もしこの記憶をもっと前に見ていたら、峻護にはまったく別の未来が待っていたに違いない。おまけにそれは正負どちらに転ころぶかまったく予測がつかないといっていい。今この危き急きゆうの事態だったからこそ、涼子と美樹彦は情報を公開し──いや、公開せざるを得なかったというほうが正しいか──峻護もまたある程度の覚かく悟ごと心の準備を持てたのだ。そもそもにおいてしばらく前の自分では、情報を公開されたところで信じることができたかどうか。


（…………まずは、思い出せるだけのことを思い出してみるか。記憶の検けん証しようとか吟ぎん味みはそれからだな）


　呼吸を整え、峻護は目を閉じた。


　追つい憶おくの筋すじ道みちがつながっているうちに、摑つかんだ過去をうっかり手放さないうちに、なるべく多くの記憶を、情報を、刈かり取っておきたい。


　そうして峻護の意識はふたたび十年もの時を跳ちよう躍やくする──。





　　　　×　　×　　×





　恥はずかしがりやで人見知りな女の子と、隠いん遁とんした賢けん者じやのような知性を湛たたえる女の子。


　両りよう極きよく端たんな性格を示しめして峻護を戸と惑まどわせた月村真由だったが、後者のほうが地のキャラクターであるらしいことがすぐにわかった。当の真由自身がそれを教えてくれたからである。


「面めん食くらわせてしまったことについては申もうし訳わけありませんが」


　と彼女は言った。


「変に隠かくしたりごまかしたりするよりむしろ、なるべく早い段階で明かしておいたほうがお互たがいにとって有利だろうと判断しました」


「ということは、君の恥ずかしがりやで人見知りな性格は自分で作ってるってこと？」


「そのとおりです」


　本のページをめくる手を止めないまま、新しい同居人は肯こう定ていした。


「無口で無ぶ愛あい想そうで無表情、それがあたしの素すの性格です。退たい屈くつをさせるかもしれませんし神経を逆さかなですることもあるかもしれませんが、どうぞご容よう赦しやのほどを」


「ええと、それはつまり」


　峻護は言葉を選びながら、


「お兄さんがいる前では、恥ずかしがりやで人見知りな性格でいるのかな？」


「そうです。そちらのほうが兄にとっては『可愛かわいい妹』のようですから。あたしは兄の前では可能な限り、兄にとって受けのいい外そと面づらを整えることにしています」


　峻護がわざわざよけて通った言葉をズバリ使いつつ、真由は身も蓋ふたもないことを言った。


「君のその……」なおも言葉を選びつつ、「なんというかな、変わり身？　のことは、お兄さんは知ってるの？」


「おそらく知っているでしょう。兄といる時はあちらの性格ですが、それ以外ではいつもこちらの性格なので」


「そうかあ。バレてるかあ」


「別に隠すつもりもないのです」真由はあくまで淡たん々たんと、「ただ、できるだけ兄を喜ばせたくて。それも恒こう久きゆう的に喜んでもらう必要はないんです。兄の見ているあたしが常に、兄にとって理想的なあたしでさえあれば」


「それはそうかもしれないけど……それにしても君、何でもかんでもズバリ言うなあ」


「性格上の問題です、ごめんなさい。相手を不ふ快かいにさせやすいという自覚はありますので、できればあたしとはあまり会話をしないことをお勧すすめしたいのですが……でもこれからいっしょに暮らすわけですから、そうもいかないですよね。ごめんなさい」


　その言い方もまた身も蓋もないものだったが、峻護は黙だまっておいた。


「誤ご解かいはされたくないのですが」


　と、真由は本から顔を上げて言った。風のない、秋の日の湖こ面めんのように静かな瞳ひとみで、


「あたしは兄のことがとても好きです。兄があたしを好きでいてくれるのと同じくらいに」


「うーん、そうかあ。そうだよね」


　ふつうに聞いたらちょっと信じられないセリフである。だが彼女の言っていることがどうやらまったくの本心らしいことが、峻護には次第にわかるようになってきた。


「兄は、あたしのことをとても心配しています」


　ふたたび本に目を落としながら真由は言う。


「この歳としで両親を亡なくしたあたしを、兄はその多た忙ぼうさゆえ満足に世話することができません。兄は外を出歩くことが多くてあまり家には寄り付かなかったし、あたしとはいつも疎そ遠えん気ぎ味みで……そのことにも責任を感じているのでしょう。でもあたしはもう、両親の死から十分に立ち直りました。だからあたしのことは気にせず、兄にはもっと伸のび伸びと人生を送ってほしいのですが……」


　と、そこまで言って不意に口を閉ざし、ややあって小さな声で、


「すいません。長話が過ぎたようです。沈ちん黙もくします」


「ううん、ぜんぜん」峻護はニッコリ笑って、「むしろもっと話を聞きたいくらいだよ？　ほら話して話して」


「…………」


　が、そこから先は何度促うながしても真由は顔をあげてくれなかった。しゃべりすぎたことを後こう悔かいしているようで、峻護は引き下がるしかなかった。





　翌日以降の峻護が自分に課かした仕事は、新しい同どう居きよ人にんのことをなるべく多く知るよう努力することだった。真由の面倒を見るのは姉と美樹彦からの頼まれごとであり、胸を張って引き受けたことだ。これは万ばん難なんを排はいして遂すい行こうされねばならない。そのためにはまず、真由のことをとにかくよく知ることである。


　ところがこれは中々の大仕事だった。


　まず当の真由が協力的ではない。身の上のことを多少なりとも話してくれたのは初日だけ。それ以降は日にち常じよう会話にこそ応おうじるものの（いつも本に目を通しながらではあったが）、立ち入った話はしてくれなかったし、逆にそういったことを峻護に訊きいてくることもなかった。峻護とて、このスラム街がい同どう然ぜんの、その中でも最さい下か層そうと呼んで差し支つかえないボロアパートにひとりで暮らす身である。普ふ通つうならその身の上について好奇心をくすぐられるのが自然に思えるが、真由はそのあたりに一いつ切さい踏ふみ込んでこなかった。


　もうひとつには、月村真由という少女の底が知れないのである。同じ部屋に暮らしていれば、その人となりはおよそ見えてくるものだが、彼女の場合はそれが当てはまらない。とにかく無口、無表情、無愛想と三さん拍びよう子しそろっているだけに、月村真由がどういう人格を持った人間なのかが見えてこないのだ。


（いやあ。まいったなこれは）


　いつもニコニコと笑っているだけに、傍はたから見るといまいちわかりづらいのだが、峻護はこの時けっこう困っていた。まるで馴なれない猫ねこといっしょに暮らしてるみたいだった。


　それでも時間と空間を共有していれば、わかることもぽつぽつ出てくる。


　まず、彼女は本がひどく好きである。暇ひまさえあれば本にかじりついている。料理をする時、掃そう除じをする時、銭せん湯とうに行く時まで本を携たずさえていく。食事を摂とるのも忘れて日の出から日にち没ぼつまで読書にふけることも日常茶さ飯はん事じ。しまいには寝ている時まで本を枕まくらにするぐらいだ（正確には、布ふ団とんに入って本を読んでいる最中に意識を手て放ばなしてしまうので、自動的に本が枕になるのである）。


　また圧あつ倒とう的てきな読書量を誇ほこるだけあって、彼女の知識の豊富さは桁けた違ちがいだった。知識だけでなくそれを応用する術すべにも長たけ、知識を知性に昇しよう華かさせるだけの器き量りようもあった。峻護もこのころは周囲から神しん童どう扱あつかいされていたものだが、真由は明らかにその上をいった。彼女は時に哲てつ学がく書をそらんじ、時に高度な方程式を自じ在ざいに編あんだり解といたりして、そのたびに峻護は感心することしきりだった。それでいて彼女はまだたったの六歳なのである（もっともそれについては、峻護にもまったく同じことが言えるのだが）。


　家事は、よくこなした。峻護に公約したとおりに。


　炊すい事じ、洗せん濯たく、掃除、いずれも水準よりはるか上に達しており、その分野のスペシャリストである峻護が教えを請こうことも少なくなかった。またこれも峻護に公約したとおり、こちらに迷惑をかけないようできるだけ注意を払はらっているのがわかったし、まして足手まといになることも一切なかった。


　同居人としての能力は、まったく問題なし。


　ただし、同居人としての適てき性せいに恵めぐまれているかといえばまったく話は別だった。


（もうちょっとこう、打ち解とけてくれないかなあ。そのほうがきっと楽しいのに）


　峻護にとって残念なのはそこだった。真由はとにかくひとりでいること、静かに時間を過ごすことを好むようで、他者からの干かん渉しようをあまり好まなかった。狭せまい部屋にふたりで暮らしているというのに、峻護はひどくぽつねんとした気持ちを味わうことが多かった。そしてそれは、ひとりでいるよりもずっとしょんぼりなことなのだった。


　それともうひとつ。


　迷惑は確かにかけない真由だったが、峻護に心配をさせないかといえば、決してそうではないのである。


「ねえ真由ちゃん」


　ある日、峻護はちょっと迷まよった末に切り出すことにした。


「毎日家でずっと本ばかり読んでるけど……行かないの？　学校」


　そう。


　彼女は引っ越してきてからこの方、ほとんど学び舎やへ赴おもむいたことがなかったのだ。


「行きません」


　と、真由はその時も本に目を落としながら即そく答とうした。


「行く必要を認みとめません。学校へ行くよりもはるかに有ゆう意い義ぎな時間の使い方があると判断していますので」


「そりゃまあ君の頭のよさなら、授業で学ぶことは何もないだろうけど」


　ずいずいっ、と真由のそばへ膝ひざ立だちでにじり寄りながら力説する。


「でも学校へ行く目的が授業ばかりじゃない、ってことは、君なら言われるまでもなくわかってると思うけど。たとえば学校で友達作るとかも大事なことじゃない？　でもって友達と遊ぶとかさ」


「あまり興きよう味みありません」


「友達は本ほど大事じゃない？」


「読書があたしにとって一種の遊び、娯ご楽らくの面を持つのは確かです。それもあたしにとって何より大事な」


　涼すずしい顔の真由に、しかし峻護も食い下がる。


「それに真由ちゃんってほとんど外に出ないでしょ。銭湯行く時とか図書館に行く時ぐらいで。それだと健康にもよくないよ、運動能力も伸のびないし身体からだも育たないし。学校行って友達つくればいろいろ遊ぶことになるからさ、そういうのも大事だと思うけど」


「幸さいわいなことに、あたしには十分な運動能力があります。また両親に感謝すべきことですが、とても健康に生まれついてもいます。あたしは記憶にある限り風か邪ぜというものを引いたことがありませんし」


「うーんそれはそうかもしれないけど」


「心配していただけるのはとてもありがたいのですが」


　本から顔を上げて、


「世の中にはありがた迷惑、という言葉もあります。居い候そうろうの身でもありますし、あなたの忠ちゆう告こくは感謝しつつ真しん摯しに受け止めますが、これ以上の無む理り強じいは過か干かん渉しようにあたるかと」


「うーん。そっかあ」


　反論することもできなくはないのだが、峻護はおとなしく退ひいた。ここでごり押ししてもいい結果は出まい。


　とにかく月村真由という少女は、物静かな見た目と話し方に反してなかなかに頑がん固こだった。その知性の高さからいっても柔じゆう軟なん性せいを持ち合わせてないはずはないのだが、自分の考えをなかなか曲げない。おまけにその考えが一定以上の理り屈くつに沿そっていて、しかも必要ならそれをいくらでも雄ゆう弁べんに展開できるからなおさら始末が悪い。


　どうしたものかなあ、と悩なやんでいたある日、一本の電話があった。


『やあ峻護くんかい？』


　美樹彦からだった。


『ちょっと妹に代かわってもらえるかな？』


「はい、わかりました。おーい真由ちゃ──うわっ!?」


　呼ぶまでもなく、真由は背はい後ご霊れいみたいにすぐそばまで来ていた。


　兄からの電話だと察したものか、ひどく近い距きよ離りで物もの欲ほしそうにじっと見つめてくる。


「ください」


　と手を差し出してくるのへ、そろりそろりと受じゆ話わ器きを渡わたした。


　途と端たん、真由の声も表情もころりと変わる。


「はい、お電話代わりました……うん、元気でやってます。うんもちろん……うん、うん。峻護くんもすごくよくしてくれるし、ぜんぜん心配ないよ？　うん、そうだね、うんうん──」


　この場面だけ切り取ってみると、月村真由という女の子は問題児の対たい極きよくにいる子だった。はにかみ屋の深しん窓そうのご令れい嬢じよう、といった感じで、ひかえめながらも華はなやかな雰ふん囲い気きがあって、なんだか守ってあげたくなる子に見えるのだ。


　峻護としては、いささか化ばかされたような気分である。


　やがて通話を終えた真由は「お返しします」と言って受話器を峻護に渡し、ちゃぶ台の前にちょこんと正せい座ざした。すぐにまた本の続きを読み始める。


『どうかな？　真由との同どう居きよ生活は』


　受話器の向こうから苦く笑しよう交まじりの声。


『おそらく苦労をかけていることと思うが……すまないね』


「いえ、そんなことは」


　と即そく答とうした峻護だが、美樹彦にはお見通しのようだった。


『なあに無理することはない。そうなるであろうことは、当初から織おり込こみ済ずみだったしね』


「……すいません。大おお口ぐちたたいて引き受けたくせに、うまくやれなくて」


『いやいや、君に謝あやまられてはこっちの立場がないよ。まあさしあたり、現状をなるべく正確に教えてもらえると助かるかな。何かしらアドバイスできることもあるだろうから』


　促うながされ、峻護はできるだけ細かく現状を説明した。


　美樹彦はうんうんと相あい槌づちを打ちながら聞いていたが、やがて感心したように嘆たん息そくすると、


『うん、要点はよくまとまっているし、それでいて主しゆ観かんによらぬ正確な報告だった。さすがに涼子くんが自じ慢まんするだけのことはあるな』


「あはは、ありがとうございます」


『ところがだね峻護くん。真由という子は実は、君が考えているような子とはちょっとちがっているんだな、これが』


「ちがっている……というのは具ぐ体たい的てきに？」


『うーんそうだな、どう言ったらいいものか……』


　美樹彦は少し間をおいてから、


『たとえば君は真由のことを、物静かで大人しくて口数の少ない、一種の文学少女とでも考えているらしき節ふしがあるが』


「そうですね、まあそんな感じですけど」


『ところが実態はまるでちがう。素すのままの彼女はとても気が強いし我がも強い。気き性しようもひどく荒あらい上に短気で思い込みも激はげしい。ついでに精神的な潔けつ癖ぺき症しようでもあるから、自分の価か値ち観かんにそぐわない何かに遭そう遇ぐうすると、かなり過か激げきな反応を見せることもあるな』


「うーん……なるほど」


　言われてみれば思い当たる節はあった。むしろ美樹彦からあらためて指し摘てきされたことにより、腑ふに落ちることも多々あるような気がする。


『しかし真由は、誰だれよりも自分の性せい質しつをよく理解しているし、その性質が周囲と自分にどんな影えい響きようをもたらすかも熟じゆく知ちしている。それゆえ彼女は、自分の本質をねじ曲げて生きることを己おのれに強しいているんだ。できるだけ心を穏おだやかにし、感情を表に出さず、口数を少なくし、他者と関わることを避さけて書物とばかり向き合っているんだな』


「…………六歳の女の子の生き方じゃないですね」


『まったく同じことが君にも言えるんだけどね』


　軽く笑って、


『要するに彼女はおそろしくストイックなんだよ。正直いって、うまく世よ渡わたりをやっていけるようなタイプではないんだが──』


　そこから先は聞かずともわかった。そのサポートをこそ、峻護に頼みたい真のところなのだろう。


『まあウチの真由のことだ、最終的には問題なくやれるようになると思うけどね』


　と、最後は妹バカ全開になって電話を切った。


（……まあ、美樹彦さんがそこまで言うなら）


　というのが、峻護の正直な気分であった。


　何しろ月村美樹彦はあの姉と──二ノ宮涼子をパートナーとして、問題なく付き合っていけるほどの男である。彼に対しては相当の信頼を置いていい。その美樹彦が断だん言げんするのだ、無む下げにするわけにもいかないだろう。


　その後の峻護は、より精力的に真由とのコミュニケーションを試こころみるようになった。


　銭せん湯とうへ行くときは、一いつ緒しよに行こうよと常つねに誘さそった。


　食事を摂とる時は、どれだけお腹なかが減っていても必ず真由に合わせるようにした。


　半分も理解できなかったけど、真由の読んでいる本はなるべく目を通すようにしてみた。


　が、いずれもかんばしい成果は出なかった。


　銭湯への同行を申し出れば『いやらしいです』と言って警けい戒かいされる。


　食事を摂っている時に話しかければ『咀そ嚼しやくの邪じや魔まです』とすげなくされる。


　読んだ本の感想を口にすれば『流し読みしてるのが丸わかりです』と白けた顔をされる。


（…………問題なくやれる、かなあ？　ほんとに）


　ある日の晩。


　様々な方ほう策さくを試した末すえに全敗し、途と方ほうにくれた峻護は、まんじりともせずにうだうだしていた。


（あつかいやすい子じゃないし、今まで会ったどんなタイプともちがうし。うーん、確かに最初の印象では全然うまくやれそうだったんだけど）


　あまりに眠れないのでトイレへ向かい、でも用を足してる最中でもつい、うんうんと悩なやんでしまう。


（姉さんに助けてもらおうかなあ？）


　あの姉のことだ、弟が泣きつけば瞬またたく間に問題を解決してくれるだろう。どんな手段を採とるか、その結果が誰にとっての幸せになるかは置いておくとして。


　そしてそれが峻護にとって、責任の放ほう棄きを意味するとしても。


（うーん。できるだけそれは最終手段にしたいなあ）


　彼もまた男の子であり、であればそれ相応の意地も誇ほこりもあるのだった。大おお見み得え切って引き受けたからには、ちゃんと責任を果たしたい。自分のこの手で。


（うーんでもなあ……）


　手を洗いながらふと周りを見渡した。


　お化ばけ屋や敷しきのようなアパートにしては、思いのほかきれいなトイレである。明らかに改かい装そうされたばかりとわかる、真新しい見た目。


　だけでなく、芳ほう香こう剤ざいやマットの趣しゆ味みにそこはかとない少女趣味がある。


（『あの子』とは、まったく別のタイプの子だなあ）


　不意に思い出して峻護はしのび笑った。


　このトイレを改装した先代の同居人のことである。


　ちょっと前までこのアパートで一緒に暮らしていた、峻護にとってひどく大切な女の子。


　彼女は考えていることがとてもわかりやすく、またとてもわかりやすい魅み力りよくをもった子だった。ダイヤであり、サファイアであり、ルビーでもあるような。しかも光を浴あびて輝くのではなく、自ら光を放って輝くような──とにかく豪ごう華か絢けん爛らんな子だった。


　それに比くらべて今の同居人は、ふたを開けられない宝ほう石せき箱ばこのような子である。中にはきっときれいな宝石が収おさめられているのだろうし、周りの人もそう言う。だけどそれにはひどく堅けん固ごなカギが掛かかっていて、宝石箱はまだ単なる箱でしかない。


　峻護にとっては、まだ。


（…………できるだけ、最終手段は使いたくないけど）


　部屋に戻りながら思った。


　どうしても無理なようなら。月村真由とうまくやっていけそうにないなら。


　姉に言ってみようと思う。


　それがいつになるかはわからない。一週間後か、三日後か、あるいは明日にでもか。


　…………そんな、愉ゆ快かいとはほど遠い気分でふたたび布ふ団とんにもぐろうとした時である。


「────さ、ん」


　声が聞こえた気がした。


　空そら耳みみか、と初めは思った。耳のよい峻護ですらそう思ったのだから、普ふ通つうであれば気づきすらしなかっただろう。


　声の源みなもとはこの部屋に間ま違ちがいなく、この部屋の住人は峻護を含ふくめふたりしかいない。


　目を向ける。


　暗くら闇やみの中に、ちんまりとふくらんだ布団が見える。


　ただの寝ね言ごとかな、とも思ったが、大切な預あずかり人でもあるし万一のことがあってはいけない。「真由ちゃん？」と呼びかけながらそっと布団の中を覗のぞき見た。


「────さん」


　涙なみだ。


　真っ先に目に入った、少女の目じりをぬらすもの。


「────さん」


　また聞こえた。


　真由は赤あか子ごのように丸まって眠り、小さく、ほんとうに小さく何事かを漏もらしている。
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　それは誰かを呼ぶ声であるように思われた。だが峻護の聴ちよう力りよくをもってしても、それ以上を聞き取ることはできなかった。


　そしてそれ以上は、聞き取る必要もないことだった。


　峻護はそっと真由のそばを離れ、自分の布団にもどった。


　ご両親のことだろうか、と思った。


　あるいは美樹彦のことだろうか、とも思った。


　ひょっとしたら、まったくそれらとは関係ない何かかもしれなかったけれど。


（…………まだまだ未み熟じゆくだなあ）


　姉がこの状況を知ったらきっと鼻で笑うことだろう。


　あまりに年ねん齢れい不ふ相そう応おうに頭がよくて弁べんも立ち、それでいて仕事も舌したを巻くほどきっちりこなすから、すっかり見落としていた。


　いや、そうと知りながらまるでわかっていなかった。


　彼女はまだ六歳の女の子だということ。


　両親を亡くし、兄と離れ離れになり、見知らぬ家で見知らぬ男の子と暮らしているということ。


　もちろんこう考えることはできる。もしかするとさっきのはやっぱり空耳かもしれず、涙の理由もまったく別のものかもしれず、死ぬほど穿うがった見方をすればあれは演技だったのかもしれず、ひょっとすれば彼女の手には目薬が握にぎられていたかもしれない──と。


　でも仮にそうだとしても、それはもう関係のないことだった。


　二ノ宮峻護は、自らの置かれた状じよう況きようを理解した上で奮ふん起きできないほど甲か斐い性しようのない少年ではなかったから。


　女の子の涙を見てやる気を出せない男ではなかったから。


　──翌朝の彼女は涙の跡あともなく、ちゃぶ台の前に正座して本を読む姿はまったくのいつもどおりだった。


　無む口くちで無ぶ愛あい想そうで無む表ひよう情じよう。


　でも彼女はいつもどおりでも、峻護はそうではなかった。


　打ち解とけよう、理解しよう、とあくせくしていた以前の彼ではない。


　ごくマイペースに朝食の準備をしながら峻護は思う。


　すぐには無理だ。だからあせらず、ゆっくりやっていこう。


　まずは彼女のペースに合わせつつ、それでいて自分のペースも維い持じしながら。


　そうすればきっと、いずれうまくいくと思うから。





　方ほう針しん転てん換かんの効果はほどなく出た。


　会話もコミュニケーションも少なく、しかし決して不ふ快かいでも居い心ごこ地ち悪いわけでもない奇き妙みような同居生活がしばらく続いたある日のことである。


　その日、峻護はお風ふ呂ろセットを抱かかえて近所の銭せん湯とうに向かった。


　真由は一いつ緒しよではない。同居し始めのころは峻護が進んで真由を誘さそい、連れ立って通ったものだが、この頃はめっきりご無ぶ沙さ汰たになっていた。峻護と一緒に銭湯に通うのを、真由がどうもあまり好んでいないらしいと察したからである。


（そういや、部屋に真由ちゃんのお風呂セットがなかったな）


　脱だつ衣い場じようで服を脱ぬいでいる最中、峻護はようやくそのことに気づいた。


　この頃のふたりの関係は、いい意味での没ぼつ交こう渉しようになっている。お互いがどこで何をしているか、関かん知ちしないことが多くなっていたのだ。入にゆう浴よくに関することも無論、その中に含ふくまれる。


（ひょっとしたら今も入ってるのかな？　もしかしたら行きちがいになったかもしれないけど）


　そう思いはしたものの、真由が女湯に入っていようが先にアパートに戻っていようがどうということもない。さくさくっと身体と頭を洗あらい終えると、ざぶんと湯ゆ船ぶねに飛び込み、十だけ数えてそそくさと出ようとした。


　ちょうどその時のことである。


「────」


　なにやら女湯のほうから声が聞こえて、峻護は湯船のへりをまたぐ足を止めた。


「────沖おきの────問え────」


　聞き覚えのある声である。だが壁かべ越ごしの声だし、水音が邪じや魔まをしてよくは聞こえない。


　女湯側に身体を寄せ、もっとよく耳を澄すませてみる。


「────わたしゃ立つ鳥────チョイヤサエエンヤサノ」


　よくよく聞けばただの発声ではなく、独特の節ふし回まわしがあるような気がする。歌の一種なのだろうか。


　耳を澄ませるうちに興きようが乗ってきたのだろうか。小さかった声がじわじわと大きくなってきた。


「ヤーレンソーランソーランソーラン、ハイハイっ。男度ど胸きようなら、五ご尺しやくの身体、どんと乗り出せ波の上────」


（…………これってソーラン節？　だよね、確か）


　峻護はきょとんとし、何度か耳をほじって聴覚の具ぐ合あいを確かめてみる。


　が、何度聴きなおしてみてもやっぱりそれは、有名な民みん謡ようであるところのアレである。


「沖のカモメが物言うならば、便り聞いたり聞かせたり。チョイヤサ、エエンヤンサノ、ドッコイショ！」


　なにもかもが辛しん気き臭くさいこの町のボロ銭湯で歌われる曲としては、これ以上なくふさわしいかもしれない。だがそれにしても渋しぶすぎる選曲だった。


　おまけにひどく個性的な節回し…………というかまあ、率そつ直ちよくに言ってひどい音おん痴ちである。そのかわりえらく機き嫌げんのよさそうで、こぶしを握って伸のび伸のびと声を出しているのが目に浮かぶような、そんな歌声であった。


　しばらくその歌を聴いていた峻護だったが、ほどなくして湯船を出た。たいがいの男の子がそうであるように、彼もまたかなりの早風呂である。


　アパートに戻って家事をしていると、だいぶ時間が経たってから真由が戻ってきた。


　お風呂セットを片付け、濡ぬれ髪がみのままちゃぶ台の前に座って本を読み始める。


　その澄ました無愛想顔へ、


「ねえ君」


「なんですか」


「ソーラン節好きなの？」


　次の瞬しゆん間かん、真由が見せた想像以上の変わり身に、ほかならぬ峻護がいちばん驚いた。


　まず、ものすごい勢いでがばりとこちらを振り返った。


　次いで目をまん丸に見開き、くちびるの端をひくひくと引きつらせ、あうあうと何ごとか言葉にならぬ声を漏もらし、顔色を信号みたいに赤くしたり青くしたりして──それから峻護の頭を見て口をつぐんだ。


　同居人の髪もまたカラスの羽根のように濡れていることを見て取り、すべてを察したのだろう。


　すぐに元通りの無愛想、無表情に戻り、くるりと背中を向けた。


　それきり一言も発さない。


「…………で、好きなの？　ソーラン節」


「知りません」


「まああれだけ機嫌よく歌ってたし、嫌きらいなわけはないと思うけどさ」


「…………。卑ひ怯きようです」


「卑怯？　そりゃひどい。僕はたまたま銭湯に居ただけなのに。それに悪気があって訊きいてるわけじゃないよ」


　これは半分噓うそ。


「で、好きなの？」


「…………」


「ねえ」


「回かい答とうを拒きよ否ひします」


「ねえったら」


「拒否します」


　相手のあまりの頑かたくなさに峻護は業ごうを煮にやした。


　背後から忍び寄り、真由の顔を覗のぞき見る。


　しかしこの相手はえらく敏びん捷しようだった。敵の接近を察さつし、くるりと背を向けてしまう。


　だが峻護も簡単にはあきらめない。さらに回り込んで覗き見ようとする。しかし真由もさるもの、素す早ばやく危機を察知して顔を背そむける。


　そんな攻こう防ぼうがしばし続き、やがて峻護もあきらめざるを得なくなった。この無愛想な同居人は、峻護をさらにしのいで運動能力が高いのである。


　それに実のところ、あえて回答を引き出す必要もなかった。彼女のショートカットは首筋と耳元を常に露あらわにしていて、リンゴのように真っ赤に染まったそれらを隠すことはどのみち不可能だったから。


　完全勝利とはいかなかったものの、まずまずの戦果に峻護は満足し、意い気き揚よう々ようと家事に戻ろうとして──
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　そこで気づいた。


　真由がこれまであまり、峻護と一緒にお風呂に行きたがらなかった理由。


　ひとつはもちろん、音おん程ていの外はずれた歌か唱しようを聞かれたくなかったのだろう。しかも年ねん齢れいに見合わぬ枯かれた選曲をするらしいから、なおさら聞かれたくはなかったに違ちがいない。おそらく鼻はな歌うたとともに入浴を楽しむのは、彼女のひそかな趣しゆ味みであろうし。


　それともうひとつには、入浴の時間の差があったのではあるまいか。


　これまであまり気に留とめなかったが、峻護は早風呂であり、そして真由はどうやらかなりの長風呂である。一緒に行けばどちらかが気を遣うことになる。


　そうならそうと言ってくれれば、風呂の時間ぐらいこっちが合わせるのに──とも思うが、彼女の言う『迷惑をかけない』というのはそのあたりも込みなのだろう。


　だからお風呂に一緒に行かないのは、たぶん一種の思いやりなのだ。彼女なりの。


（…………わっっっっっかりにくい子だなあ！）


　峻護は叫さけび出したい気分だった。


　だったらそういう意い図とがあることを、ほんのひとこと口ぞえしてくれればいいではないか。そうすればこちらも余よ計けいな気を揉もまずに済すむだろうに。無口なのはともかく、必要なことも口にしないのでは困るというものだ。


　まあ言ったところで直しそうにはないけど──と思い、峻護は黙だまっておいた。


　ちょっと理解はしづらいけど、彼女は彼女なりの理念、信念、美学に従したがって生きているらしい、ということがわかったからである。しかもそれに従うにおいて、かなり己おのれに厳きびしいらしいということも。


　それはお世せ辞じにも器き用ようなやりかたではないし、峻護を呆あきれさせたり困こまらせたりもするけれど。でも決して、彼はそういうのが嫌きらいではないのだった。





　たぶん、この一件あたりがきっかけになったのだと思う。


　いまいちかみ合わない同居生活を続けながらも、これまで気づかなかった真由の新しい面に、いろいろ気づくことができるようになった。


　まず、月村真由はひどいおっちょこちょいである。


　これに関しては、ある一定の期間だけでも隠しきれていたことからして奇き跡せきかもしれない──と、後になって峻護はしみじみ思ったほどだ。それほどに彼女のドジっぷりはひどかった。


　歩く時に転ころぶ。座る時に転ぶ。立ち上がろうとしては転ぶ。


　それも、何もないところで簡単に転ぶ。


　そのたびに真由は「今のは悪い見本です」とか「今のはデモンストレーションです」などと意味不明な言い訳わけをしたりするのだが、何度も繰くり返すうちにだんだん開き直ってきて、やらかすたびに「転びましたが、何か？」などと言ってジトっとにらみつけてくるのだった。完全な逆ぎやくギレである。


　とはいえ、これをおっちょこちょいとかドジとか呼ぶのは少しちがうかもしれない。真由の転び癖ぐせの原因は明めい白はく、読書中に片かた時ときも本から目を離さないのだ。


　片時も、というのは大げさな表現ではない。一度つぶさに観察してみたことがあったが、本を読んでいる時の彼女は──料理しながら、あるいは掃そう除じしながらを含ふくむ──本当にコンマ一秒も目を離すことがなかったのだ。


　で、その結果としてお約束のように転ぶ。


　そして呆れたことに転んでいる最中でさえ本から目を離さない。床ゆかに向かって自由落下している最中もじっと文字を追っているのだ。そうして床に落ちて初めて転んだことに気づき、「…………。痛いたい」とかつぶやくのである。


　とにかく半はん端ぱではないのだ、いったんのめりこんだ時の真由は。スイッチがひとたび入ってしまうと、彼女は衣い食しよく住じゆうをいとも簡単に忘れることができる。たぶん呼吸すら時には忘れている。どうにもこうにも極きよく端たんな少女なのだった。


　加えて、無口と無表情と無愛想の理由もだんだんわかってきた。


　美樹彦の言うところによれば『豊かすぎる感情を抑おさえるため』ということだが、峻護の見るところによれば（美樹彦の論が一理あるにしても）少しちがう。


　要するに月村真由という少女は、とんでもない見み栄えっ張ぱりなのだ。


　格かつ好こう悪いところや弱みを、意地でも他人に見せたくないのである。


　彼女は峻護が見み抜ぬき、そしておそらく自分でも自覚しているとおり、一見した印いん象しようよりはるかにあらだらけの少女である。


　目を見張るような長所もあるが、それよりはるかに難なん点てんが多く、短所も多く、不ふ具ぐ合あいだらけである。よく転ぶのもしかり、銭湯で調子っぱずれの民みん謡ようを歌うのもしかり。


　そういったマイナス点を知られないようにするにはどうすればいいかといえば、ひたすら見せないようにすることである。


　では見せないためにはどうするか？　もっとも単純で確実なのは、隠してしまうことである。


　そして最も確実に隠せる方法が、無口、無表情、無愛想──すなわち他者に対して自分の情報を完全に遮しや断だんすることである。


　そうすることによって月村真由は、とっつきにくい印象を持たれるかわりに、ちょっと謎なぞめいた存在で居つづけられる。音おん痴ちがバレたり転びまくったりするよりはまだしも格好悪くない存在といえるだろう。


　推すい測そくである。だがそう外れてはいないはずだ。


　そしていったんそう思えるようになると、ずいぶん気持ちが楽になった。


　楽になると、物の見かたが好意的、楽観的になってくる。


（だって、あの子がよく転ぶようになったのも、下へ手たな鼻歌をうっかりぼくに聞かれたのも、彼女が油断するようになって隙すきが多くなったからで。それってつまり、ぼくと一緒にいることに慣れてきたってことで。だとしたらこれは、とてもいいことなんだと思うな。うん）


　気負いが抜けたことで、これまで見えていながら気づかなかったことに気づけるようになった、といったほうが正しいかもしれない。


　気づいてしまえばむしろ、真由はとてもわかりやすい子だった。というよりも彼女は初めからずっとあけっぴろげだったような気がする。表面的なフェイクに惑まどわされた峻護がそれに気づかなかっただけで。


　そのことは、峻護をひそかに喜ばせた。


　そして物事というものは、一度よい方へ転び出せば連れん鎖さ的てきにプラスの作用をもたらしてくれるものである。


「学校行ってみない？」


　ある日、峻護はふたたびその話題を持ち出した。義ぎ務む教育をおろそかにしすぎる同居人のことがずっと気になっていたのである。


「行きません」


　案の定、真由は即そく答とうした。


　その日はまた、いつにもまして分ぶ厚あつい学術書に目を落としながら、


「行く必要を認みとめませんので」


「そっかー。残念だなあ」


　いつもの峻護であれば、そんなことを言ってるとお兄さんが悲しむだとか、教育を受けることのできるありがたみがどうとか言って説得するところである。


　が、この日はすぐに引き下がった。


「…………意外にあっさり引き下がりますね」


　狙ねらい通り、真由は不ふ審しんげな顔を上げ、いぶかしげに峻護を見つめてくる。


「そお？　べつにそんなこともないけど」


「あやしいです」


「気のせいだって」


「…………なら、いいんですが」


「うん、ほんとほんと。ただちょっとね、学校の図書館がね……おっと、口が滑すべっちゃった。いけないいけない」


　峻護はあわてて口をふさぎ、回れ右しようとした。


「待ってください」


　食いついてきた。


「図書館がどうしたんです？」


「ううん、なんでもない。忘れて」


「忘れられません。言ってください」


　峻護は口をふさいだまま首を横に振る。


　同居人の少女は形のいい眉まゆをぎゅうっとひそめて、


「それは卑ひ怯きようです。あたしが本好きなのを百も承しよう知ちの上で、わざと途と中ちゆうでセリフを切りましたね？　そんな策さく略りやくは姑こ息そくです。恥はじを知ってください」


「いやいや、ほんとになんでもないんだってば。たいしたことじゃないって」


　にこにこ笑いつつ、のらりくらりとごまかす。いかにも思わせぶりに事実を隠かくし、それでいて実はひとつもうそをついていないあたり、峻護もなかなか意地が悪い。


「…………そうですか。わかりました」


　その後も彼女にしてはしつこいほどに食い下がってきたのだが、峻護の口を割らせることはできなかった。峻護にありったけ冷たい一いち瞥べつを放はなってから、また読書に戻った。


　ごめんね、と心の中で謝あやまりながらも思う。


　とにかくつむじ曲がりな少女だから、普ふ通つうに言ったって聞きはしない。峻護としては一計案じる以外にないのである。


　結局その日の真由は一日中機嫌が悪く、ひとことも口を利きいてくれなかった。


　翌日の朝、峻護が学校へ出かけるに際しても、真由はじっと正座して本を読んでいた。


　これは失敗だったかな、と一時は思った。


　が、登校して教室に入った峻護は目を丸まるくした。


　教室では真由が済すました顔で席につき、本を読んでいたからである。


　峻護に気がつくと真由は「…………何か？」とでもいう顔をしてから、すぐにまた読書に戻った。


　やられた、と思った。学校なんて興きよう味みないというふりをしつつ、先回りしているとは。


　それにしてもなんという天あまの邪じや鬼くだろう！　そんなふうに変な意地を張らないで、せっかくなんだから一緒に登校すればいいのに。


　呆れるやらある意味感心するやらの峻護だったが、どちらにせよ真由はすでに術じゆつ中ちゆうにはまっている。峻護は手はずどおりに作戦を実行するため、ひそかに合図を下した。


「ね、マユちゃんだっけ？」


　新入りの生徒──たしか真由は、転入のあいさつの時ぐらいしか登校してなかったはずである──のまわりを、数人の女の子たちが取り囲む。


「よかったらとしょかん行ってみない？　ついこのあいだあたらしくなったばっかりなんだよっ」


　真由の顔つきが変わった。


　無表情はそのままに、目だけが餓うえた狼おおかみのようにぎらぎら輝いて、


「図書館が、どうなったんです？」


「あたらしくなったの」


「あたらしく？」


「うん。すっごくいいかんじになってる。きょうみある？」


「あります。行きましょう今すぐ。方ほう角がくはどちらですか？」


　言って、自らが先せん導どうするような形で教室を出た。峻護もあとをついていく。


「マユちゃんって本すきなんだ？」


「好きです。あたしの身体からだを構こう成せいする要よう素そは、水分と同じくらいの比ひ率りつで活かつ字じが入っていると言っても過か言ごんではありません。そんなあたしはこれまで、本を借りるときは基本的に公こう共きようの図書館に通っていましたが、やはり少しばかり遠いですし、興味をそそるものはあらかた読んでしまいました。もしこの学校の図書館が使い物になるのであれば思わぬ拾ひろい物です。高まる期待を抑おさえられません」


　クラスメイトの問いに対して、聞かれもしないことまで答えている。本当に興奮を隠し切れないのだろう。


「ほら、としょかんはここだよマユちゃん」


「はい。案内ありがとうございます」


　やや頰ほおを上じよう気きさせつつ扉とびらを開けた。


　部屋の中を見た真由の表情がじわり、ゆるんでいく。


「これは……非常にいいです」


　中に入って部屋全体を見回しながら、


「規き模ぼこそ小さいですが、清せい潔けつでよく整せい頓とんされていて、とても居い心ごこ地ちのよさそうな。ハコとしては十分にあたしの欲よつ求きゆうを満たしています。残るはハコの中身ですが……」


　うわごとのようなトーンで高評価を下しつつ書しよ架かの前に立った真由だが、たちまち眉み間けんにしわを寄せて、


「これは……マンガ、ではありませんか」


「うん、そうだよっ」


　女の子たちがわらわらと真由を囲み、きゃいのきゃいのと楽しげに話し出す。


「なんかね、学校のほうしんがかわったとかでね、マンガがたくさんおかれるようになったんだって」


「おもしろいマンガもあるし、ちょっとむずかしいマンガもあるし、べんきょうのためのマンガもあるんだよ」


「あたしはこれがおもしろかったなー」


「えーほんと？　あたしはこっちのほうがいいとおもう」


「あたしはこっち」


「あ、あたしもそれすきー」


「ねね、マユちゃんもこれどう？　よんでみない？」


「え？　いえ申もうし訳わけないのですが、あたしはマンガは……」


「えー！　そんなのもったいないよ！　こんなにおもしろいのに」


「そうだよそうだよおもしろいよ」


「よんでみなよー」


「ほら、これもどうぞ」


「あ、こっちもこっちも」


　同年代の女の子たちに無む邪じや気きに寄ってたかられて、真由は困こん惑わくしているようだ。


（うーんだいじょうぶかな……？）


　内心はらはらしながら見守る峻護である。なにしろへそ曲がりの真由のことだ、こんなふうに迫せまられれば機嫌を損そこねてそっぽを向いてしまうかもしれない。


　が、峻護の心配は杞き憂ゆうに終わった。


　押し切られる形で「まあ、そこまで言うのなら……」と頷うなずいたのである。


　ホッとした。このあたりは半分賭かけだったが、どうやら図に当たったようだ。とりわけ人なつっこくて強ごう引いんなタイプの級友何人かにあらかじめ依い頼らいしておいたのだが、やはり正解だった。もし女の子たちでなく峻護みたいなのが何人も取り囲んでさえずったら、真由は困惑ではなく辟へき易えきの態ていを示したにちがいない。峻護以外の人間に対しては案外素直なんじゃないかというカンも正解だった。


「でもあたしは」


　山やま盛もり渡されたマンガに眉まゆをハの字にしながら、


「図書カードを持っていません」


「あ、じゃあかしてあげるー」


「あたしもかしたげるー」


「あ、あたしもあたしも」


　次々とカードを差し出され、ついでに貸し出しコーナーに連れて行かれ、真由は半ば強引にマンガの山を借り受けることになった。


「よかったね、マユちゃん。たくさんマンガかりれて！」


「はあ……ありがとうございます」


「じゃ、あとはよろしくねマユちゃん」


「かりた本はかえしておいてねっ。それってあたしたちのカードでかりたやつだから！」


　それを聞いた真由は「……あ」という顔をした。


　借り出したからには、返さなければいけない。


　返すためには、学校に来なければいけない。


「せいこうだね！」「うんせいこうせいこう」


　きゃいのきゃいのと明るく笑いながら、女の子たちは教室に戻っていく。


　去り際ぎわに、女の子たちは峻護へ手を振っていった。


　手を振り返しながら峻護は思う。うーん、やっぱりこういう時は女の子が頼りになるなあ。


「……どう？　ここの図書館」


　じっとりとした視線で睨にらんでくる真由へニッコリ笑いかけて、


「すごいでしょ？　図書館なのにこんなにマンガがあるなんて、そうそう他にはないよ」


「罠わなに嵌はめましたね？」


「うん」


　あっけらかんと峻護は認めた。本を学校に返却するだけならいくらでも手はあるが、真由は自分で返しに来るだろう。一本気で義ぎ理りにも堅かたい性格であるから。


　そしていったん来るようになれば、その後も彼女は学校へ通うような気がした。根こん拠きよはないけれど、なぜか確信をもって峻護はそう思っていた。


「…………まあ、いいでしょう」


　ほめられはしない裏うら技わざを使って借りたマンガの山をみて、真由はため息をつきながら、


「本と聞くと正常な思考を失うのは、あたしの悪い癖くせです。直さないと」


　ぶつぶつ呟つぶやきながら真由は図書館を出ていく。山盛りのマンガを抱かかえて。


　そのあとをついていきながら、どうやら自分のカンが当たりそうなことを知って、峻護はまたニッコリ笑うのだった。





　その日から、真由の読書は小こ難むずかしい書物と薄うすっぺらいマンガの二本立てになった。思いのほか気に入ったらしい。あるいは彼女は、マンガというものを単に食わず嫌ぎらいしていただけかもしれない。


　もっとも彼女の速読力をもってすれば、マンガなどは五分もあれば一冊を熟じゆく読どくできてしまうため、彼女に真の知的充実をもたらすのは難しいようだったが。





　それともうひとつ。


　図書館の件からずいぶん経たった日、ふいに峻護はあることに気づいた。


　真由が食事当番を担当する日のメニューに、いくぶん偏かたよりが出るようになったのである。


　具ぐ体たい的てきにはとんかつとか、シチューとか、ハンバーグとか──要するに峻護の好こう物ぶつであるところの料理が、必ず一品はついてくるようになったのだ。


　真由にその件を質ただしてみたところ「考えすぎです」と一いつ蹴しゆうされたが、何度首をひねっても偶ぐう然ぜんと片付けるには難なんがある。


　さらにしつこく訊きいてみると「何ならあなたの嫌いな料理ばかり並ならべても構いませんが？」と言われて渋しぶ々しぶ引き下がったが、しかしなぜ、どこを境さかいにしてこんな事態になったのか……と考えて、あっと気づいた。


　どうも例の図書館の件あたりを境に、料理のパターンが変わった気がするのである。


　気のせいだろうか、と疑って何度も記憶を確認してみたが、やはりそれ以外の心当たりは思いつかない。


　有力な仮説にたどり着いた峻護だが、しかしそれを質すのはやめておいた。質したが最後、有う無むを言わさず峻護の苦手な料理ばかり食しよく卓たくに並ぶのが目に見えていたからである。


　そういうわけで、同居人のひどくわかりにくい感謝の表現は、峻護ひとりの心のうちに留とめ置かれることになるのだった。





　真由は学校に通うようになった。通うだけで授業などまともに聞かず、本ばかり読んでいることさえ気にしなければ、峻護の作戦はまずまず成功といえた。


　人なつっこい連中が多いクラスだったおかげで友人もできた。むしろ意外なほど人気者になった。もともと異常なほどスペックの高い子だし、クラスのヒーローになれる素そ質しつはあるのだ。同年代の中では（峻護と同じく）かなり浮ういた存在といえる真由だが、そのことがいい方向へ転がりさえすれば、溶とけ込こんでしまうのもまた容よう易いだった。


　いや、溶け込むどころか、瞬またたく間にガキ大将の地位にまで祭り上げられてしまった。


　彼女の年ねん齢れい不ふ相そう応おうさを考えれば、ある意味当然のことである。なるべくその位置につかないよう上う手まく立ち回っていた峻護とはちがい、ばっちり餌え食じきとなってしまった。


　当の真由は迷めい惑わくそうではあったが、けっこう律りち儀ぎにその役やくを務つとめていた。あるいは彼女の能力からすれば、さしてそれも大して苦ではなかったのかもしれない。


　それに真由は意外なほど情じようにも厚かった。友人から頼られれば、多少のムチャであってもたいがい応こたえた──ほとんど表情を変えず、そっけなくではあったが。


　激情家、というのも少しずつわかってきた。やれ隣となり町の子供とケンカだ、仲の悪い学校の子ともめごとだ、と聞くと、必ず先頭に立って駆かけつけるのである。


　駆けつけて、そしてケンカ相手を眉まゆひとつ動かさずにのしていくのだ。


　ショートカットの髪かみを激しく振ふり乱みだしながら縦じゆう横おう無む尽じんに活かつ躍やくする姿は、ちょっとした戦いくさ女め神がみのようだった。峻護は感心しながらも、やりすぎないようほどほどのところで仲ちゆう裁さいに入る役を務めるのが常つねだった。





　またこれ以降、峻護と真由の関係にも少しずつ変化が見られるようになった。


　頭は恐おそろしくいいのだが、行動パターンはひどく単純──という真由の事実に気づくようになってから、峻護の彼女を見る目が大おお幅はばに変わったのである。


　真由の存在がひどく身近に感じられるようになり、同時にやたらと扱あつかいやすく感じられるようになったのだ。


　一方で真由の方も、どうやら自分の習性がバレたらしいと悟さとったのか、以降は一種の諦あきらめを示すようになった──つまり、峻護に対してそれほどには反発をしなくなった。


　ふたりの関係は急速になじんだ。


　もっとも真由の三さん拍びよう子し（無口・無愛想・無表情）は変わらなかったし、峻護の方は同居人に対してなるべく不ふ干かん渉しようを貫つらぬく心がけを変えなかったわけだが──





　　　　×　　×　　×





「おい二ノ宮」


「二ノ宮ってばよ。聞こえてるか？」


　友人ふたりの呼び声に、ハッと意識を引きずり戻された。


「ああ……いや」


　いったいどれほどのあいだ、記憶の掘ほり起こし作業に没ぼつ頭とうしていたのだろうか。


「うん。聞こえてる。すまない」


　頭を振り振り、今しがたまで脳のう裏りに再さい生せいしていた映像のことを思い返す。


　にわかには信じがたい記憶だった。今すぐ整理をつけることなどとてもできそうにない。


（それにしても……あれがほんとに月村さんなのか？）


　峻護がよく知る真由とは、あまりにもかけ離れた少女の実像。


　いったいあれは誰だれだ？　あれがかつての真由だったとして、では峻護がよく知る真由にいつから変へん貌ぼうしたのか？


（もうひとりの月村さん、か？）


　あの日のことを思い出す。


　真由が去った、あの霧きり深い朝。


（あの時の月村さんなのか？）


　鮮せん明めいさを取り戻した記憶の中の少女。


　朝もやの中で聞いた少女の声。そして表情。


　自分のことを『ひとりめ』と呼んだ彼女。


　ごめんなさい、と呟つぶやいた、あまりにも、あまりにも小さく、か細い謝しや罪ざいの言葉。


「考え中のところ悪いけどよ、二ノ宮」


「そろそろタイムアップみたいだぜ？」


「タイムアップ？」


　オウム返しに問い返したところで初めて気づく。


　壁かべに張り付くようにして窓の外を覗のぞき見る吉田と井上の顔に笑みはあれど、それには針はりのような緊きん張ちようが張り詰つめている。


「お客さんらしいな。どこの誰だかは知らんが」


「まあ俺と吉田が目的じゃない、ってのは確かだろうな」


　その言葉を聞き、峻護も素す早ばやく壁際によりそった。そっと外を見ると、アパートの外に不ふ審しんな人ひと影かげが複数。


　と同時、くせ者どもは無言のうちに呼こ吸きゆうを合わせ、アパートに向かって疾しつ走そうを開始する。


「おいでなすった」


「俺らが気づいたことに気づいたかな？」


「ふたりともすぐ逃にげろ」とこれは峻護。「ここはおれが何とかする。おまえらはこの件に無関係で──」


「バカかおまえ。役やく割わりが逆ぎやくだろうが」


　吉田が峻護の頭を小こ突づいた。


「逃げるのはおまえのほうだ二ノ宮。ここは俺と井上で何とかするから先に行け」


「何いってる」峻護も低い声で鋭するどく叱しつ声せいをあげる。「あいつらがどんな連中で、どこまで本気かなんてわかったもんじゃないんだ。お前らこそ早く行け」


「間ま違ちがえんなよ二ノ宮」


　井上が不ふ敵てきに笑う。


「なにもお前に楽させようってわけじゃねえよ。おまえひとりが逃げりゃ、連中の注意はおまえに向く。そのスキに俺と吉田が連中を叩たたく。人数じゃ負けてるんだ、そうでもしなきゃどうもならんだろうが」


「いや、しかし──」


「マジで時間がねえ。これ以上愚ぐ図ずってんなら、一発ぶん殴なぐっておまえを連中に突き出すぜ？　俺らの身の安全のためにな」


　そこまで言われて峻護も口をつぐんだ。自分ひとりいれば雑ざ魚この相手はいくらでもできる、とも思ったが、病やみ上あがりゆえまだ本調子ではない。敵が雑魚であるかどうかも測はかる術すべはない。


「さあ行け。でもってここを出たらうしろも見ずに突っ切れ。あとはおまえもガキじゃないんだ、自分で何とかしろ」


「血ち迷まよっても戻ってくるなよ？　オトリは捕つかまったら意味がねえからな」


　口々に発はつ破ぱをかけてくる友人たちに、峻護も覚かく悟ごを決めてうなずく。このふたりの立ち回りが思いのほか達者なことは、京都の修学旅行でも証しよう明めいされている。ここは賭かけるしかない。


　次の瞬間、峻護は弾だん丸がんのように駆かけ出した。合図はない。そんなものなくてもこの友人たちにはわかるはずだった。


　窓から飛び出す一いつ瞬しゆんだけ、峻護はうしろを振り返った。


　吉田の不敵な笑み。


　井上のサムズアップ。


　コンマ一秒だけ見えたその映像を目に焼きつけ、峻護は前を向いた。





「…………さて。俺らはどの程度役に立てたかな？」


「ま、十分だろ。今はこのあたりが限げん界かいだ」


　峻護が窓から飛び出したのを見届け、吉田と井上は満足げに笑い合う。


「にしても京都の修学旅行からこっち、荒あら事ごとが続くな」


「キツいのか吉田？」


「冗じよう談だん」


　一直線に遁とん走そうする峻護の姿に刺し客かくどもが気づいた。あわてて方向転てん換かんし、獲え物ものの後を追おうとする。


「昔とった杵きね柄づか、ってやつだ。この程度はイージーワークよ」


「へっ、言いやがる。まあでも期待はしとくぜ相あい棒ぼう。ヘマすんじゃねーぞ？」


「お前こそ足を引っ張るなよ井上。二ノ宮をサポートするのはもちろんだが、『スポンサー』の査さ定ていも上げておかなきゃならん。──さて」


　刺客どもの注意はすべて、オトリの峻護に向いた。


　狩人かりゆうどたちが狩られる側に立たされたその瞬しゆん間かん、満まんを持じしてふたりは動く。


「行くとしますか」


「おうよ」


　少年たちはそろって疾走を開始した。


　峻護が見ていれば驚きを禁きんじえなかったであろう快かい足そくで、刺客どもに肉にく薄はく。


　刺客のひとりが新あら手ての登場に気づいて驚きよう愕がくし、その顔面に吉田のこぶしと井上のつま先が同時にめり込んだ──。




　其の三　破は局きよくの変奏







「────ふう」


　ふと気づけば日が沈しずみかけていた。


　北ほう条じよう家の一角にある執しつ務む室しつには、茜あかね色よりも闇やみ色がより多く忍しのび込み、部屋の主あるじにたそがれの訪おとずれを告げている。


（…………さすがに少し、休きゆう憩けいを入れたほうがいいかしらね）


　時計に目をやった麗れい華かは自じ粛しゆくの必要性を覚えた。この部屋にこもり始めてどれほどの時間が経たったのか、あるいはそもそもいつから仕事を始めたのか、とっさには思い出せなかったのである。


　おそらくは丸一日、働きづめだったにちがいない。けっきょく食事も摂とらず、最低限の水分補ほ給きゆうをしただけだった──ような、気がする。


「痛っ────!?」


　休憩を取るべく、かじりついていた机から離れようとした途と端たん。身体からだのあちこちに鋭するどい痛みが走った。寝しん食しよくを忘れるほどに没ぼう頭とうしていたゆえ気づかなかったが、自分で思っているよりもはるかに強い力をこめて全身を動かしていたようだ。この痛みは一種のオーバーロード、節せつ度どなき労働の代だい償しようだろう。


「やっと休む気になりましたか？　お嬢じようさま」


　傍かたわらで執務のサポートをしていた保ほ坂さか光みつ流るが苦く笑しようしながら言った。


「ぼくとしのぶが何度も何度も休んでくださいって言ったのに、けっきょくは空から返事ばっかりで。ちっとも聞きやしないんだから」


「…………そう。心配をかけたわね」


　麗華は短くねぎらいの言葉をつむいだ。ねぎらうべき相手と目を合わせずに。


「まずはお茶にしますか？」保坂は気にした風もなく、「それともお食事を？　簡単なものならすぐ用意できますけど」


「…………いいえ、どちらも後にするわ。今は食欲がないの」


「またそんなこと言って。昨日もその前も同じこと言ってましたよ？」


「しょうがないでしょう。ほんとうに食欲がないんだから」


「なくても食べてもらわないと困ります。ここしばらくまともに食べてないんだし、ちゃんと栄養摂らなくちゃですよ？」


「いざとなったら点てん滴てきでもなんでもすればいいじゃない。栄養を摂る方法なんて食事以外にいくらでも──」


「お嬢さま」


　麗華は盛せい大だいにため息をついた。


　大ぶりのソファに深々と腰こしを沈しずめながら、


「わかってるわ。あとでちゃんと食べるから」


「本当に？」


「なんなら誓せい約やく書でも書きましょうか」


　保坂は困ったような笑みを浮かべ、用意していたブランケットを広げた。


　主の身体にかけようとしたところで、麗華は力なく呟つぶやく。


「結けつ構こうよ。それよりちょっとひとりにしてちょうだい。少し眠るから」


「うーん、それはちょっと厳きびしいですねえ」


　あはは、とほっぺたをぽりぽり搔かきながら、


「旦だん那なさまからも厳しくお達しを受けてるし、お嬢さまのそばを離れることはできかねます。すいません」


「あなたがいたらゆっくり寝られないじゃないの。付き人ならもう少し気を遣いなさい」


「うーん困ったなあ」


　困った困ったと言いつつぜんぜん困った顔をしないのがこの少年だが、この時ばかりはほんとうに弱りきった顔をして、


「今ぼくは、お嬢さまのそばを離れることはできません。どうしてなのかはわかっていますよね？　今のお嬢さまなら」


「…………」


「お嬢さま。聞き分けてください」


「出て行きなさい」


「お嬢さま──」


「いいから言うとおりにしてッ！」


　顔を背そむけて悲ひ鳴めいじみた懇こん願がんをする主に、保坂も折れざるを得なかったようだ。


「わかりました」


　麗華とは対たい照しよう的てきに、ごく落ち着いた口調で、


「しばらくしたら様子を見に来ますね。ゆっくり休んでください」


「…………」


　麗華は顔を背けたまま返事をしなかった。


　ややあって扉とびらが閉まる音が聞こえ、ようやく緊張の一部を解とく。


（…………無ぶ様ざまだわ。なんてらしくない…………）


　少なくとも先ほどのやりとりにおいて、保坂には何ひとつ落ち度はなかったはずである。にもかかわらず、感情の赴おもむくままに任まかせて怒ど鳴なりつけるような真ま似ねを……。


（でも保坂だって悪いのですわ。どうしてあんな風にいつもと変わらない顔ができますの……？）


　長年の主しゆ筋すじである麗華との婚こん約やく、などというトンデモ話を聞いて、どうしてあの男は平然としていられるのか──あの付き人であり、幼おさな馴な染じみでもある少年は。


　いやそれだけではない。北条家と二にノの宮みや家・月つき村むら家との闘とう争そうを始めとする、麗華を混乱のきわみに突き落とすあれこれの難なん問もんに直ちよく面めんしているのは、保坂も同じであるはず。なのに眉まゆひとつ動かさず、ただ黙もく々もくと自分の役割をこなすのに徹てつしている。


　長い付き合いのはずなのに、麗華は最近の保坂のことがよくわからない。


　あの男は何を考えているのだろう？


　聞いてみようと思ってもその勇気がない。覚悟もない。どんな答えが返ってきても受け止められるという自信がない。


（みんな、今ごろどうしてるのかな…………）


　二ノ宮家に集つどっていた者たちのことを思う。


　二ノ宮涼りよう子こ、月村美み樹き彦ひこ──月村真ま由ゆ、そして二ノ宮峻しゆん護ご。


　誰だれもが変へん転てんの荒あら波なみに飲み込まれ、いずれも行方ゆくえすら知れない。


　それどころか彼らと麗華との間には今や、途と方ほうもない断だん絶ぜつがある。固く、ぶ厚く、はるか天てん空くうにまで届くほど高い隔へだたりが。


　そのことを、今の麗華は息苦しいほどよく知っている。


　失ってみて初めて気づく、日常のかけがえなさ。


　もはやあのころには二度と戻れまい。


　その一いち因いんは誰より何より、この北条麗華にこそあるのだから。


　すべての記憶を取り戻した──いや、叩き返された今となっては、わかる。


（…………そうですわ。わたくしには、清算しなければならないものがある）


　のろのろと寝返りをうった。


　脳のう裏りに浮かぶのは十年前の記憶。


　それは他ならぬ麗華自身が改かい竄ざんした、あるいは見て見ぬふりをしてきた記憶。


　打ち捨てられ、埃ほこりまみれになった、真実の記憶──。





　　　　×　　×　　×





　薄汚れた町での短い家出生活を経へて、大切なものをたくさん手に入れた麗華は、ほとんど別人と呼んで差し支つかえないほどの変へん貌ぼうを見せた。


　まず、小生意気でこまっしゃくれた性格が影かげを潜ひそめた。謙けん虚きよさを知り、他人を思いやる心を育はぐくみ、非ひを素す直なおに認められる公平さを身につけていた。


　さらにはひどく勤きん勉べんになった。以前はレッスンや稽けい古こ事が大嫌いで頻ひん繁ぱんにサボタージュを繰くり返し、家庭教師たちの手をさんざんに焼かせていたのに、それがまったく反転した。習い事の時間になれば教師よりも先に稽古場へ顔を出し、熱心に教えを聞く。それどころか貪どん欲よくなまでに学ぶことに取り組み、時には教師が答えに詰つまるほど鋭するどい質問を投げかけたりもする。


　その変わりように、麗華を知る誰もがおどろいた。家庭教師たちはもちろん、あまたの使用人たちも。あるいは保坂やしのぶも、ひいては父の義よし宣のぶでさえも──誰ひとりの例外もなく、目を丸くした。


　もともと素そ材ざいはいいのにもったいない、でもいずれきっかけを得ればひとかどの人物に成長することだろう──という見けん解かいは衆しゆう目もくの一いつ致ちするところだったが、こんな形で忽こつ然ぜんと生まれ変わるとは誰も予想していなかったのだ。


　それはまさに変貌メタモルフオーゼだった。


　サナギが蝶ちようになるとか、そんな次元の話ではない。むしろサナギだったものが大輪のバラを咲さかせたかのような、ほとんど異次元の変化だった。


　そんな周囲のおどろきをよそに、麗華は自分を磨みがく作業に没頭した。


　睡すい眠みん時間を半分に減らし、ほどなくさらにその半分に減らし、がむしゃらに前を向いて走りつづけた。


　彼女には大切なものがあったのだ。それだけのために、他の何物をも犠ぎ牲せいにするのを厭いとわないほど大切なものが。


　未完の大器だった令れい嬢じようは急速に成長──いや、進化していった。それは驚きよう異いの進化であり、進化を支ささえたのは恐ろしいまでの集中力だった。


　だがしかし、麗華もまた人間である。


　それも、まだほんの七歳でしかない子供である。


　いかにモチベーションが高くとも、不意に我われに返ることがある。


　そうして我に返っては気づくのだ。


　満たされぬ何かに。癒いやしえぬ渇かわきに。


　それは寂さびしさと渇かつ望ぼうである。麗華を変えてくれたひとりの少年を思い焦こがれる、切ないほどの胸の高まりである。


　会いたい、と思った。


　でもまだ会えない、会ってはいけない、と思った。いつか追いついて、ぎゃふんといわせて、あの男のとなりに立てるだけの人間になるのだ──別れの際、麗華はそう大おお見み得えを切っている。


　それは彼女にとって何より大切な誓ちかいだ。


　胸むねを張ってその誓いを果たしたと言えるようになるまでは、再会してはいけない。


　それに自信もなかった。あの時は感情のままに口走ってしまったけど、ほんとうに自分はあの少年と並ならび立てるだけの人間になれるのだろうか？


　────精しよう進じんの道をひたすら邁まい進しんしながらも、そんなもやもやは常にあった。


　ある日、そのもやもやがついに爆発した。


（行こう。あの町へ、あの男のところへ）


　麗華は決意した。このままうじうじしているよりは、そのほうがずっといい。


　いったん決めれば行動は早かった。


　前回の家出事件のこともあり、麗華のお目付けはかなり厳きびしくなっている。それに稽古事だっておろそかにはできない。


　それでも進化した麗華にとってそんな障害は些さ細さいなものだった。一いつ計けいを案あんじて空くう白はくの時間を作ることに成功すると、一いち路ろあの町へと向かった。


（わたくしはあの男と勝負しに行くのですわ）


　そう言い訳をしつつ、旧世紀の遺い物ぶつのような町を歩いた。


　今の麗華は、あの少年に何ひとつ敵かなわなかったころとはちがう。短期間でみちがえるほど成長した。ならばその成長を確かめる必要があるのだ。


　もしまだ及およばないのであれば、及ばない理由を探さがして改かい善ぜんしなければならないわけで、そのためにもあの男と一度会ってみる必要がある。これは戦略上、当然のことである。決して私的な欲求のためにここにきたのではない──。


　道の先に、目的の建物が見えてきた。


　薪まきにするぐらいしか利用価か値ちのなさそうな、とてつもなくおんぼろの、でもひどく懐なつかしく感じる木もく造ぞうアパート。


　鼓こ動どうが高まってきた。


　なんだか無む性しように引き返したくなってきて、その衝しよう動どうを必死に抑おさえねばならなかった。


　ドアの前に立った。


　深呼吸をひとつふたつして、覚かく悟ごを決めた。


　せっかくあの男に再会するのだ、弱っちいままの北条麗華ではいけない。胸を張り、表情を引き締しめる。成長した自分の姿をきっちりあの男に見せ付けねば──


　ドアノブに手をかけ、一気に開けた。


「久ひさしぶりですわねネギ男！　このわたくし自らあなたと勝負をしに──」


　言えたのはそこまでだった。


　傲ごう岸がん不ふ遜そんで不ふ敵てきで威い勢せいのいい笑みを貼はり付けたまま、麗華は硬こう直ちよくを余よ儀ぎなくされた。


「…………。麗華ちゃん？」


　いきなりの出来事に目を点にしていた峻護が、侵しん入にゆう者しやの正体に気づいてぱあっと表情を明るくする。


「わあっ、麗華ちゃんだ！　ひさしぶり、元気してた!?」


「…………」


「なんだー、来るなら来るってひとこと言ってくれればよかったのに。そうすれば迎むかえに行ったし、おいしい料理も作っておいたのに」


「…………」


「？　麗華ちゃん？」


「────こンの」


　麗華は、鬼き女じよの形ぎよう相そうになった。


「浮うわ気き者ものおおおおおおッッッッッッ！」


「わあああっ!?」




[image: ]


　殺気のたっぷりこもったチョップを峻護は白しら刃は取どりで受け止めた。こしゃくではあるがさすがである。脳のう天てんから真まっ二ぷたつにしてやるつもりで振り下ろしたのに。


「れ、麗華ちゃんいきなりどうしたの!?」


「どうしたもこうしたもありますかこの薄はく情じよう者もの！」


　泡あわを食って悲鳴をあげる裏切り者へ、憤ふん怒ぬの少女は語気を荒あららげて、


「あの女は何者です!?」


　部屋の奥おくへ剣つるぎのような一いち瞥べつを放った。


　ちゃぶ台の前に、麗華とさほど歳も変わらないとみえる女の子がひとり、ちょこんと正座している。この騒さわぎにも端たん然ぜんとして、分厚い本をめくる手をまったく止めていない。


　かなり、いやとてつもなく整った容よう貌ぼうをしていた。鉄てつ面めん皮ぴのような無表情を別にすれば、ではあるが。


　そしてひどく居い慣なれた感じだった。まるでそこにいるのが当たり前、という顔をして澄すましている。


　逆上した麗華に理解できたのはそこまでだ。そして彼女は必然的な推すい理りに──自分に理解できたことの範はん囲いにおいてのみ、の必然だが──たどりつく。


「裏切り者には死あるのみですわ！　さあ覚悟なさいネギ男！」


「いやたぶん何か誤ご解かいしてるって麗華ちゃん！　ちょっと話を聞いて──」


「問答無用ッ！」


　麗華はチョップの手に力を込めた。


　体重を乗せ、ぐいぐい押し込んでいく。


　目じりには涙なみだが浮うかんでいた。いったい自分は何のために、誰のためにここまでがんばってきたと思っているのだ。


　まともに頭が働かない。ただただ、煮にえたぎった感情だけが身体からだの隅すみ々ずみをかけめぐる。かけめぐって細さい胞ぼうのひとつひとつに火をつけていく。


「わっ、わわわ！」


　耐たえきれず、峻護はもんどりうって倒れこむ。


　もみ合いになった。


　何をどうしてどうなったのかよく覚えていない。次に覚えている光景は、もみ合いの最中に足を滑すべらせ、体勢を崩くずしたまま倒れこんでいく自分の姿だ。


「あ────」


　回かい避ひ不ふ能のうだった。


　闇やみ雲くもに暴あばれまわっていたゆえ、とっさのことに反応できない。


　倒れこんでいく先に、あの女がいた。


　ぶつかる、と思った。


　次の瞬間。


　大騒ぎにも我われ関かんせずと本にかじりついていたあの女の姿が、いきなり搔かき消えた。


　消えただけでなく、なぜか麗華の視界もくるりと反転した。


　畳たたみが見え、次に壁かべが見え、さらに天てん井じようが見えた。


　そのまま重力と慣かん性せいの法則に逆さからい、ふわりと浮くような感覚。


　────気づいた時には、ちょこんと正座していた。


　麗華が、ちゃぶ台の前に、である。


「できれば」


　声がした。それが初めて聞くその女の声だと気づくのに数瞬かかった。


「もう少しお静かに。読書の支し障しようになりますので」


　ゆっくり座りながらそいつは言った。ごく冷静に、何ごともなかったかのように。


「…………」


　何が起きたのかわからなかった。


　あの女が麗華の体当たりを回かい避ひしつつ立ち上がり、彼女の腕をつかみ、胴どうを抱かかえた。そのまま合気道みたいな要よう領りようで勢いを殺し、魔法のように無む傷きずで着地させたのだ──と気づいたのは、だいぶ後になってからのことになる。


　気をそがれ、麗華はポカンとしたままそいつを見た。図はからずも麗華の恩おん人じんとなったらしいそいつは、すべての関心をなくしたように本に向かい、機械のようにページをめくり続けている。


　この小娘、どうやら自分よりはるかに力量が上らしい──ということだけを、麗華は理性によらず、本能で感じ取っていた。





　　　　＊





　…………というわけで、月村真由に対する第一印象は見事なまでに最悪だった。


（何なんですのあの女!?　無む口くちで無ぶ愛あい想そうで無表情で、何を考えているのかわからなくて気持ち悪くて──ちょっと顔がよくて運動神経もよさそうだからって、生意気なのですわ！　おまけにネギ男と同居しているだなんて！　ああもうほんっっっっと、気に入らない！　腹はら立たつ苛いら立だつシャクに障さわるうううううううううッ！）


　一応は峻護から事情を聞き、浮気でないことだけは納なつ得とくしたが、それでもとうてい腹の虫が収まらない。


（だいたいネギ男も軽けい率そつなのです！　いくら頼まれごとだからといって同い年の女とひとつ屋根の下で暮らすなんて──それも、このわたくしというものがありながらホイホイとお気楽に！）


　どうやら一度じっくり話し合う必要があるようだ。


　仁に王おう立だちして腕を組み、怖こわいくらいに目を据すえた麗華だったが、


「ごめん麗華ちゃん。これからどうしても外はずせないバイトがあって……今日来るってあらかじめ知ってれば、シフトも調整できたんだけど……」


　と拝おがみ倒されては仕方なかった。実際アポなしで押しかけたのは麗華のほうである。


「じゃ、ふたりとも仲良くしててね。できるだけ早く戻ってくるから」


　くれぐれも自じ重ちようしてほしい、という旨むねを念押ししつつ、峻護はあわただしく出かけていったが、今の麗華には馬ば耳じ東とう風ふうである。


「…………」


　威い嚇かくスタイルのまま目を細め、小生意気で小煩わずらわしい小娘を睨にらみつけた。


　ここ最近の麗華は、北条コンツェルン後こう継けい者しやとしての威い風ふうを身につけ始めている。大の大人でもこの視線を浴あびればすくみ上がり、小さな女王に主しゆ導どう権けんを明け渡すのが常つね──だったのだが。


「…………。何か？」


　月村真由とやらは暖簾のれんに腕うで押おし糠ぬかに釘くぎ、そよ風が吹ふいたほどにも感じ入った様子はない。


（～～～～～～っ）


　麗華は歯は嚙がみしつつもかんしゃくをこらえた。峻護に懇こん願がんされた手前、というのもあるが、なによりここで暴ぼう発はつするのは負けのような気がしたのだ。


　麗華は無言で畳の上に正座した。真由の真正面である。


　柳りゆう眉びを吊つり上げたまま、どこから切り出すべきか迷まよっていた麗華だが、


「話は聞いています」


　本のページをめくる手を止めぬまま、こしゃくな女がぽそりと言った。


「…………話って、何のです」


「あなたの話です麗華さん」


「わたくしの？」


「峻護くんの話題によく出てきますから」


　ぴくん、と麗華の眉まゆが跳はね上がる。


（『峻護くん』ですってえ……？　わたくしでさえ下の名前では呼んだことがないのに、なんて馴なれ馴なれしい……！）


「彼は事あるごとに言っていました。自分には大切な女の子がいる、と」


　どくん、と心しん臓ぞうが脈みやく打うった。


「その女の子はまるで火のような気き性しようをしていて、でも気性そのままの激しい美しさを備そなえた人だと。とても気高くて真まっ直すぐで高こう潔けつで、いずれきっとすごい人になるだろうと。自分はその人のことがとても大好きで、大切な約束を交かわしたのだと」


　あの男がそう言っていたのか。


　そんなふうに、麗華のことを評ひようしてくれたのか。


　頰ほおが、そればかりか耳の先までもが真っ赤に染そまっていくのが、わかる。


　知らずうつむいてしまった麗華のつむじに声のつづきが降ふってくる。


「そこであたしは訊ききました。そんな大事な女性がいるのに、この部屋にあたしが居ついてしまっては不ふ都つ合ごうなのではないか、そのひとは心配しないのか、と。すると彼は言いました。きっと麗華ちゃんならわかってくれるから心配いらないよ、と」


　ドキドキしっぱなしの麗華だったが、それを聞いて我に返った。


　発言の意い図とを悟さとって渋じゆう面めんを作り、


「…………それは卑ひ怯きようなんじゃありませんこと？」


　そんなことを言われたら、峻護を責せめることができなくなってしまうではないか。


「特にそうは思いません」


　月村真由はしれっとした顔で──麗華にはそう見えた、というだけだが──否定した。


　相変わらず本を読みながら、


「あたしがここで何もフォローをしなければ、峻護くんは何かと厄やつ介かいなことになったでしょう。あたしは彼に恩おん義ぎがあります、一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんを何乗にもした恩義が。どんな形でも少しは返しておかないと、そのうち帳ちよう尻じりが合わなくなってしまいます」


「…………」


「どうか安心してください」


　月村真由は初めてこちらを向き、言った。


「他人の物には興きよう味みありませんから」


「…………」


　麗華は、納なつ得とくせざるを得なかった。


　ともあれ多た忙ぼうの身ゆえ、さして長居はできない。そもそも監かん視しの目をごまかしてここへ来ているのだ。


　峻護の帰りを待つことなく、ごく短い滞たい在ざい時間でおんぼろアパートを辞じ去きよしなくてはならなかった。





（とにかく事情が変わりましたわ）


　令嬢は憤ふん然ぜんと決意した。


　自分で自分を『一人前になった』と思えるようになるまで峻護と会うのを控ひかえる、と固く誓ちかっていたのだが、こうなると話が変わってくる。


　なにせどこの馬の骨ほねとも知れない女が、将来を誓った男とひとつ屋根の下で暮らしているのだ。


　おまけにその女はひどく気に食わない性格をした輩やからである。加えて麗華をも上回る、底知れぬ潜せん在ざい能力を持っているように見える。


　これはもはや現実の危機であった。峻護に会いたいがための口実などではない。いかにあのふたりが潔けつ白ぱくを主張しようと、とてもじゃないが黙だまっていられない。


　麗華はもっとも近しい者にだけある程度の事情を打ち明け、協力を要よう請せいした。


　今後しばらくはスケジュールの合間を縫ぬって、誰にも何ものにも制限されぬ自由な時間を作りたい。それも周囲には極ごく秘ひのうちに、だ。そのかわり稽けい古こ事ごとや授業はこれまで以上に熱心に受けるから──と。


『もっとも近しい者』の筆ひつ頭とうである保坂光流などは苦く笑しようしきりであったが、最終的には助力してくれた。こうして北条義宣を始めとするほとんどの者があずかり知らぬ時間を、麗華は得ることができたのである。


　一時期は意図的に疎そ遠えんになっていた峻護との縁えんは、こうして復活をみた。





　危き険けん分子は排はい除じよするに限る、というのが、麗華の出した当然の結論だった。


　火のないところに煙けむりは立たない、という。どうにかして火の元もとになりかねない月村真由をあのアパートから追い出すことはできないものか。


　だがこの結論は、計画の早々の段階から引っ込めざるを得なかった。峻護がいち早く麗華の意図を察し、強きよう硬こうに反対したからである。


　彼の主張によれば、月村真由は大事な預あずかり人である。


　それも、彼が責任をもって預かっている少女である。


　であるからには、彼は彼の名にかけて、月村真由の利り益えきを守らねばならない。


　月村真由は彼女なりの事情で、おんぼろアパートに滞たい在ざいすることを望んでいる。


　ゆえに自分は、彼女の望みを叶かなえられるよう最大限の努力を払はらわねばならない。それがたとえ麗華の意に添そわぬことであっても──と、主張するのだった。


　二ノ宮峻護は普段こそ穏おだやかだが、いったん言い出すと梃て子こでも動かない少年だった。


　麗華としてはもう、引き下がるしかない。想い人のそういうところも彼女は大好きだったから。


　では、危険分子を無力化するためにどんな手段を採とったらいいか。


　真由が自らアパートを引き払うように仕組む──というのも不可能ではなさそうだったが、峻護の手前それは憚はばかられた。なにぶんにも北条麗華は、彼の将来の伴はん侶りよたらねばならぬ身。長い目で見てその策さくは、ふたりの関係においてプラスには作用しそうにない。


　いっそのこと自分もアパートに引っ越してこようか、とまで考えたが、さすがにそこまでは家の事情が許ゆるさなかった。峻護のことやおんぼろアパートのことは父たる義宣にも秘密にしている。発覚すれば最悪、峻護と永久に引き離されることにならぬとも限らない。


　麗華は歯は嚙がみした。なんの苦労もなく峻護と一緒にいて、当たり前のようにその立場に居い座すわる真由が、ねたましくて仕方なかった。


　残る手段はひとつ。


　北条麗華の実力を示し、月村真由より優ゆう位いに立つしかない。





「最近わたくし、このようなものを読んでいますのよ」


　その日おんぼろアパートに押しかけた麗華は、えらく分ぶ厚あつい書しよ籍せきを抱えて胸を張った。


「へえ……それって何の本？」


　峻護が興味深げに覗のぞき込んでくるのへ、


「マクロ経済学の本ですわね」


「ふうん……っていうかこれ、ドイツ語っぽいね。読めるの麗華ちゃん？」


「お茶の子さいさいです」


「うーん。それはすごい」


　峻護が素す直なおに感心し、麗華は鼻を高々と伸のばした。


　事実とてもではないが七歳児に読める本ではなく、すごいことにはちがいないのだった。ここ一週間のあいだほとんど徹てつ夜やでその本にかじりつき、家庭教師の手を借りて読どく破はしたのでなければもっとすごいのだが、それはそれ、これはこれである。


「あれ？　そういえばこの本……」


　と峻護が気づいた。


「たしか前、真由ちゃんも読んでなかったっけ？」


「あら奇き遇ぐうですわね。そちらの方もお読みになったの？」


　むろん奇遇などではない。ターゲットの女が読破した本であることをあらかじめ承しよう知ちしてのことである。


　ふふん、と流し目で真由を見た。無口女はちらりとだけ視線をこちらに向けて小さくうなずき、すぐにまたいつもの読書に戻ってしまう。


「うーん。真由ちゃんといい君といい、ほんとすごいなあ」


「北条コンツェルンの後こう継けい者しやとして帝てい王おう学がくを学ぶわたくしゆえ、この手の本はいわば必ひつ読どくなのです」


「なるほど。がんばってるね麗華ちゃん」


「ところでネギ男、あなたこの本に興味がありまして？　よろしければ特別に、本の内容を解説してあげてもよくってよ」


「あ、じゃあぜひ聞かせてもらおうかな」


「いいでしょう。そもそも経済学というものは一般に、ミクロ経済とマクロ経済の二種に大別され──」


「ふむふむ」


「最小単位での経済活動を対たい象しようとするミクロ経済と異ことなり、マクロ経済学はもっと大局的な、たとえば国家単位での経済活動を対象として──」


「ふむふむ」


「…………とまあ、およそこんな感じだけれど。理解できまして？」


「うーんごめん。半分もわからなかった」


「半分も？」


　首をひねった。マクロ経済学は経済学のいわば定番。この少年であればもう少し理解があってしかるべきだが。


「なるべく嚙かみ砕くだいて話したつもりですし、あなたほどのひとなら十分についてこれるものと思ってましたけど」


「うーん、確かに嚙み砕いて話してくれてるな、ってのはわかったけど。でも理解するには程ほど遠とおかったなあ。いやーすごいよ麗華ちゃん」


（…………ほんとにそうかしら？）


　と半はん信しん半はん疑ぎの麗華だったが、すぐに納得した。考えてみれば、ここしばらくは死に物狂ぐるいで研けん鑽さんに励はげんでいるのだ。その成果が顕あらわれたとしても何の不思議もない。


　かつてはひとつも敵かなうことのなかった相手に少しでも勝まされたことで、麗華は得意な気分になった。


　だが彼女の今の目的は、峻護をしのぐことではない。


「時にあなた」


　と月村真由に声をかけた。


「なんですか？」


「あなたもこの本を読んだのですわね？」


「読みました」


「理解はできまして？」


「おおむね」


　ほんとかしらね、と麗華は鼻を鳴らす思いだった。なにしろ北条家お抱えの家庭教師でさえ手こずる書物である。麗華も八方手を尽くしてようやく一定の成果を得たのだ。それも一週間かかりきりになってやっとその成果──はたして月村真由にどのていど理解できているものか。


「わたくし、あの本に関してはいくつも疑問点がありました。よろしければあなた、わたくしとその点について検けん討とうし合ってみませんこと？　それはきっとお互たがいにとってプラスになることと思いますわ」


「…………」


　無口女は本から顔を上げ、ちらりと峻護を見た。どうやらそれは許きよ可かが下りるか否いなかを確認するための仕し草ぐさらしい。


「うーん……」


　と峻護は少しばかり考えていたが、それはほんとうに少しの間だった。


「うん、いいんじゃないそういうのも？　ふたりが仲なか良よくなれるきっかけになるかもしれないし」


「…………それでは」


　無表情女は正座のまま向きを変えて麗華を見、


「疑問点というのは、具ぐ体たい的てきにどのあたりですか？」


「そうね、たとえば百二十ページ目の八行目あたりとか」


　ふふん、と麗華は鼻はな先さきで笑った。


　どこのページに何が書かれていたかなんて覚おぼえているはずない──そう高たかをくくり、軽いジャブのつもりで意い地じ悪わるをしてみたのだが、


「はい。マネーの実じつ質しつ効こう果かについて記き述じゆつしてあるあたりですね」


　あっさりうなずいた。正解である。


「そもそもマネーの増ぞう大だいが経済主しゆ体たいの支出を増ふやすとしても、そのことと実質の生産が増大することとは別の問題です。支出が増えても生産そのものが増えなければインフレになるだけですし、マネーの成長率とインフレ率との間あいだに高い相そう関かん関かん係けいがあることは確かにしても、実質成長率への影響はないものと考えていいように思われます。とはいえ少なくとも短期的に見た場合においては、マネーは実質生産を増加させる効果があるという分ぶん析せきも存在し──」


　意表をつかれて二にの句くが継つげないでいるうちに、無口だったはずの女は矢や継つぎ早に論ろんを展開してくる。


「物価と失業率との間に、たとえ長期的・継続的とは言えないにせよマイナスの意味での相関関係が存在するという解かい釈しやくは、人々が価格の情報を間違って認識しているか、そもそも価格自体が硬こう直ちよく的てきであるかのいずれかに所以ゆえんするとされています。フリードマンとフェルプスの説によれば価格についての予想を誤あやまることが要点で、対してルーカスによれば価格全般と自己の生産物の価格についての認識を誤ることが要点でしたが、いずれにせよ初期のケインジアンによれば、価格の硬直性は前ぜん提ていとして考えられていたようです。一方のニューケインジアンは、価格の硬直性を人々の合理的な行動の結果であるとする解釈を提示し──」


　と、ここから先はよく覚えていない。麗華にはまだ理解できないことばかりだったし、そもそも論じる対たい象しようだった本に書かれてないようなこともズラズラ並ならべ立て始めたからだ。


「────という次し第だいですが、ご理解いただけたでしょうか」


「……………………なかなかやりますわね、あなた」


　と、麗華はやっとそれだけを言った。


　むろん知ったかぶりである。


　真由は何も言わなかったが、おそらく見み抜ぬいていただろう。


「いやあ。ふたりともすごいなあ」


　などと峻護は感心していたが、当事者の目から見れば優ゆう劣れつは明らかだった。麗華は顔で笑い、心で歯は嚙がみするしかなかった。





　出だしから大コケだった目もく論ろ見みだが、その程度でめげはしない。


　その後も麗華は強敵に対し、矢継ぎ早に勝負を仕し掛かけた。


　ある時は料理の腕うでを競きそった。


　峻護との短い同居生活を経へて以来、調理技術に対する麗華のモチベーションはきわめて高いレベルで推すい移いしている。苦楽を共にする配はい偶ぐう者しやへの栄えい養よう補ほ給きゆうとしても、またひと時の慰い安あんを与えるためにも必ひつ須すな料理の腕を磨みがくのは、伴はん侶りよたる女性のつとめ。何より優先される帝王学を差し置き、ひそかに修しゆ行ぎようを重ねてきたのだ。


「あーら。ずいぶんと質しつ素そな夕ゆう餉げなのではなくて？」


　無愛想女が食事当番の時を狙ねらって、麗華はふふんと鼻で笑った。


　台所に立つ真由の手て元もとを覗のぞき込こんで、


「ほうれん草のおひたしに、イワシの塩焼きに、かぼちゃの煮に物ものに……どれもこれも手間の掛からない簡単なものばかりじゃないの」


「…………」


　無口女は本を片手に、黙だまって鍋なべの火ひ加か減げんを見守っている。峻護はやや苦く笑しよう気ぎ味みになりつつも、こちらも黙って成り行きを見守る格かつ好こうだ。


「このわたくしであれば、同じ食材を使ってもっと別の、それでいて豪ごう華かで見み栄ばえも味もいい料理を作れますのに。残念ですわ、あたら食材を無む駄だにするかのような行こう為いを目の前で見せ付けられてなお、何もできないなんて！　わたくし、自分の無力さにほぞを嚙む思いでいっぱいです」


「…………」


　無表情女は本から顔を上げ、ちらりと峻護のほうを見た。


「うーん、そうだねえ」


　家主の少年はちょっと考えるそぶりをしてから、


「じゃ、一度ためしてみる？　基き本ほん同じ条じよう件けんでさ、真由ちゃんと麗華ちゃんのどっちが上か。料理の腕前勝負ってことで」


　望むところであった。


　いま作っている料理をそのままコンペに出品する、などと妄もう言げんを吐はく真由をせせら笑いつつ、麗華は腕まくりして台所に向かった。


　料理品目は『南なん欧おう風のジュレを添そえたほうれん草のソテー』『イワシとトマトのクリーム煮パスタ』『ラザニア風にアレンジしたかぼちゃのパイグラタン』である。もちろんこのアパートに置いてあるもの以外は使用していない。


　忙いそがしく動き回り、ライバルとほとんど変わらない時間で調理を完かん了りようした。もちろん仕事に手は抜ぬかず、だ。


「さあ。遠えん慮りよなく堪たん能のうなさい」


　汗あせをぬぐいつつ胸を張った。突とつ貫かん工事ではあるが、いま自分が持てる技術をすべてつぎ込むことができたという自信がある。


「じゃ、いただきまーす。どれどれ……」


　審しん判ぱん役やくの峻護が味見を開始した。真由の料理はすでに峻護、麗華ともに試し食しよく済ずみである。無口女の作品は、シンプルなくせに麗華をもうならせる出来ではあったが、きっちり手て間ま隙ひまかけた麗華の料理にはとても敵かなうまい。


「うん。おいしい。これはいいなあ」


　峻護は満まん面めんの笑えみを浮うかべた。


「ウチにある食材でよくここまでできたね。これはもう、ぼくより技術は上かな。麗華ちゃん腕あげたなあ」


「ふふん。当然ですことよ」


「でも…………」


　ところが峻護は眉まゆをハの字にして、


「勝負でいえば、これは真由ちゃんの勝ち、ってことになるかな」


「んな────」


　麗華が目をむいたのは責せめられまい。


「どうしてそうなるのです!?　わたくしの料理にいったい何の不ふ満まんがあるというんですの!?」


「不満は何もないよ。ほんとにすばらしい出来だと思う。でも勝負ってことなら、真由ちゃんの勝ちにしなくちゃね。ほんの少しだけど、確かに差はあるわけだし」


「いったいなぜ……まさか、あの女の料理のほうが好このみの味だったとか？　和風が好みだとか塩味の加か減げんだとか……そんな理由で？」


「そうじゃないよ。うーんそうだな……麗華ちゃん、もういちど食べ比べてみて？　自分の料理と真由ちゃんの料理」


　憤ふん然ぜんとしつつも言われたとおりにしてみた。


　まずは自分の料理を試食する。出品する前に味見したとおりの、調理前に思い描えがいていたとおりの完かん成せい度どだった。落ち度と呼べるものは何もない。


　次に真由の料理を口にする。これも先ほど麗華をうならせた、こしゃくな料理である。こちらにも欠点らしき欠点は何もなく、麗華の料理と甲こう乙おつつけがたい出来栄ばえだ。


　だがしかし、麗華の作品を差し置いて勝利を得るほどでもないと思える。引き分けというならまだしも……。


（────ん？）


　ささいな違い和わ感かんを舌したが捉とらえた。


　もういちど食べ比べてみる。先ほどよりも違和感が鮮せん明めいになる。


　どこが、と問われればとっさには答えられない。だが確かに何かがちがう。同時に比べてみて初めて気づく、ほとんど誤ご差さで処しよ理りしてしまってもいいような何か。


　麗華の料理は、理想としている味とほんのわずか、劣おとる気がする。


　北条家で作る時よりも、ほんのわずかに。


「どうして？　なぜです？　わたくしは最さい善ぜんを尽くしたはずですのに……我が家のキッチンで作る時はもっと……」


　あっ、という顔を麗華はした。


「気づいた？　たぶんそういうことだと思うよ」


　峻護が頷うなずきながら、


「ウチの台所って、なにしろこんなボロアパートだから。火力は弱いし、そもそも火の元もひとつしかない。いくつものコンロを使って同時に使いまわしていけるキッチンとは、どうしたってやり方がちがってくるよね。それに調ちよう理り器き具ぐとかだって、すごいものが完全にそろってるわけでもないし。包ほう丁ちようの切れ味とか、水道の具ぐ合あいだとか……とにかくまあ、そのへんをうまいことやりくりしないといけないわけで」


　半ばうつむきながら、麗華は黙って解説を聞いている。


　すべてはもう、彼女とて自覚していることだった。


「麗華ちゃんの今日の料理って、けっこう手て間ま暇ひまかかってるものだから。手が込めば込むほど設せつ備びの差は出ちゃうよね。それでも麗華ちゃんは、ウチの台所をものすごく上手に使いこなしてたけど……」


「っ……」


「その点、真由ちゃんの料理はシンプルだったから。どんな環境で作っても差が出にくいメニューばかりだよね。設備の不備を埋うめるためにバタバタする必要もなくて、最低限必要なことに必要なだけ集中することができる」


　麗華は、あわただしくキッチンを動き回って四し苦く八はつ苦くしていた自分の姿すがたをかえりみる。


　同時、片時も目を離はなさずじっと鍋なべの火加減を見ていた真由の姿も思い出した。


「単純に味だけみたら麗華ちゃんのほうが上だったかもだけど……ここは真由ちゃんの勝ちってことにしないとね、僕としては。『料理の腕前勝負』って言ったわけだし」


　峻護の判はん断だんは当然である。


　これは料理勝負ではない、料理技術の勝負なのだ。


　それと承知していながら麗華はミスを犯おかした。


　完かん敗ぱいだった。たとえわずかな差であっても、それは完かん膚ぷなきまでの敗北だったのだ。


「でもま、僕としては勝負なんてどうでもいい感じだけどね、正直言えば」


　そう笑って、峻護はちゃぶ台の料理をもしゃもしゃ口に運ぶ。


「こんな腕のいいコックふたりの料理を同時に食べられるんだから、幸せなことだなあ。いやあそれにしても、ふたりともすごい技術もってるよ。僕じゃもうとても敵かなわないな、真由ちゃんにも麗華ちゃんにも」


　楽しげな声は、半分も耳に届とどいていなかった。


　勝ち誇ほこるでもなく興きよう味みなさげに本を読んでいる真由を、じっと睨にらみつけるほかなかった。





　ある時は運動能力を競きそった。


「最近わたくし、トライアスロンなるものを始めましたの」


　おんぼろアパートに押しかけた麗華は、開口一番そう切り出した。


「へえ、トライアスロン？」


　峻護が軽いおどろきの顔で訊きいてくる。


「なんでまた、そんなハードなもの始めたの？」


「なんでまた、などと問うのはきわめて異いなこと。わたくしとしてはある意味当然のことなのですわ」


　ちいさな令れい嬢じようはふふんと髪かみをかき上げながら、


「なぜならトライアスロンとは、人体の限界にもっとも多面的な意味で挑ちよう戦せんする、いわば究きゆう極きよくの競技。走る、泳ぐ、二輪車をこぐ──いずれもシンプルきわまる運動ながら奥おくは果てしなく深く、なおかつ長時間にわたって五体を酷こく使ししなければならない、非常識ともいえる過か酷こくさを強しいる競技です」


「ふむふむ」


「しかし北条コンツェルン次じ期き総そう帥すいのわたくしとしては、それゆえにこそ挑戦する意義と義務があるというもの。わたくしはあまたの配下を束たばねて君くん臨りんする絶対王者たらねばならず、そのためには知で勝まさることは当然ながら、体力的にも他を圧あつ倒とうしなければならないのですわ」


「うんうんなるほど。でもさ、君の歳としでそんなキツい競技をやるのはちょっとムチャだなあ。まだ身体が未み発はつ達たつのうちに鍛きたえすぎると、かえって身体を壊こわすことになるよ？」


「もちろんそこまで本格的なものではありません。あくまでも鍛たん錬れんの範はん囲いに収まる範はん疇ちゆうで挑戦しているのです。……時にネギ男、あなたも試ためしにやってみてはいかが？　わたくしと一緒に」


「僕が？　うーんそれはどうかなあ」


「なぜです？　あなたほどの人でしたら、トライアスロンの過酷さにも十分ついてこれるでしょうに」


「うーん……」


　峻護は、意外なほどに渋しぶった。


「なんなのですネギ男。またどうしても外はずせない仕事でもあるの？」


「うーん、そういうわけじゃないけど」


「ではどんな不ふ都つ合ごうがあるのです。理由を言いなさい」


「うーん……」


　超絶スペックを誇るはずの少年はしばし考え込んでいたが、やがてほっぺたをぽりぽり搔かいて、


「外は暑いから……とか？」


「なんと軟なん弱じやくな！」


　令嬢は頭にツノを生やし、怒ど濤とうの説教を開始しようとした。峻護はその気配を察してあわてて立ちあがり、


「わかった、わかったよ。やるってば」


　というわけで急きゆう遽きよ、ふたりは体力の限界に挑戦することになった。


　興味なさげに本を読みふけっていた真由を引きずっていって立たち会あい人にん兼けん監かん視し人にんとし、峻護と一緒に川を泳いだり路ろ地じを駆かけ巡めぐったり坂を上ったりした。


「ちょ、ちょっと待って……ギブ。ギブアップ～」


　途と中ちゆう、峻護が先に音ねを上げた。


「なんですだらしない。それでも男ですかあなたは」


　想そう定ていしていたよりはるかに早い段階でリタイヤした少年に、麗華は憤ふん慨がいしきりで、


「しゃきっとなさい。一休みしたらつづきを始めますわよ」


「いやごめん、ほんとに無む理り。今日のところはこのへんで」


「なんて情なさけない……わたくし失しつ望ぼうの思いを抑おさえきることができません」


「いきなりはムチャだって～」


　普ふ通つうに考えてムチャなのは百も承しよう知ち。しかしこの男なら十分やれると信じて疑わなかったのだ。


　まあいいですわ──口では情けない情けないと言いつつも、内心ではまんざらでもない麗華である。以前はまったく及およばなかった相手に、ともかくひとつでも優ゆう位いに立てることができたのだ。寝ねる間を惜おしんで自分を鍛きたえた甲か斐いがあった、というものである。


「まあでも、ネギ男はこれでもよくやったと言うべきですわ」


　ふふん、と胸を張り、


「繰くり返かえし述のべているとおり、トライアスロンはきわめて過酷な競技。普通であれば途中までついてくることさえ至し難なんの業わざなのです。褒ほめて差し上げますわよネギ男」


「あはは……ありがとう、でいいのかな？」


「もちろん。褒めているのだから素直に感かん謝しやなさい。あなただからこそここまでやれたのです。これがもし──」


　ちらり、と真由のほうを見やって、


「これがもし、年がら年中本にばかりかじりついている人であれば。最初の五分で無ぶ様ざまに息をあげた上、ほどなく病院送りになっていたことでしょうね。そういう人を参加させなくてほんとうによかったと思いますわ。ネギ男以外にも誰か誘さそおうかと思わなくもなかったのですが……おかげで無用な罪つみの意い識しきを抱いだくことなく済すみました。まことにもって重ちよう畳じようの至いたりですことよ」


　道みち端ばたに座すわり込んで（こんなところでも正せい座ざである）飽あきもせず読書にふけっていた小娘は、わずかに目を上げて麗華を見た。


　次いで無言のまま峻護のほうを見やる。


「うーん……」


　と峻護はほっぺたを搔かく。


「やりたいの？」


「…………」


「僕としてはあんまりおすすめしないんだけどなあ。やめとかない？　真由ちゃん」


「…………」


「わかった、わかったよ。じゃあやってもいいから。そのかわりムチャはしないようにね」


　こくり、と頷うなずいて真由は立ち上がった。


　想そう定ていどおりの展開に、麗華はご満まん悦えつの顔である。とにかく無口、無ぶ愛あい想そう、無表情と三さん拍びよう子しそろっているからわかりにくいのだが、月村真由という娘は根が単たん純じゆんで熱くなりやすいタイプらしい、ということが明らかになりつつある。特に麗華の挑ちよう発はつに対しては、ほとんど即そく応おうで乗ってくることが多かった。


　峻護を立会人として、ふたりはさっそく競きよう技ぎを始めた。


　設定コースは本式のトライアスロンに比べて数分の一。が、とてもではないが六歳や七歳の子供が走そう破はできるようなコースではない。


　とはいえそれは、普通の子供であればの話である。


「じゃあふたりとも用意はいい？　それじゃ、スタート！」


　最初のマラソン競技。


　麗華はスタートと同時に短いダッシュ、ライバルの前に素す早ばやく位置どった。


　その選せん択たくには彼女らしい、苛か烈れつで攻撃的で意い欲よく的な意い図とが込められている。


（このままわたくしは優位に立ちつづけ、そのままゴールに駆け込むのです。一度たりとも抜ぬかせず、一度たりとも差を詰つめさせずに）


　真由との差は二メートルジャスト。この間合いを測はかったように保たもちつづける。真由が追い抜こうと試こころみれば走るスピードを上げ、遅れればスピードを落とす。


　狙ねらうのはただひとつ。圧あつ倒とう的てきな実力差を徹てつ底てい的に見せつけた上でもぎ取る、完全無欠の大圧あつ勝しよう。


（この無口女には、短期間のうちにいくつも借かりを作ってしまいました。倍にして返してやらねば気が済みませんわ）


　酷こく暑しよの一日だった。


　ふたりのランナーは、滝たきのように流れる汗あせをきらめかせつつ、設定コースをただひたすら走りつづける。


「ふたりともがんばって～。でもムチャはダメだよ～」


　立会人の峻護が自転車をこぎつつ、やや無責任でお気楽な声せい援えんをかけてくる。麗華としては無論、ムチャだろうと手足がもげようと意地でも勝つつもりである。


（それにしてもこの小娘……相変わらずこしゃくですこと！）


　優位をキープしつつも、麗華は賞しよう賛さんまじりの舌した打うちを禁きんじえない。


　うしろをついてくる真由の呼吸は、速まってこそいるが決して乱れてはいないのだ。トライアスロンなど未経験であろうに、いまいましいまでの落ち着きっぷりであり、冷静なレース運びである。


　お互たがい一歩もゆずらぬまま次の競きよう泳えいへ突とつ入にゆうする。


「ムチャはぜったいダメだよ～、約束だよ～」


　浮うき輪わを持った峻護が見守る中、選手ふたりは川の中へ飛び込んだ。麗華は真由の動向を探りつつ泳ぎ進んだが、脱だつ落らくの気配はない。ここでも勝負は互ご角かく。


（いいでしょう、ならば次で決着ですわ！）


　自転車競技。かなりの速度オーバーで町を走る麗華と真由。道行く人々が驚きの視線を投げかけてくる中、少女たちはぎりぎりの戦いを展開する。


（くッ、しぶといですわね！）


　今度のは混まじりけなしの舌打ちである。真由が遅れればスピードを落とす、などと悠ゆう長ちように構かまえていたのだが、小娘はきっちりぴったりついてくるのだ。


　どうやら自分は、月村真由をまだ甘あまく見ていたらしい──そう自覚せざるを得ない。やはりこの女、あらゆる意味において脅きよう威いだ。


（最後までもつれそうですわね、この勝負）


　予想は的中した。ラスト数百メートルに至るまで、ふたりの差は広がりもせず縮ちぢまりもしない。


（最後の最後でのラストスパート。そこが勝敗の分かれ目──）


　いつだ？


　いつ、真由は仕掛けてくる？


　残り百メートル。いったいどこで動いてくるか。


　麗華は焦じれた。もともと攻せめの性質であり、受け身が得意なほうではない。


　先に動いた。


　ぐっとペダルを踏ふみ込み、全ぜん身しん全ぜん霊れいの力をこめてスパートをかける。


　そのほんの一いつ瞬しゆん後に真由も動いた。


　残り五十。


　もはやこの先に駆け引きはない、力勝負があるのみ。


　目め覚ざましい速度でコースを走る。しかし正しよう真しん正しよう銘めいの全力ゆえ、ほんの一瞬しかもたない最高加速。


　先に仕掛けた麗華の足が鈍にぶり始める。


　すかさず真由が差を縮める。


　しかし残りは二十、このまま逃にげ切ってみせる──！


　残り十。


　勝つのは麗華か。


　残り五。


　あるいは真由か。


　ふたり、ぴったり並んでゴールを駆け抜けた。


「いやーすごい！　いい勝負だった！」


　峻護が惜おしみない拍はく手しゆを送りつつ近づいてくる。


「見てるだけですごい緊きん張ちようしちゃったよ。まだ心しん臓ぞうがどきどきしてるし。いや、でもほんといい勝負だった。ふたりともおつかれさま」


「そんな、こと、より」


　路ろ地じに手足を投げ出して息を切らしつつ、麗華は審しん判ぱんをにらみつける。


「結果はどうだったのです？　勝負の結果は？」


「うーん、結果なんてどうでもいいと思うなあ。ふたりしてあれだけいい勝負をしたんだし。ここはひとつ、引き分けってことで──」


「言いなさい」


　有う無むを言わせぬ口く調ちように、峻護はややあさっての方角を向いて、


「うん。麗華ちゃんの負け」


　顔を背そむけたくなる衝しよう動どうをこらえ、麗華は真っ直ぐその宣せん告こくを聞いた。


「ほんの二センチ──いや、一センチなかったかも。そのくらい微び妙みような差だった。でも負けは負けだよね」


　負けは負け。まったくそのとおり。


　北条麗華は、月村真由に負けた。


　その事実が厳げん然ぜんとしてあるのみだ。


　あえてはっきり言ってくれた峻護の気き遣づかいも、今はさして慰なぐさめにはならない。


「…………あなたが、もし」


　横合いから声が掛かった。


　見れば、無口女がめずらしく自分から口を開いて、


「自分のペースで、走っていれば、どう結果が転ころんでいたかは、わかりませんでした」


　さすがの無口女も今ばかりは息を切らせ、つっかえつっかえに言葉をつむいでいる。だがむろん、それだって何の慰めにもならない。


「…………それは勝者の余よ裕ゆう、というわけかしら？」


　衝動をこらえ切れず、麗華は逆さか巻まく炎ほのおのような視線を勝者に突き立てる。


「あるいはよもやとは思いますが、同情を向けられているのであれば願い下げですわ。そのような哀あわれみを受けるほど落ちぶれては──」


「ちがうよ麗華ちゃん。そうじゃないんだ」


　峻護が苦く笑しようまじりに、


「真由ちゃんのそれは、本心からほめてるんだよ。麗華ちゃんの実力を本気で認みとめてるってこと。そうでしょ？　真由ちゃん」


「そうでも、ありま、せん」


　途と切ぎれ途切れに無口女は答える。そっぽを向いてしまっているため、その表情まではわからない。


　わかるのは、彫ちよう像ぞうみたいにいつも冷れい静せいで冷れい淡たんなあの小娘が、麗華よりもさらに息を切らせているようにみえるということ。


　真由にとっても、今日の勝負は激げき闘とうだったのだ。


「いやあそれにしても」


　峻護がうんうん頷うなずきながら、


「いいライバル同士だよね。麗華ちゃんと真由ちゃんって」


　さもそれが長年にわたって証明されつづけてきた、紛まごうことなき事実であるかのように言った。


　反論は同時だった。


「ライバルですって!?　冗じよう談だんじゃありませんわ、誰がこんな無口女を！」


「心外です。このひとをライバルだなんて、思ってません」


「なにをえらそうに！　あなたに言われる筋すじ合あいはなくってよ！」


「あたしだってあなたに言われる筋合いはありません」


「ふん、今日の勝負だって、たまたまわたくしが本調子ではなかっただけ！　なにしろわたくしは先にネギ男と勝負をしていて、そこで体力を使ってしまったのですからね。もう一度同じ勝負をすれば必ずわたくしが勝ちます！」


「いいえ。何度やっても結果は同じです」


「今の言葉たしかに聞きましたわ！　だったらもうひと勝負ですわよ！　今すぐ、ここで！」


「望むところです」


「ちょっとちょっとふたりとも！　だめだってそんな、ただでさえずいぶんムチャしてるのに、また連続で勝負だなんて！」


　峻護があわてて止めるのをよそに、ふたりの少女はふたたびスタートグリッドにつこうとするのだった。
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　鉄てつ鍋なべを火で炒いるような夏の日。


　のちに何度も何度も何度も繰くり広げられる戦いの、これはまだほんのひとコマである。





　　　　×　　×　　×





　────陽ひが沈しずんだ。


　暗くら闇やみに侵おかされた部屋に明かりも灯ともさず、麗華は死体のように革かわ張ばりのソファへ背せを預あずけている。


　休きゆう憩けいを取っても、まるで疲つかれが抜ぬける気け配はいはなかった。


　当然だろう。脳のうみそがショートするかと思えるほどの集中力を発はつ揮きして、あきらかに許きよ容よう範はん囲い以上の仕事を連日こなしているのだ。ちょっとやそっとで癒いやせるものではない。


　だがそれと知りつつも、麗華は走りつづけるしかない。


　走りつづけ、逃げ回りつづけるしかない。


　止まってしまえば、向き合わなければならないから。


　だから無理をしてでも走りつづける。無理をするゆえ身体からだはいよいよ悲ひ鳴めいをあげ、本来のスペックを発揮できなくなる。無理をカバーするためにもっともっと走らなければならなくなる。


　過か負ふ荷かがさらなる過負荷を呼ぶ悪あく循じゆん環かん。でも、わかっていても止められない。


　そうでなくても、この疲れが抜けるはずはないのだ。


　今の麗華は、その理由を知っている。


「…………っ」


　歯は嚙がみして寝返りを打つ。じっとしていると、ドス黒い何かに押しつぶされそうだった。


（あのころのわたくしの世界は、あんなに光り輝いていたのに…………）


　十年前のことを思う。


　当時は毎日のようにカッカカッカと頭に血を上らせていたけれど。地じ団だん太だを踏ふんでばかりで、眉み間けんにしわが寄りっぱなしだったけど。


　でもそれは今にして思えば、とても幸福な日々だったのだ。


　十七年の人生においてほんの刹せつ那な、幻まぼろしか何かのように訪れた、奇き跡せきのような日々。


　ひどく短い──まるで北国の夏のような、はかなくて美しい時間。


　夏が終われば長い長い冬が訪れることをいまだ知らぬ、いとけない子供たちの戯たわむれ。


　失って初めて気づく、あまりに安っぽい、しかし幾いく度ども繰り返される過あやまち。


　ぎゅっと目を閉じた。


　身体がバラバラになってしまいそうなくらい悲しく、切せつなかった。


「…………仕事のつづきを、しないと」


　けっきょくまた、麗華は逃げることを選ぶ。それが麻ま薬やくのように彼女を蝕むしばんでいくことを知りながら、どうしても手放すことができない。


　ソファから立ち上がり、執しつ務む机づくえに戻った。


　いや、戻ろうとしたつもりだった。


「…………。あら？」


　いつの間にか毛足の長い絨じゆう毯たんに顔半分をうずめていることに気づき、麗華は目をぱちくりさせる。


　おかしい。どうして自分はこんなところで寝転がっているのだろう。早く仕事に戻らないと。


　両手を突つき、起き上がろうとした。が、その意い思しはあくまで意思の段階に留とどまった。


　起き上がれない。


　手足に、いや全身に、力が入らない。


　朦もう朧ろうとする意識で、麗華は背せ筋すじに冷たいものが這はう感覚を知った。


　ついに限界がきたのだ。


　それが単なる体力の限界ではないことを、彼女は知っている。


　その運命に、必然の結末に、それでも抗あらがおうとした。必死に、歯を食いしばって抗った。でも身体は少しも言うことを聞いてくれなくて。


「…………っ」


　もはや声をあげることすらままならず、麗華の意識は泥どろのような暗闇に引きずりこまれていく。


　北条家の一角で、とある人物が巻き起こしつつある騒そう動どうにも気づかぬまま。





　　　　＊





　その来客を不ふ審しんがる者は初め、誰だれひとりとしていなかった。


　北条家にあまた住み込んでいる使用人たちはもちろん、敷しき地ち内ないのそこかしこに常じよう駐ちゆうする警けい備び担当者たちですら誰ひとり、である。


　だけでなく、その来客と行き違うたび誰もが深々と一礼して敬けい意いを払いすらした。


　彼女はそれに値あたいするだけの血ち筋すじのよさ、やんごとなさを五体すべてからにじませていたし、何よりひどく堂どう々どうとしていたのだ。


　その態度はあたかも事の始めから──ひょっとすると北条家の邸てい宅たくが建たち並ならんだ大昔の頃からずっとそこにいるような、そんな自然さであり、不ふ敵てきさであった。


　だがしかし、ここは政財界の最さい重じゆう鎮ちんたる男の本ほん拠きよ地ちである。決してセキュリティは穴だらけのザルというわけではない。


　広大な庭園を突っ切って真っ直ぐ本邸に向かっていくその少女を、ひとりの警備員が見咎とがめた。


「もし、そこなご令れい嬢じよう」


「何か」


　いらえは返ってきたが、立ち止まりもせず振り返りもしない。少女は本邸に向かってすたすたと歩いていく。


「しばし、しばしお待ちを」


　その警備員はあわてて少女の前に回りこみ、そして思わず息を呑のんだ。


　ともすれば時代錯さく誤ごなほど豪ごう奢しやな衣い装しようと、金糸のように波打つ黄おう金ごん色の長い髪かみ。そして作り物のように整った顔に浮かぶ、不敵きわまる表情。


　まるで猛もう禽きんが極ごく楽らく鳥ちようの羽根をまとったかのような、あまりに豪ごう華か絢けん爛らんな人物だった。


　だが彼の記憶にある限り、こんな目立つ人物が来訪する予定はなかったはずである。


　委い細さいかまわず、といった態ていで歩きつづける少女に追いすがりながら、警けい戒かいの度合いを高めつつ問う。


「失礼ながらどちらさまでいらっしゃいますか？　よろしければ私が邸内をご案内いたしますが」


「案あ内ない、とな？」


　金きん髪ぱつの少女はちらりとだけ視線をやり、くちびるの端はしを吊つり上げた。


「不法に侵しん入にゆうした者に対してずいぶんと寛かん容ような屋敷よな。こういうのをこの国の言葉では『盗ぬす人びとに追い銭せん』とでも言うのだったか、確か」


「？　あなたは一体……」


「くせ者だ」


　少女は自身の発言の内容にそぐわぬ、威い風ふう堂どう々どうたる口ぶりで言った。


「アポイントメントのない客であり、招まねかれざる客。要するに貴き様さまが排はい除じよすべき敵てきというわけだな」


「…………」


「どうした？　そのまま指をくわえて見ているつもりか？　給料泥どろ棒ぼうっぷりを晒さらしたいのであればそれでもかまわんが」


　ここまで言われてもなお、彼には迷まよいがあった。賊ぞくと呼ぶにはあまりに対たい極きよくにあるこの人物をいったいどう処しよ遇ぐうすべきか。


　だがそうする間にも、少女はどんどん本邸に近づいている。決断するしかなかった。


「────御ご免めん」


　不審者を自じ称しようする少女を拘こう束そくすべく、風のように動いた。


　…………言うまでもなく彼は、北条家の警備を預あずかる者のひとりである。


　北条家の警備員といえばただのセキュリティ要員ではなく、その実態は私兵と呼ぶに近い。もちろん幹かん部ぶから末端に至いたるまでひとり残らず、高度な戦闘技術を身につけたプロをそろえている。


　ゆえに自信はあった。自信というより確信、確信というよりは予定調和といっていい。


　熟じゆく練れんの戦闘技術者と年とし端はもいかぬ少女。優ゆう劣れつも勝敗もあまりに明らかであり、彼の行動には何の疑念も停てい滞たいもなかった。


　ゆえにこそ信じられなかったのだ。


　拘束に動いたはずの自分が知らぬ間に地を這はっていたという、まるであべこべな現実が。


「────な」


　わずかな茫ぼう然ぜん自じ失しつの後、彼はあわてて跳はね起きた。


　少女は目もくれず、はるか先を歩いている。


　長年染しみ付いた経験が彼の身体を動かした。まったく痛みも傷もなくすぐに動けたことに気づくのは、もう少し後になってのことになる。


　そして二度にわたって少女に組みつこうと試こころみ、いずれもあえなく失敗し、なぞったように同じ形で地を這う結果となった。


　夢でも見ているのか──彼は自分の脳のうみそを疑った。


　その間にも、少女はまったく足を止めていない。


　ようやく異い変へんに気づいた警備の者たちが次から次へと現れ、少女を止めようと試み、そして判はんで押したように失敗を繰り返していく。


　時間にしておよそ一分。


『…………その間に宙ちゆうを舞まい、地に伏ふせた者の数は、優ゆうに二十を超こえた。あの少女が我々に何をどう為なしたゆえにこの無ぶ様ざまな結果を迎むかえることになったか、未いまだに誰も理解できないでいる』


　警備員たちの間で交かわされる日誌のその日のページには、後のちにそう記しるされることとなる。





「何ごとかッ!?」


　鋭するどい一声が、混乱を極きわめる場に新たな局きよく面めんをもたらした。


　屋敷のそこかしこから集つどった数十名の警備員たちが、新たに現れた人物へ一いつ斉せいに視線を向ける。


　北条家のメイド長にして警備責任者──霧きり島しましのぶは、場を一いち瞥べつして素す早ばやく状じよう況きようを察した。


「皆みな持ち場に戻れ。ここはわたしが引き受ける」


　その言葉に警備員たちは目を丸くし、お互たがいに顔を見合わせ、


「いいから従したがえ。責任はわたしが取る」


　重ねて命じる上司の言葉に、彼らは渋しぶ々しぶながらも引き下がった。


　その間にも自じ称しよう不審人物の少女は、何ものにも頓とん着ちやくすることなく歩みつづけている。


　しのぶは金きん髪ぱつの姫ひめ君ぎみ──ヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタインの後を足早に追いながら、


「…………いったいどういうおつもりです？」


　苦にがりきった顔で問いただした。


「ご来訪なされるのであればそれなりの筋すじをお通しください。ご一報いただければ十分な礼れい遇ぐうもできましょうに」


「なあに、ちょっとした戯たわむれだ」


　ヒルダは振り返りもせず一笑し、


「リョウコとミキヒコとの闘争状態にありながら、ずいぶんと暢のん気きに構かまえているようだったのでな。つい、いたずら心が働いた。許ゆるせ」


「お戯れが過ぎます」


「ふふ、そう言うな。予よはべつに、貴様らホウジョウ一派の敵というわけではない」


　憮ぶ然ぜんとして口をつぐむしのぶである。


　ヒルダの言葉はおそらくまったくの事実だ。並なみ居る警備員たちをことごとく無力化しつつ、それでいて彼らに傷ひとつ負わせないという曲きよく芸げいをやってのけたことは、状況をひと目みただけでわかった。そもそもこの姫君が本気でケンカを売りに来たのであれば、ここら一帯はとっくに焦しよう土どと化していよう。ましてや敵対するつもりであれば、彼女が単独でやってくるわけがない。


（それにしても苛いら立だたしい……『ずいぶんと暢気に構えているようだった』だと？）


　冗じよう談だんではなかった。事態が事態であるだけに、ここしばらくの北条家は最上級の警戒態勢を敷しいていたのだ。それを暢気よばわりされたとあれば、しのぶのプライドはずたぼろである。


　要するに今回のヒルダの行動は、自分が率ひきいる欧おう州しゆう神戎かむいの力を示す示じ威い行こう為いであり、それと同時に北条家に対する牽けん制せいであり──そしておそらくは、どれより何よりこのお姫さまの余よ興きようであったのだ。これに苛立たずしていったい何に苛立つというのか。


「それで、本日はどのようなご用件で？」


　しのぶは目を細め、声を低めて問うた。


　ケンカを売りに来たのではないにせよ、この状況で茶のみ話をするためにやってきたのでもあるまい。何かしらよからぬ思おも惑わくがあるに決まっている。


「あなたさまの目的が北条家に仇あだなすものであれば、ここでお引き取り願うよりありませんが」


「この予が相手であってもか？」


「及およばずながら」


「ふふ、威い勢せいのいいことだ。かつてのリョウコあたりを思い出す。貴様のそういう鋭えい気き、嫌きらいではない」


　不ふ敵てきに笑いながら、ヒルダは本ほん邸ていのロビーに入った。


　勝手にソファへ腰こしを沈しずめつつ、


「まあその点は案ずるな。先ほども言ったことだが、予は別にホウジョウの敵というわけではない」


「ですが、あなたさまは二にノの宮みや涼りよう子こや月つき村むら美み樹き彦ひこの側についているのでは？」


「確かに、リョウコとミキヒコの依い頼らいは予が責任をもって引き受けた。だが別にあのふたりのケンカに肩を持つ義ぎ理りはない。それと同じくホウジョウに肩入れするつもりもない。予はただ、予の目的を果たすためにここへ足を運んだにすぎん。まあホウジョウが予の目的を阻そ害がいするというのであれば、その限りではないがな」


「あなたの目的とは？」


　しのぶの問いには答えず、ヒルダは指をパチリと鳴らした。すぐにやってきたメイドに茶の用意を命じ、悠ゆう然ぜんと足を組む。


　まるで自分の屋敷でくつろぐような振る舞いだが、恐ろしいことにそれをまったく不自然と感じさせないのだ、この金きん髪ぱつの少女は。


「今はまだ模も索さくしている最中だ。リョウコとミキヒコに倣ならってな」


「模索、というのは何を……？」


「誰だれもが幸せになれるかもしれない方法、というやつをだ」


「…………？」


「とはいえけっきょくのところ、予にできることなど高たかが知れているのだがな。せいぜいが過去にうずもれ、そのまま墓はか場ばにまで持っていかれるはずだった真実を掘ほり起こすことぐらいか」


　いぶかしげな顔をするしのぶに構わず、欧州の盟めい主しゆはこう言った。


「ヨシノブに伝えよ。貴様が切きり札ふだだと思っているであろう小娘について話がある、とな」





　　　　＊





「────そうかわかった、丁てい重ちようにおもてなしするように。それと私が到とう着ちやくするまで彼女を極きよく力りよく刺し激げきしないよう。いいな？」


　北条家へ戻る車の中。


　メイド長からの通話を切ると、北条義よし宣のぶはもともと鋭するどい容よう貌ぼうをいっそう険けわしくした。


　欧州の気まぐれ盟主の考えはとうてい読みきれない。ただでさえ状況は混こん迷めいを極きわめているというのに傍はた迷めい惑わくなことだ。せめて欧州の片かた田舎いなかに引き返して大人しくしていてくれるなら、まだ可愛かわいげもあろうに。


（北条、二ノ宮、月村を除のぞく十じゆつ氏し族ぞくの動どう向こうはいまだ不ふ透とう明めい、か）


　義宣自身、寝る間も惜おしんで根回しや周しゆう旋せんに奔ほん走そうしているところではあるが、思いのほかなびきが悪い。二ノ宮涼子と月村美樹彦のほうが『神しん精せい』の情報をより多く握にぎっているゆえか。あるいはあのふたり、思いのほか十氏族に対する求心力を備そなえていたものか。はたまたヒルデガルト・フォン・ハーテンシュタインが二ノ宮と月村寄りであるというイメージが定着しているゆえか。


（……であれば、なおさらあの金髪小娘の扱あつかい、慎しん重ちように運ばねばなるまいな）


　一度は同盟を蹴けられた相手ではあるが、そこは義宣もひとかどの男であった。利用できるのであれば過去の遺い恨こんなど頓とん着ちやくしない。せいぜい北条家の役に立ってくれるよう、最大限の努力で事を運ぶとしよう──。


　とその時、秘書の男がふたたび着信を告げた。


　相手の名を聞き、義宣の目つきが鋭さを増す。


「……私だ。ああ、覚えている。ずいぶん前にどこかの会合で顔を合わせたはずだが……ああ、やはりそうだったか。それで今日は何の──」


　しばらくやり取りをつづけるうち、義宣の顔に怪け訝げんそうな表情が浮かんだ。


　しばし思案の間を挟はさんでから、


「わかった、近く時間を作ろう。追って連絡する」


　そう請うけ合って通話を切った。


「……ふむ。この動き、どう捉とらえるべきか……」


　ひとりごち、義宣はふたたび思し案あんの沼ぬまに沈しずむ。





　　　　＊





　────そのころ、某ぼう所しよにおいて。


「ようやっと渡りはつけられたが……これでいよいよ後には退ひけへんな」


「何をいまさら。ええかげんに覚かく悟ご決めとくれやす」


　苦味をおびた少年の声と、発はつ破ぱを掛かけるような少女の声とが交かわされている。


「覚悟もなにも、ほとんどお前が無理やりやらせとるんやんけ。俺おれがやらんのなら自分ひとりでもやる、とか脅おどしよってからに……」


「脅しやのうて本気やわ。たすくはんがやらんのならウチがひとりでやる。端はなっから義理は果たすつもりでおったんやし」


「義理ならもう果たしたんとちゃうか？　金髪の姫さまの情報やらなんやら、いろいろ危あぶない橋わたって提てい供きようしたやないか」


「あんなんではぜんぜん足りへん、って前も言うたやんか。それにたすくはんは奥おく城しろ家の当主の座を狙ねらっとるんやろ？　せやったら今ここで動かんと」


「阿あ呆ほ、何ごとにも段取りってもんがあるやろが。末っ子の俺が年ねん功こう序じよ列れつ主義の旧家で下げ克こく上じようするには、それ相そう応おうの根回しなり下準備なりをせんと──」


「段取りより何より大事なんは、時じ宜ぎを外はずさんことやわ。十氏族の枠わく組ぐみがこれだけ揺ゆれとる今以上のチャンスが今後も来ると思うん？　今のどさくさに紛まぎれて掠かすめ取る以外に、あんさんの野や望ぼうを達成する道はあれへん」


「せやけどお前、もともと俺が奥城の当主の座を狙っとった理由は……」


「ああもうほんま女め々めしいわ。そないなことより北条のご当主の反応はどうやったん？」


「今この時期に、なんで奥城の小せがれが直接連絡を、って声やったな。……ていうか話逸そらすなやいろり」


「そらまあ奥城本家の意向とは無関係にやっとることやし、さぞかし胡う散さん臭くさく思うやろな。それでも門もん前ぜん払ばらいせんかった、っていうことは……十分に芽めはあるんちゃうかな」


「おいこら。話聞かんかい」


「せやけど峻護はんに恩おんを返すのと、二ノ宮と月村に与くみするかどうかは別問題。ウチらもうまいこと立ち回らんとヤケドするだけでは済すまされへん。さて、どう動いたらええかな……」


　少年が憮ぶ然ぜんと吐と息いきを漏もらす音は、ひとり呟つぶやきをもらしつつ考えごとにふける少女の声に重ねられては、あえなく消えていく──。





　　　　＊





　ふたたび別の某ぼう所しよにおいて。


「……奥城家の例のふたりから連絡が来たようだね」


「ええ、接触があったわね。とはいえとりあえず渡りをつけておいた、って段階で、具ぐ体たい的てきにどうこうって話はなかったけど」


　こちらでも一組の男女が会話を交かわし合っている。


「彼らが僕らに協力してくれるというならもちろん歓かん迎げいだが、まあそうでなくとも構かまわない。少なくとも峻護くんに対してだけは、彼らは味方になってくれるようだからね。それだけでも十分すぎるくらいだ」


「とはいえうまく連れん携けいなり歩調を合わせるなりして動けるなら、それに越こしたこともないわ。さしあたり選せん択たく肢しは多いほうがいいし。状況に合わせて臨りん機き応おう変へんに動きましょう」


「どうせ僕らが最後に行き着くところは同じだろうから──ってことかい？」


「そういうことね」


　ジャキンッ、と金属同士が鋭するどくかみ合う音。


　愛銃に入にゆう念ねんな手入れを施ほどこしつつ、女はさらにつづける。


「最後にはわたしたちの土ど俵ひように持ち込む。北条さんもそのあたりには気づいてそうだけど、嫌いやでも無理でも付き合ってもらうわ。こっちの流りゆう儀ぎにね」


「表向きは短気で何をしでかすかわからないけど、本質のところでは冷静で思し慮りよ深い、ってことになってるしね。僕らの評価は」


「実際は表向きの評価で正しいのにね。ごく単たん純じゆんに」


「要所要所でうまく猫ねこをかぶってきた甲か斐いがあったかな。まあこういう状況になるとは思ってなかったし、その上でなおフェイクとして役に立つとは思ってなかったが。──ところで涼子くん」


「なに？」


「麗華くんはどう出ると思うかな？」


　銃身に実じつ弾だんを込こめつつ、女は黙だまり込む。


「何があってもあの三人の──真由と峻護くんと麗華くんの味方だ、とかつて君は言ったし、麗華くんは家族のひとりだ、と言ったのもごく最近の話だ。まったくもって僕も同感だが……でも彼女がもし、僕らの敵てきに回った場合はどうするつもりだい？」


　ジャキンッ


　ふたたび鋭い音を鳴らして手入れを終え、女は銃をホルスターに仕し舞まった。


　仕舞ったきり、次の言葉はない。





　　　　＊





　そのころ、某所に用意された隠かくれ家がのひとつである。


　一いち難なんを逃のがれた二ノ宮峻護は無事、ギュンターの庇ひ護ご下かに舞い戻っていた。


（おれは一体、何をやっている……？）


　無む力りよくさに歯は嚙がみする思いに打ちひしがれながら、である。


　身を挺ていして彼を逃にがしてくれた吉よし田だと井いの上うえの安あん否ぴについてはすぐに確認を依い頼らいしたが、いまだふたりの消しよう息そくは不明。


　守られる一方でひとりでは何もできず、挙あげ句くには友人まで巻き込んで手を煩わずらわせる。これでは一体、二ノ宮峻護という男の価か値ちはどこに存在するというのか。


　身もだえするような思いだった。


　何をすべきかもわからないくせに、今すぐどこかに駆かけ出したかった。


　だが峻護は自じ制せいした。暴ぼう発はつするのはいつでもできる。でも自分にはまだするべきことがある。託たくされたことがある。


　過か度どに熱を帯びる頭と身体を冷やすべく、シャワーを浴あびた。


　冷水を全身に浴びながら瞑めい目もくし、心を落ち着かせる。


　今の彼がするべき最優先、あるいは今の彼にできる唯ゆい一いつのこと。


　それは、十年前の記憶を可能な限り正確に取り戻すことだ。


　無力同然の今の自分がもし、この混こん迷めいする状況に貢こう献けんできることがあるとすれば。そこに活路を見出すしかない。


　呼吸を整え、冷水で身体を引き締しめると、次第に神経が研とぎ澄すまされてきた。


　おぼろげな形に戻りかけていた過去の幻げん影えいが鮮あざやかな色を取り戻し、温度や匂においまでもが鮮明に回かい復ふくしていくのが手に取るようにわかる。


　もっとだ、と峻護は思った。


　もっと思い出せ。もっとクリアに。もっと早く。


　心が落ち着き、精神は研ぎ澄まされていても、焦しよう燥そうの念ねんはいよいよ強くなっていく。


　そう、彼は焦あせっていた。


　思い出すたび胸むな騒さわぎが高まっていくのだ。


　このままでは何か、とんでもなくまずいことが起こってしまう──そんな予感が、じわじわと確信に近づいていくのだ。


　何かが間ま違ちがった方向へ進んでいる。


　その先にあるのはおそらく破は滅めつ。決して取り返しのつかない終局。


　だから早く。


　早く思い出せ。おまえは何かを摑つかめるはずだ、二ノ宮峻護。この危険な状況を打開するきっかけになる何かを。


　己おのれに言い聞かせつつ、許きよ容よう範囲を超こえて冷え切っていく身体にも構わず、峻護は必死で過去の鉱こう脈みやくを掘ほり下げていく──。





　　　　＊





　一方、招まねかれざる客を迎むかえ入れた北条家はてんやわんやの大騒ぎになりつつあった。


　貴き賓ひんに対してそれ相応の待たい遇ぐうをすべく、急きゆう遽きよ歓かん迎げいの宴うたげを開くよう、当主の義宣から厳げん命めいが下ったためである。


　本来そういった接せつ待たいは入念な準備の末に行われるもの。いわばこれは、寝起きのまま公式の舞台に引きずり出されて『さあお前のスピーチの番だ。小こ粋いきでウィットの利きいたやつを頼むぞ。失敗は許さん』とでも命じられるようなものだ。


　すっかり月の昇のぼった宵よいの口、北条家の人々は執しつ事じから下働きに至いたるまで大わらわで働いた。


　そのありさまは一種のパニック状態といってよい。彼らはみな、突然の大水で巣す穴あなが水みず浸びたしになったアリのように右う往おう左さ往おうして、任務を果たすべく全力を尽くした。


　それゆえに、屋敷の一いち隅ぐうでひっそり発生した重大な危機に気づいた者は誰もいなかったのだ。ただひとりを除のぞいては。





「────お嬢じようさま？」


　保坂光流がふたたび執しつ務む室しつを訪れた時、主あるじはすでに床ゆかの上に横たわっていた。


　まるで糸の切れた人形のように、力なく手足を投げ出したまま。


「お嬢さま」


　ゆっくりと膝ひざをつき、声をかける。


　彼はひどく冷静だった。


　忠ちゆう誠せい心しんに乏とぼしいわけでも危機感に欠けていたわけでもない。ただ、いずれこうなることを知っていただけである。


「お嬢さま」


　丁てい重ちように抱き上げてそっと揺ゆらすと、まだかすかに意識があった。


　ほんのわずかにまぶたを開け、付き人の少年を見上げてくる。生気にみなぎり、強きよう靭じんで美しかった北条麗華の姿は見る影かげもない。


「お加か減げんは？」


「…………」


　反応はほとんどなかった。


　少しだけくちびるが動いたものの声はなく、瞳ひとみの色が水面の月のように揺らいだだけである。


　いつもの保坂であれば、主の失態をからかって遊び、深しん刻こくな事態を笑いの域いきに引き下げていただろう。だが今日の彼はちがった。


　ただ静かに問いかけたのみである。


「二ノ宮くんを呼びましょうか？」


「…………！」


　かすかに反応があった。


　それは付き人の少年にすべてを見抜かれていると知った驚おどろきであり、核かく心しんを真まっ直すぐに突いてきたことへの驚きであるようにも見えた。


「彼が今なにを考えてどう動いているのかは定かでありませんが。あなたの危機を知ればきっと駆かけつけてくれるし、手を差し伸のべてもくれるでしょう。彼にそれを知らせる手段はいくらでもありますし、今すぐ実行に移うつすこともできます。彼を、呼びますか？」


「…………」


「彼を呼んで、精せい気きを分けてもらいますか？」


　決定的なひとことだった。


　麗華がかつてないほど苦しそうにくちびるを歪ゆがめた──と見えたのは、錯さつ覚かくではあるまい。


「もう十分に理解できるはずです。こうなることもちゃんとわかっていたはずです。今のあなたになら」


　保坂はさらに言葉をつなげる。ごく冷静に、公正に、あたかも判決文を読み上げる裁さい判ばん官かんのように。


「正しい過去の記憶を取り戻し、あなたが生み出したもうひとりの人格と融ゆう合ごうした今。あなたはもうただの人ではありません。いわゆる神戎かむい──サキュバスだ。月村真由さんと同じ、異性の精気を糧に生きる人種です」


「…………っ」


「あなたは思い出したはずです。十年前のあなたがどんなひとだったか。何を忘れ、何を捏ねつ造ぞうしたか。何を欺あざむき、何から顔を背そむけてきたか。そして何よりも、ほんとうのあなたが何者であったのかを」


　麗華は何も言わない。たとえ気力体力ともに十分であっても、きっと何も言えなかったにちがいない。


　保坂の口から紡つむがれる言葉が、ひとつ残らず真実であるがゆえに。


「そしてあなたは自覚せざるを得なかったはずです。あの日──あなたがすべてを思い出させられ、すべてを悟さとった時以来、あなたの身体に起こった異い変へんを。ある種の渇かつ望ぼうと、渇望に耐たえつづけた果ての消しよう耗もうを。そして今、命のともし火を絶たやしかけている自分の現実を」


「…………」


　令嬢は目を逸そらし、沈ちん黙もくを保たもちつづけている。


　しばらく待った。だが返答はない。


　衰すい弱じやくし果てた末の無回答、ではないだろう。


　そうではないことを、保坂はよく知っている。悲しいぐらいによく理解している。


「…………答えをもらえないのであれば、ぼくはぼくの判断で、ぼくの責任と望みに従したがって、最良と思われる判断を下します。あしからず」


　立ち上がろうとした。


　ポーズでもフェイクでもない。彼はただ事実を告げ、そのとおりにするつもりだった。


「…………め…………」


　蚊かの鳴くような──いや、幻げん聴ちようと片付けてさえいいような、小さな小さな声。


「…………だ……め…………」


「お嬢さま」


「おね……が……い……」


　たとえその声が届いていなくても、保坂は理解せざるを得なかっただろう。主の瞳に揺らいでいたのは、見間違えようもない懇こん願がんだった。


　それきり、少女はまぶたを閉じた。


　大きくひとつ呼吸したのち、ゆっくりと身体からだ全体から力が抜け落ちていく──それと同時に、あたたかい体温までもが、失うしなわれていく。


　北条麗華は呼吸を止めた。


　願いを発した小さな声が、まるで命の残りすべてを注そそぎ込こんだ、最後の抵てい抗こうであったとでもいうように。





　立ち上がろうとした動きを保坂は止めた。


　月明かりに青ざめた主の顔をじっと見つめていたのは数秒間。


　それは迷いや逡しゆん巡じゆんの間まというよりも、何かもっと別の、言葉では言い表せぬ、深くて茫ぼう洋ようとした感情の表現であるように思われた。





　そして少年はそっと、少女にくちびるを寄せた。





　その光景を見届けて足早に去っていった気配にも無論、少年は気づいていた。





　　　　＊





　────淡あわい月の光が見えた気がした。





　その光を眼球の網もう膜まくによって直接捉とらえているのではなく、別の誰だれかが見ている映像を共きよう有ゆうして捉えているのだ、ということに気づいた時、彼女は自分が月つき村むら真ま由ゆと呼ばれる存在であったことを思い出した。


　それからまたえらく長い時間があって、彼女は自分がひとりめの月村真由ではなくふたりめの月村真由であり、いわばかりそめの存在であったことも思い出した。




[image: ]


　いずれもおぼろげな認にん識しきである。


　たゆたう意識がひどく途と切ぎれ途切れで、何かの拍ひよう子しに泡あわのように消え飛んでしまうような不安定さを孕はらんでいた。単に自分は消しよう滅めつを一時的に留りゆう保ほされているだけの存在であり、どうあがいてもほどなく定められた運命をたどることを、ぼんやりと、しかし必要十分なだけ、彼女は理解した。





　でもまだ生きてる、と思った。





　別に喜びはなかった。ただ、生きているのであれば自分にはまだするべきことがあるはずだ、ということを、直感と本能によって悟さとったのみである。


　生きているうちに自分がするべきことは何だろう、と霞かすむ意識で考えた時、今度は誰かがすすり泣く声が聞こえた気がした。


　月の光とはちがって、それは現実のものではない。月村真由とひとつの身体を共有しているもうひとりの月村真由の意識が発するイメージ、いわば心しん象しよう風景の一種のようだった。


　月村真由は泣いていた。


　じっと膝ひざを抱かかえ、底なし沼ぬまのような果てしない苦く悩のうの中で藻も搔がき喘あえいでいるようだった。


　それは彼女にとってもはや救いようのない苦く悩のうであるらしく、彼女はそいつから決して解放され得ない自分を知っており、そのことがさらに彼女を責せめさいなみ、身体中から血を流すようにして泣いているのだった。


　彼女を助けなければ、と思った。


　でも一体どうしたら彼女を助けられるのだろう、と思った。彼女は本来、どこへでも飛んでいけるくらい自由な翼つばさを持っていたはずで、その彼女がこれほどまでに絶望しているというのに。


　すすり泣く彼女が、今もなお己おのれの存在を許ゆるしていられる理由はひとつ。


　彼女の身体が、自分ひとりのものではないからという、ただそれだけのことだった。


　本来の月村真由と、本来の月村真由だと思っていた月村真由。ひとつの身体にふたつの意識。





　ああそうだ、と思った。


　いま自分がしなければいけないことがわかったのだ。


　ふたりめの月村真由がひとりめの月村真由のためにしなければいけないこと。





　それは、少しでも長く存在しつづけること。





　たぶん、自分の命の長さは彼女の命めい脈みやくと等しいはずだった。


　なぜなら自分の存在が消えうせれば、彼女をつなぎ止めておくものはきっと何もない。


　真まっ直すぐで潔けつ癖ぺきすぎる彼女は、自分の罪つみを決して許せまい。彼女を待っているのは滅ほろびの道しかあるまい。


　だから一分でも一秒でもいい。


　できるだけ長く、少しでも長く、存在しつづけよう。


　そうすれば、あとはきっと彼がなんとかしてくれる。


　でも『彼』っていったい誰だっけ……と思った時、彼女はあわてて自分の役やく割わりを思い出した。


　そうだ、こんな風に考えてちゃいけない。月村真由という存在の消しよう耗もうを抑おさえ、消しよう滅めつを先さき延のばしにするのだ。自分にできること、自分にしかできない役割に徹てつするのだ。


　消える寸前、風ふう前ぜんの灯ともしびも同然のこの命を、少しでも何かの役に立てなければ──。





　そう思ったのを最後に、彼女の意識はふたたび闇やみに沈しずんだ。


　きっと訪おとずれるはずの救すくいを、最後の最後まで信じながら。







（十巻につづく）







　あとがき







真ま由ゆ「…………」


麗れい華か「…………」


真由「あ、あの、麗華さん！」


麗華「あなたの言いたいことはわかってます。だから言わなくて結けつ構こう」


真由「で、ですよねっ！　まさかこのあとがきの司会を務つとめるべき作者さんが『私は二ノ宮くんの次巻を執しつ筆ぴつ中につき極きわめて多た忙ぼうである。よってあとは君たちふたりに任まかせる。よろしくやってくれたまえわっはっは』という書置きを残して現げん在ざい行方ゆくえ不明だなんて、口が裂さけてもいえませんよねっ！」


麗華「…………。まあ突つっ込こむのも疲つかれるから黙もく認にんしますが。ともかくアホ作者に代わって、今回はわたくしたちがこのページの間を持たせなければなりません」


真由「はい！　がんばりましょう！」


麗華「妙みように張はり切ってますわね……？　まあ大して期待はできないでしょうが、いちおう訊きいてみましょう。月つき村むら真由、あなた何かいいアイデアはあって？」


真由「ええと……ええとそうですね、次の最終巻の展てん開かいがどういうことになるのか予想してみる、っていうのはどうでしょう!?」


麗華「……次が最終巻であることを公表していいのかどうかも疑ぎ問もんですし、公表しておきながらけっきょくうまく畳たためずにズルズル続いてしまった場合はどう取り繕つくろうのか、という突っ込みもまあ自重しておきましょう。ですがそれらを差し置いたにしても、次巻の展開をここに予想するのは控ひかえるべきだと確かく信しんする次し第だいです」


真由「え？　ど、どうしてですか？」


麗華「どうしてって、ろくな結末が予想できないじゃありませんか。この巻を読めば誰だれしも想そう像ぞうがつくことと思いますが」


真由「そ、それはまあ、そうかもしれませんけど……でももうちょっとこう、作者さんを信用してあげましょうよっ。あとがきでの登場をボイコットしてるのも、きっと最終巻の完成に向けてすべての生命力を注そそぎ込んでいるからだと思うんですよ！」


麗華「どうだか……今あの男が座すわっているのは執しつ務む机づくえではなく、おおかた高たか田だの馬ば場ばあたりの麻雀マージヤン卓たくなのではなくて？　血ち眼まなこになって睨にらみつけているのも、原げん稿こうではなく対戦相手の捨すて牌はいなのでしょうよ、どうせ」


真由「うう……なんだか今日の麗華さん、ちょっとトゲがあるような気がします……」


麗華「当たり前でしょう。あの外げ道どう作者の不ふ埒らちさ加か減げんにはもう、いい加減うんざりさせられているのですわ。それはもう、いちいち感情を荒あら立だてるのもバカらしくなってくるほどにね。だいたいあの男のわたくしに対する扱あつかいはひどすぎるのです。九巻の本編を読んでもお分かりになるでしょう？　北ほう条じよう麗華というヒロインキャラに対する正当な扱いといえますか、あれが」


真由「そう……かな？　あはは……」


麗華「まったく、保ほ坂さかとあんなことになるなど……それはまあ、保坂は長年わたくしに付つき従したがってきた男だし、舐なめた真ま似ねをしてくれることも再さい三さんではあるにせよわたくしにとってかけがえのない人物なのは確かですが、それにしたって！」


真由「あは……あは、は……」


麗華「それに忘わすれてはならないのが、このあとがきでのわたくしの立場！　毎回毎回あの手この手の策さくを弄ろうされて辱はずかしめられること、いったい幾いく度どに及およんだことか！　ああもう思い出したらまた腹はらが立ってきましたわ！　あのボンクラ作者、今度会ったらどうやってとっちめてやろうかしら……って、あら？　どうしたのです月村真由？」


真由「…………」


麗華「黙だまってないで何とかおっしゃい。そんな風に顔を俯うつむけて黙りこくっていてはわかりませんわ」


真由「う……」


麗華「鵜う？　鵜がどうしたのです」


真由「う……うっ、あうっ、ぐすっ……」


麗華「ちょ、あなた泣いてるの!?　ど、どうしたのです一体！　さっきまでテンション高かったのに……わ、わたくし別に何もしてませんわよねっ!?」


真由「ううっ、ぐすっ……だ、だって、麗華さんはずるいと思います……」


麗華「ずるい？　って何がですの？」


真由「うう……だって麗華さんは、作者さんに愛されてると思うから。九巻でもきっちり見せ場はあったし、それに巻末のイラストだっていつも麗華さんばかりをネタにして……それに引ひき換かえわたしは、九巻じゃ出番も少ない上にほんとに消しよう滅めつしちゃいそうだし、巻末のイラストでは一度も採さい用ようされたことないし……」


麗華「な、なにを馬ば鹿かなことを。そんなことは決して……」


真由「だからわたし、せめてこういう時ぐらいはテンション高くして、ちゃんと存そん在ざい感アピールしなきゃって思って……でもなんだかもう、ダメなのかなって。わたしっていらない子なのかなあ、とか、作者さんに好かれてないのかなあ、とか考えたら、すごく悲しくなってきて……」


麗華「…………ばかね、そんなことで悩なやんでいたの？　そんなはずありませんわ。ええそんな心配はしなくていいのです、これっぽちも」


真由「そう……でしょうか？」


麗華「ええもちろん。それにわたくしばかり愛されてるとか、そんなことは決してないのです。最終巻になればきっとそれがわかりますわ。わたくしさっきは感情に任せて散さん々ざんコケにしましたが……ボンクラ作者とはいえ、あれはあれでいっぱしの男。ちゃんと最後はきっちり魅みせてくれるでしょうよ」


真由「うう……ありがとうございます、そんな風に言ってもらえてわたし、わたし……」


麗華「ほら、もう泣くのはおやめなさい。それからほら、読者のみなさまにもちゃんとあいさつして。わたくしたちの出番も残り少ないのだから、泣き顔ばかり見せていては申もうし訳わけがなくってよ」


真由「は、はい、そうですね……うん、わかりました！　麗華さんの言う通りです！　元気だします！」


麗華「……というわけで、長らく続いてきた『二ノ宮くん』シリーズもいよいよ佳か境きように入ってまいりました。ここまでお付き合い頂けたみなさまにはぜひ、いましばらくのお付き合いをお願いする次し第だいですわ」


真由「長編の最後を飾かざる次の巻は、秋ごろに発売される予定です。長くはお待たせしませんので、どうかシリーズの結末を見み届とどけてあげてください！」


麗華「果たしてこの物語はハッピーエンドで終われるのかしら？　それともやっぱり血を見ずには収おさまらないのかしら？」


真由「わたしと麗華さんと二ノ宮くんの関係はどうなるんでしょう？　そしてここへきて俄が然ぜんクローズアップされてきた各キャラクターたちの行く末は？」


麗華「あれこれ想像をめぐらせつつ、秋の到とう来らいをお待ちいただければ幸いですわ」


真由「それではまた、次の巻でお会いしましょう！　再見ツアイツエン！」
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ご愁しゆう傷しようさま二にノの宮みやくん９





鈴すず木き大だい輔すけ
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